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マグエ省イラワジ河右岸のセイシーチョウンの調査

ミャンマーのW:院セイシーチョウン (19世紀)には、
1竹院の柱!:l'tが伐っている.柱li332本あり、ピル?故
大の税悦をほこった. ミヤンマー は、 í~':j i品多 I ，Jijのれ p~

のため、木造住hI物が!おみやすい.この1mえも洪水に
よるUil泌が大きかった tいう。古い仏nfの;;I.'，I1tにおい
ても 、 1.'~ lr~ に存在したであろう木造~造物にìJ; ，I.r:をは

らう必裂がある。本文47ページ参照(1日影/森本音)

中国透寧省・ ラマトン墓地出土遺物の保

存研究

ラマトン泡跡は、大;変河北口tの丘陵斜而

に形成された3世紀末-4世紀代の鮮非
政の基地。近年のみmで、金属総が$Jil
に発見された。武器 ・武具・.!.'.)具な!:I阜、
q.;~同 ・ 日本のI.lU:品と筏彼に |刻係してお

り.今後の研究がJUI1寺される.写J'iは鮮

J¥'.d英特有のJAの飾り物で、 4年同・日本に
はおi似製品が』えんでいな L、。本文46ページ
移照 (1置影/佃 鉾重量)

術文町f年制!/199i-[



スラ・スラン西岸でのレ

ーダー燦査

ノfンテアイ ・クデイ来fl!IJ

のスラ ・スランjJqjjlで、

レーダー探査をおこなった。

'I' .'J~の人物がレーダ一本

体を*'JIL， i.if!!:Jの人物
が手にもつ裟ti'1でaiIJj，iIJ!:

データ務般をおこなう.

京凶にレータ'ーを走干tし、
凶It!に沿うお組みのi砕を
f，'aよ立した。本文40ページ
照 (1最影/杉山洋)

1996年度のおもな調査と研究

パンテアイ・クデイでの発掘調査

上智大学と共同てペカンポジアのパンテアイ ・タデイ

i;'H完を~~lIi! iJI.J:ítt して L 、る 。 ~ ~.ンテアイ ・ クテーイは、ア

ンコール ・ワットの.1仁jl!i4 kmにある 12世紀末の寺院。
写真奥に映るiiij!j必ti有OIIJのラテライ ト秘み主l!物の基I立
を説J:1在中。本文47ページ参照(liil影/杉山 洋)

奈文研年骨Vl99H



黍回15号演出土の双徳環頭大力
体WI IJlllll;地方のm~n大刀をまねて巡っ た n 本( (吾)製の全

鋼大万。I長製m孤大刀としては上12の:ij;知lに1/1:.L 、 6 1 1lj~

1えの製品。 1:.くに却H反にnち.'J-'，し文織を1J1!1L1~~1î口令!.!，の
例は会凶(I(J に珍 Ll 、 。 i民作処耳I!. に ~~1 しては、大 )Jの製作 1

Æ:，\1とわかりやすくするため、あえて H~* 'i' 1ilJJ; [ せず、 ，1 1 1，土

状態をi栄作するために以内干の努力を'1'(やした.l，:・0リ点状
況、 !J ，:~j1J!.f企((取表)、イi: ~J!I!.f圭(似')ü 。 本文 B ページ

診照 (Ia影/牛耳3茂)

~'t文町f 11'明!/199i-1 111 



建叡中の朱雀門初霊屋被

>1'-1.成;-ì*1t I"1の和Jñ(屋娘、'ff~木を組み立てている t こ ろ 。 野

隅木の奥にみえる1封皮のついたままの丸太l立、事fのきsれ下がり
を防<-ための.f'"水(!JYi造補強材)である。本文60ページ診照(1m
影/春日井道彦)

lV ~-:文ó}f il!tl!/1997-1 

建段中の東院庭園平矯

山田寺東回廊再現

山 l日手n~'í 4-6 次;;J!.I :t.:で出ニl二した図面目の

主h築部材lま、 14$1;の歳月をかけて、ょう
や<PEGによる保存処思が完了した。飛
鳥資料館第2展示室で130、住11¥131111分の
部材を.当時の締法t規模がわカ・るよう
に再現展示した。11J1l1寺東illI凶il30木造寺
院建築の現存する:Jiii5の実伊H.なる。
本文65ページ参照(l置影/井上直失)

高御座の1/10様型
平J成1~7第 l 次大係員ll:1/ 10悦~!の l付苦I! に設

従する正.)御mの1貝原Itl型.平成度目Il!立式
に使われたl.R.m:~ llIl肢を基本資料 t しつ

つ、文献史料からの検討を〈わ え、さら

にa!if.m 造物やlE"fr院宝物などを号参考に
して、 !Æ l迫 i昨 ftの271桂p!fを 1!l:Jj~紋J十した。

本文22ページ参照(lMi!V佃幹鐙)

玉1'-城主f耳〔院佐 I~Iの l剖 i也にはりだす'1'央主II物から来
の対f:i!に平総がかかる。2J.Jlは没装liijてぺ a刻字tの
{既宝球 W¥漆喰りの焼き物) もまだとりつけてい
ない段断。本文61ページ参照(l1il影/西山和宏)



『奈良国立文化財研究所年報』の

再出発にあたって

装いを新たにした 3分1m-構成の 『奈良国立文化財研究所年報』をお届けします。

奈良国立文化財研究所は、文化財を調査研究し、その成果を公表する機関として、

1952年に設立され、その調査研究の成果は、設立直後の1954年以降、『奈良国立文化

財研究所学報』や 『奈良国立文化財研究所史料』、春と秋の公開講演会、発掘調査の

現地説明会と発掘調査概幸lよその他各種の出版や催しものの開催などによって、公

表、普及に努めてきました。

『奈良国立文化財研究所年報』は、やや遅れま したが、 1959年に発刊 しました。一

般にみられる年報は業務報告と要綱などを主としたものでしたが、研究機関の年幸|え

では調査研究成果の速報が中心となるべきだ、 と先輩諸氏は考え、それをめざすも

のとして発刊 したのです。今てやは入手できない最初の20年分に近い年報が復刻され

たことがありましたが、それはかつて刊行した年報が今なお研究資料と して活用さ

れているからでしょう。

最初の年報の発刊後40年近くが経過しました。その聞に平城宮跡や藤原宮跡、飛

鳥地域の発掘調査も大規模になり、年卒|えでもその成果の概報部分が増加しました。

そのために、発掘調査とならんで多而的に展開している調査研究に|期する速報部分

が十分でない傾向は否めませんでした。一方、発掘調査の概報は毎年別に刊行して

おり、年報掲載分とかな り重複するところもあって、強1盟が必要となっていました。

新装の 『奈良国立文化財研究所年報』では、第 1分n日は発掘調査以外の文化財に

関する多様な調査研究の成果の速報を中心に研究所の要綱をあわせて構成し、発掘

調査成果の概報は第 2・3分間}にまとめることとしました。

「奈良国立文化財研究所年報』は再出発します。これでその年度に実施した調査研

究のすべてが網羅できるものではありませんが、その主要な成果については速報で

きるとみています。ご一読ください。そして、われわれの奈良国立文化財研究所の

活動について、忌悌のないご意見をお寄せいただくことを願っております。

奈良国立文化財研究所

川田中琢

1997年9)=130 n 



九例

目 次

『奈良国立文化財研究所年報』の再Il'.発にあたって

I 調査研究報告

II 事業の概要
l調:i'ti:研究

2研修 ・指導と教育

3追跡盤的 ・似!京事業と展示

奈良国立文化財研究所要綱
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41 

67 

l 年報は、 1996年度に奈良凶立文化財研究所がおこなった調査・研究 ・事業の報告で

ある。

2 年半I~は全体で 3 分 1111 よ り構成されており、年報Ilに は飛鳥藤原宮跡発掘調査部がお

こなった発掘調査の報告を、年報1Ilには平城宮跡発掘調査部がおこなった発掘調査

の報告を叫.1決している。 そして年報 Iには、同調査部の発掘調査報告をのぞ、〈各種

の淵?で ・研究・事業を収録した。

3 事I\i~者は各項に lリJ F.~したが、執筆者のないものについては、担当部局の協力を得て、

編集者がまとめた。

4 1F..幸bl1・II'[][では、 L、ずれも当研究所の刊行物について、以下の略号を聞いた。

『奈良国立文化財研究所年報1995J→ 『年卒IH995J

『町司飛E乞t!ι!

r王平f)城j成ぷ官発t掘伊開a調資査-幸報i校t告XJ一→.，r平城紺告XJ

「飛鳥 ・藤原宮発掘調査概報25J→ ffJ漆原概報25J

『昭和160年度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報』→ rUEl60平j成概幸j{J

『飛13・藤原宮発掘制査山土木ff，i概報10J-， r藤原木ff，i概報10J

r -'p:JJ誕百発掘調主t!IU..木前j概報30J→ r.:;-p:城木前j概報30J

5 il~幸liの装l陥は柴永文Ä氏による 。 編集 ・ レイアウトについては、財団法人千里文化

財団，1.1'，版{lfI.柴iJd:j~務所が IZIJ力した。

6 年報 l の編集 U:浅川滋 ~J ・ 寺崎保広、 "1:'..報 II の編集は千同剛道、年報川の編集は加

磯良二が担当した。

奈良国立文化財研究所年報 1997-1 

ヲ~fî. 日一一一 1997"ド 9 月 30U 

編集発行一一奈良国立文化財研究所

〒630奈良市二粂IUT2-9-1TEL.0742・34-3931
印刷 |県l凶プロセ ス
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CONTENTS 

I Research Reports 
.Oendrochronology of the large-sized building with pillars embedded directly 
in the ground at Ikegnllli-Solle Site 

• Burnt pit dwellings excavated from GOSIIOIIO Sitc in Jomon middle period 
• Ring-pommeled sword decorated with twin dragons excavated from Kibiln mounded tomb 
.A tile with whirl motif from Knwnm-dem Templc site 

• Rethinking the pottery excavated from SE8∞at Ishigm川 Site
・Studyon eave tiles of ASllkn・demTemple Site made by the same mould 
• Research on eave tiles made by the same mould in the mcdieval period 

.Crcen glazed tile from YnlllnllOIlc/Ii historical materials and its constituent 

.Supplement to the wooden tablet inscribed "OONIE -大 r~-"in ink from FIザiwnmPalace Sitc 
• Pieces of paper bearing ink characters permeated with lacquer from 
the peripheral area of east market in Nnrn Capital Site 

.Stlldy on three-stepped bracket complcx of the Jap日neseancient architectures 

・Historicalinvestigation and restoration of the Imperial throne 
・Interpretationof the structural remains and rcstoration of west building 
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• Excavated Carden Sites -eX3mples 01 Tumulus period .nd A印刷pe尚d・
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.Collaboration in the Restoration of AlIgkor Cultllral Hcritage 

II Brief Introduction of Activities 
2・1Researches and Investigations 

Excavations of the ASllkn-Flljiwnrn Capital Sites 

Excavations of the Nnrn Capital Sites 

Researches and Investigations of the historical architectllres 

Investigations on the historical documents 

Research activities of Center for Archaeological Opcrations 

International study co-operation 

Brief Report on Research Tours Abroad 

Public Lectures in 1996 

Symposiums 

Stlldies subsidized by the ministry of Education 

Academic activities of learned socicties and seminars， etc. 

Miscellaneous Research r、Jews
2・2Training course， Instruction and Education 
Training course and instruction by Center for Archaeological Operations 

Craduate School of Human and Environmental Studics， Kyoto University 

2・3Restoration and Reconslruction of the sites and Exhibition 

Restoration of the Nnrn and Flljiwnrn Palace Sitcs 

Special Exhibition at the Asuka Historical Muscllm and Reconstrllction of the 
c10ister excavated from Ynlllndn-dern temple site 

The Outline of Nara National Cultural Properties Research Institute 



調査研究報告

池上曽担逃跡の大型掘立柱建物の年輪年代 4 

御所野追跡てー出土した純文時代中期の焼失竪穴住居群 6 

黍回15号墳出土双龍環頭大刀 8 

川原寺出土の渦文埼 9 

石干'It追跡SE800出土土器の再検討・ 10 

飛鳥寺同箔瓦二題 12 

中i:!tの同箔jl司:瓦の調査 14 

山内資料 のi哉君Ijl .t~/. とそ の成分 16 

藤原宮出土「大瞥」木簡布11追 18 

平城京京市周辺はか出土の漆紙文書 19 

古代建築における三手先組物について 20 

高御座の考証と復原 22 

平城宮東院西建物の泣桃解釈と復原設計 24 

発掘された庭園遺跡、 古演時代~飛鳥時代の出土例 26 

養翠図 .i向車!閣の調査 28 

滋賀県の近世民家 30 

「文化的景観」研究の課題 32 

土壌徴制形態学の利用 33 

追跡探査で何がわかるか 34 

発掘調査支援機械システムの試作研究 35 

文化財建造物写真ガラス乾板のデジタノレ ・データ化 36 

華中・ 華北の後期旧石器文化 37 

古代壁画の色 と再現 中国古漬壁画の調査・保存に関する中日共同研究 38 

アンコーノレ追跡群の調査 40 



I調査研究報告

池上曽根遺跡の
大型掘立柱建物の
年輪年代

大阪府和泉市と泉大津市にかけて所在する池上曽根逃

跡は、わが国でも有数の弥生時代の環i豪集務である。1976

年には追跡の中心部約11万m'が国史跡に指定された。

1990年からは、「史跡池上曽根遺跡整備委員会」 が設置さ

れ、史跡整備にむけての発掘調査がはじまった。一連の

調査のなかでもとくに注目されたのは、 1995年に遺跡1:1"

心部において検出さ れた弥生H寺代中期後半の大型掘立柱

建物しこの建物中央官IHtHJ!lJにある大型考IJり抜き弁戸の

発見であった。

大型掘立柱建物の柱根 大型掘立柱建物は、桁行10間(約

19.2m)、梁間 l間(約6.9m)、床面打(#:11321げの東西棟

て¥これに独立した棟持柱が東西両妻側に 1本ずつ、ま

た屋内棟持柱が2本たつ構造のもので、弥生時代中期後

半のものとしては最大級の規模を誇る。総数26基の柱穴

には、直径60ー70cmの柱根が総数17木造存していた。材

表 1 柱根5本の年代，則定結果一覧表

柱No. 柱列 材・種 年輪数 年代 形状

4 北 ヒノキ 184 93B.C C 

12 南 ヒノキ 248 52B.C A 

16 南 ヒノキ 358 113B.C C 

17 南 ヒノキ 253 113B.C. C 

20 南 ヒノキ 252 56B.C B 

4 奈文研 !nn/1997-1

極は ヒノキ材が15本、ケヤキ材が2本であった。これら

のなかから、 i逃也存状1態虫の良好な ヒ ノキの柱根をを~ 5本j選墨定

しL、年代i訓測1I州則1I川IJ定をおこなつた。 5本のうち l本は北柱列か

ら(柱番号 4)、他の 4本は南住列からのものである(柱

番号12、16、17、20)。これらのなかで柱12と柱20には辺

材部が残存していた。とくに柱12の柱根には、辺材部が

完存しており、 Aタイプのものt判断した。残る 3本は
Cタイプのもので.あった。

柱12の伐採年は紀元前52年と確定 5本の年代illll定の結

果は、表1に示したとおりである。得られた結果のなか

でもっ tも重要な年輪年代は、柱12の年代値である。こ

れは、樹皮を争IJいだだけの形状のものであるから、柱12

の年輪年代は伐採年代を示している。つまり、柱12は紀

元前52年に伐採されたものであることが確定した。ここ

で、柱12についてみるし伐採時に穿ったと思われる筏

穴が完存していることや、下部底面を新たに切断したよ

うな痕跡もないことな Eから推して、転用や再利用材と

は考えにくい柱材と思われる。また、この柱材が伐係後、

すぐ使われる こと なく、長年にわたって放置されていた

とは考えにくい。これらの点を考慮すると 、大型掘立柱

建物の倉IJ建年代は紀元前52年全上限にして、その直後が

考えられる。さらに、辺材音fi含有する柱20の年輪年代は

紀元前561f三て¥柱12にきわめて近い年代値が得られてお

り、失われたであろう若干の年輪用数を推算すると、こ

れまた柱12と同様の伐採年代が想定てきる。

柱12の伐採年代確定の意義 弥生時代を例にとると、遺

跡、造構の年代決定は、おもに土器の様式編年によって

いる。近畿では、国ー古遺跡出土の土器を基準に 5様式に

分類、弥生H寺代前期を第 I様式、中期を第II・1Il.IV様

式、後期ぞ第V様式とするH寺J例区分を設定している。こ

れに従うと、上記の大型掘立柱主Il物の柱穴の掘形恕土内

出土の土器は弥生時代中期後半のもので、多くの研究者

は実年代て西暦I世紀後半頃と推定していた。 とニろが、



大型燭立柱建物の平面図及び柱穴断面図 1 : 300 
(和泉市教fl4!il会民供)

大型泡立柱建物の往復12(写実)とその年輪パターングラフ
(黒'棟準パターングラフ、赤往根12)

大型錨立柱建物を錨い

たと思われる土器絵画

(1也I:';':'IH近iYHI'，U 

柱12の伐採年代はこれよりも約100年古〈遡った年代が

得られた。 ζの建物がほぼこの頃に建てられたとすると、

近畿における弥生土器編年の 1点に実年代が与えられた

ことになる。このことは、これまで北部JLHIが近畿より

先行ーしていたとされる時代関係の見直しゃ弥生前期、後

期、古墳時代のはじまりなどの見直し論にも一石を投じ

たことになる。さらに、柱12の伐採年代が確定したこと

により、この頃の日本の文化と世界の古代文化を共通の

H寺間車111で比較する ことが可能になって言た。たとえば、

エジプトに目ぞむけてみると、クレオパトラが女王の座

についたのが紀元前51年であるから、大型掘立柱建物は

まさにこの頃のものなのである。

他の事例 滋賀県守山市にあるこノ畦 ・横枕追跡は弥生

Jl#代のE如来集落である。発御の結果、ヒノキやスギを使

った井桁式の井戸 2~ (A、B)が発見された。そして、

井戸Aは紀元前97年、井戸Bは紀元前60年にそれぞれ伐

採した材であることが判iリlした。井戸内の:t.lli土や木枠内

の裳込め土からは、第IV様式後半の土総がti'，土している

としづ。弥生時代中野1後半の年代が約100年遡る可能性が

高くなった。 (光谷拓実/場。i注文化財七ンター)

誌を文町f年軒!/199i-! 5 



御所野遺跡で出土した
縄文時代中期の焼失竪穴住居群

なっている。竪穴住居は長軸12m以上の大型、一辺3-6 

mの小型、一辺3m以下の小型に分かれ、 IIー旧期の段

階て¥大型住居 1棟、中型住居 3-4棟、小型住居 1-4 

棟がセットになっていた。ただし、一つの大型住居を核

昨年、岩手県一戸町の御所野遺跡、て、保存状況の良好 とする住居群は必ずしもすぺてが共存したわけでなく、

な縄文時代中期の焼失竪穴住居祉が8棟i出土した。竪穴 中 ・小型の建替えは大型よりも頻繁だったろう 。これに

の上部構造を復原しうる縄文時代の焼失住居祉はきわめ ついても、昨夏の御所野西区における発掘 (1700m')が

てまれであり、筆者らが実測 した住居担J:DE24住を中心に 良好なデータを提供した。発掘された20棟の竪穴住居は

出土状況を報告し、あわせてその復原案を示してみたL、。 II期以降、少なくとも 4段階の変濯をとげており、出土

環状集落の構造 御所野遺跡は今から4500年ほど前に誕 土器が同H寺~\l-Jで、なおかつ焼失状況の近似する v~明(約

生し、 500-600年存続した純文時代中期後半の大規模な 4000年前)の 5棟の建物が同時存在した可能性はきわめ

集落遺跡である。集落は標高200mほどの制長い台地 て高L、。 5棟のうちDF22住がやや小振りの大型、DE18住

(65000耐)J二に営まれている。台地から一段低い西側段 とDE24住が中型、 DH28住とDG26-01住が小型に相当す

丘面にある a馬場平追跡との関係は緊密で、御所野と馬場 る。都品比呂志の用語を{昔用するならば、 l棟の竪穴は

平は一体化した居住領域として、 1 (円前上府 c式)-v r消費単位」、住居群全体は「世帯持た同体」と対応する可

(大木9式)期の変避をとげた。集落はlIlJ則(大木8b式) 能性があるだろう。

から大きく変化し、 墓域中心の環状集落が成立する。二 焼失住居の出土状況 V期に共存した 5棟の住居祉のう

つの環状手11石が東西にならぶ墓域は、台地中央部北側の ち、ここでは中型のDE24住t大型のDF22住をとりあげ

低い平坦而に位置する。この広場=墓域を中心に、集落 る。なお、炭化材はいずれもクリである。

内の建物は環状もしくは扇状に配列する。環状ヲ11石およ DF22住:南北8.2X東西6.8mの南北に長い椅円形平

び墓抜群の外周域で、柱穴が80個検出され、少な〈とも 商で、南壁がやや直線的になる。竪穴の深さは60-70cm。

3棟の掘立柱建物が確認された。 これらの掘立柱建物は、 南壁に近い住置に石囲炉があり、石回炉と南壁のあいだ

いずれも桁行2間×梁間 1聞である。この掘立柱建物群 の床面を一段低〈掘りこんで、両側に石を埋め こむ。竪

の外側には、竪穴住居が3地区にわかれて数百棟分布する。 穴の浬土のうち、賞褐色土を含む褐色土が壁際から大量

住居群のパターン 馬場平では41棟の竪穴住居がまとま に流れ込んで‘おり、周堤と屋根土がそのまま崩壊したも

って発掘され、住居群の構成ノfターンがほぼあきらかに

御所野遺跡OF22住土層断面図 1 : 125 

御所野遺跡函区の遺側全体図(現地説明会資料1996をリライト) 1: 750 OE24住遭備平面図 l・100 御所野遺跡OE24住
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御所野遺跡DE24i.主 南北方向復原断面図 1 : 90 

御所野遺跡DE24i主復原パース

のと考えられる。と ころが、石囲炉の周辺ては、屋根の 土鰻頭形の竪穴住居 建築桃造について挺理 しておく 。

茸き土 と推定される土府が筏1.5mlte.'円形に途切れて ①問堤 と堰板:RfJ堤そのものはみつかっていないが、

いる。天窓の痕跡とみてよかろう。主柱穴は 7ヶ所で雌 竪穴さH土にその崩媛土bしい土層が確認されている。か

認されており、入口は石囲炉にちかい南壁fJliJと推定され、 りに!長i堤が存在しないならば、竪穴壁際の外周域て垂木

墓域=広場を指向している。炭化材は竪穴のほぼ全域か の符i込み1J{J?1r.が検出されるはずであり 、それが確認され

ら出土しているが、なかでも壁の深い南壁から西壁の壁 ないということは、周堤が存在した傍証となる。DF22住

際にかけて、!享さ 3-5 cmの板状の害IJ料カ ;ïi~:立したまま においては、壁際に板状のj!fI刷ーが直立した状態で確認さ

連続し、縦に打ち こんだ杭も内側にややJmれた状態て政 れ、 DE24住でも同様の状況が確認されている。さらに壁

っていた。 これらの壁板と(J!IJ1)'!:の境に、棒状の横材 をと 際には、杭状の材や竪穴の壁際にならぶ横材も確認され

どめる部分があり、これは堰板・杭をとめる繋ぎ材か、 ている。杭状の材て横材そつなぎ‘、竪穴側壁の堰板とな

!司堤につきさした垂木を承りる軒桁のどちらかであろう 。 る板状の告IJ材が内側に倒れるのを防L、だのだろう 。

一方、竪穴中央の床上ーには、炭化した小枝の破片が而状 ②if.lh組と小屋組 :大型 ・中型住居においては、柱は惰

にひろがる。このもやもやとした炭化物府は、 屋根のlr 円形平而に対応し多角形配列をとる。位穴の頂部を横架

き土l習と垂木状の棒材のIHJにくいこんでおり、土屋根の 材で繋ぎ、垂木もしくはサス状の材を求心的に配列して

下地と推定される。このほか梁・桁と推定される太めの いる。柱上を通る材は霊木よりも大〈、隅木的な機能を

材が柱穴を結ぶ位置にみとめられる。 果たしたものと忠われる。陳木の有無は不明。

DE24住 :斜雨下にある束壁は削平され伐存しな L、。平 ③耳き土 と屋根下地:クリの枝を厚〈敷L、て土屋根の

商は円形に近く、南北が4.4m、東西U:.残存苦11て'"3.8mの 下地としている。この場合、垂木のピッチは草葺きと変

小さめの中型住居である。雨壁ーよりに石岡炉があり、や わらず密にはならない。

はり炉から南壁にかけて幅60-70clI1の捌込みをともなう 。 ④天窓 :DF22住の石困炉上而において、天窓の痕跡が

広場の方位と一致する南壁fJliJに入口ぞ設けたのであろう 。 ニヒ層中に確認されたのは画期的な ことである。DE24住の

竪穴は浅く、最もi菜い西側でも30cmあまり。屋根の:(1'き 焼けかたも、天窓の存在を暗示する。そもそも土耳.き住

土と推定される埋土の第3用(最下府) li、黒褐色土に 居の場合、屋内の密封性が著しく、煙出じ府の天窓を設

白色粘土 ・褐色土が浪人した硬い土て¥その下から多量 けないしそのなかで生活することは不可能であろう。

の炭化材がtl-'，土した。1:1'き土の厚さは場所によって異な ⑤石囲炉 と入口:石l副炉は広場のほう に偏向し、 壁と

るが、中央官11でlO-15cmほどである。炭化材は南一回の 炉の問を一段低〈掘り こむ。この掘込み部分は床面の湿

壁際でよく残る。中央音11で炭化料が少ないのは、天窓の 気抜きを兼ねた調理場・作業場だったのではないだろう

存在により、火力行l'央に集中した可能性があり、耳き土 か。この炉端の掘込部分に接して入口を設ける。

の上而て確認された焼土j習も 中央部分が~，l l 、よく焼けて 以上の考察をもとに、DE24住の復原案を考えてみた。

崩落した結果とみなせよう。炭化材のなかで注目される 柱や問堤の市さは不明だが、梁を人間の頭にふれない程

のは、直立して残存していた 4本の柱材(笹15cm)であ 度の高きでおさめ、土葺き に適当な屋根勾配を想定する

る。このほか2ヶ所で主柱穴が確認されており、住配置 ことによ って、 おおよそのスケーノレを把握する ことが可

は6角形を?なす。竪穴の中心にむかつて倒れた垂木もし 能だろう。入口と天窓の詳制は不明だが、樺太ニブヒの

くはサス状の材、あるいは梁 ・桁状の材む確認できる。 土主主き竪穴1:1二!苦の笹子天窓や扉を参考に図示 してみた。

(浅川滋男・西山和宏/平J戚'i:_~跡制限利査部1)
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黍田15号墳出土双龍環頭大万

兵庫県揖保郡揖保川町の黍回古墳群は、山陽本線竜野

駅の南西約1.3kmの丘陵上に立地する。揖保川町教育委員

会が平成7年3月に実胞した15号墳の発掘調査で会長約

6mの片付l式横穴式石室から、双龍環頭大刀 ・金環 ・ガ

ラス玉 ・鉄鍛 ・刀子 ・須忠告if・土師器、 羨道部から須恵

器が出土した。同年9月に、保存法の検討のため奈文研

にこの双龍環頭大万が持ち込まれ、材質分析・X線観察・

実ifiil・写真撮i揺をおこなった(口絵参照)。

環頭大刀は、玄門付近で、切先を奥壁に向け倣哀を上

にした状態で出土した。柄頭部分は折れ、鞘の先端は欠

損していた。柄頭は長さ13.5cm、環の長笹10.7cm。銅の

鋳造製品で、環と環内の龍は別々に鋳造されている。龍

の下部に栴を作りだし、環体下部の凹部にはめて鎖付け

したらしい。龍は 2匹が向き合い 1つの玉を噛む。頭 ・

背の冠毛 ・角を 3本の突起て表現し、自の部分には小孔

をあける。顎ひげは口の下の突起で表現する。環の文様

は、本米龍の全身を表現したものだが、本例ではまった

く.Jiilれており、わずかに足を表現した痕跡がみられるに

すぎない。環 ・龍 ともに全体を刻目で装飾する。環と龍

を結令後鍍金 (Au5Hgに同定)するが、茎 (Cu:99.6 

%. Ag:O.1%. Fe:O.1%)には鍍金していない。茎が

あたる部分を彫り〈ばめた合わせの柄木で茎営はさみ、

目釘て留める。鉄刀の茎とは直接結合しなL、。柄木の上

部は舌状に環の下部に被さる。柄木上端に銀板 (Ag:97 

%. Au:O.5%. Pb:O.3%. Cu:2%. Fe:O.5%)を被せ、

さらに背 ・刃fJ!l1をU字状に切り込んだ金銅製賞金具をは

めて、柄木が直接みえないようにする。賃金具は4本の

沈線で文様帯を区画し、 1つおきに刻み目を施す。出土

H寺の記録によれば、やや下に同様の装飾をも っ託金具が

ある。おそらく両賞金具の問に、筒金具を装着し、立金

具で留めていたのであろうと考えられた。柄聞には紙を

模した刻み目のある薄L、銀線(銀板や銀線はほぼ閉じ組

成を示す。銀黒色に見えるのはAgClが形成しているため

である)が巻かれる。柄元には長径4.1cmの銀製八角形JI食

出錦が装着-される。鍋が一体に作られ、その端部を鉄刀

の闘で止めて固定する。柄木は鍋まで押入されているら

しい。鞘は 1対の鞘木を合わせて作り、全体を装飾用の

8 Z詩文研年報/l99i-I

金具がおおう。糊口には銀製間金具をはめ、両端を金銅

製賞金具で留める。筒金具ーは背側のみを断商台形状に而

取りする。表而には打出しで植物文を施す。刃側の立金

具からさらに19.3cmのと ころにもう lつ賃金具がある。

この間に保裂から金銅板を巻き、{凧表にはその上にさら

に円形浮文と列点文を施した金銅製伏板を鋲留する。金

具の{鳳裏側はほとんE破損し、装飾の有無は不明。ここ

から鞘尻までは欠損する。鞘の立金具は柄のものと同様

で、沈線と刻目を施す。ただし、本例の鞘尻側の2つの

賞金具は、本来円形の吊手金具を鍬付けした足金物であ

った可能性が高い。また、鞘の金銅製金具I.:l:、鍍金の色

が柄よりかなり白っぽく、銀を出合し色調を変えたらし

い。鉄万本体lま平陳平造りで浅い両閑を持ち、茎尻は栗

尻で付近に目釘孔が 1ヶ所あく 。茎長13.7cm、身幅

3.3cm。

本例と共通する刀装具が良〈追存している京都府湯舟

坂2号墳/1'，土品と本例を比較すると、環の長径はほぼ同

じで、円形j字文金具は本例の方が長L、。湯舟坂2号墳例

は全長約120cm程度と推定されている。本例も大差ない寸

法が考えられ、原頭大刀の中では大型の部類にはいる。

新納泉の装飾付大刀編年を参考にすると、環頭や他の万

装具の特徴は上記した湯舟坂 2号墳や千葉県金鈴塚古墳

石室D区出土例との共通点が多〈、新納の双龍環頭川式

に比定でき る。ただし、双龍環頭凹王にては龍の冠毛 ・角

を4本の突起で表現するのが一般的て、本例の 3本の突

起によ る表現は後山的な要素であるので、その中でもIV

式に近いH寺JtrJになる可能性がある。双龍環頭III式の年代

は須恵器問辺編年のTK209式併行期に含まれる。実年代

については、研究者により相違があるが、おおまかには

6世紀末を前後する時期となる。群集墳のうち、比較的

大きな墓に儀杖大刀を副葬する傾向があり、中小豪族が

倭の朝廷に服属する一つの証拠である。

今回、顕微鏡観察 ・X線透過 ・材質調査等を加え、環

頭大刀を車!日吉1Iまで観察て‘きたのは重要な成果てあった。

従来、 この種の装飾付大刀は内部観察が困難なため、細

部の造りが不明なものが多い。そのため、装飾付大万の

系統差や、刀身と刀装の変化の対応、について、なお検討

すべき点が残されている。本例のような観察例が!I'fI加す

ることが期待される。 (肥塚隆保/!jl蔵文化財七ンタ一、

臼杵勲 ・町田 章/平械宮跡発撤:1!s笠剖i)



川原寺出土の渦文埼

1957年におこなわれた川原寺の第 1次調査において、

来四郎南端東側の包合l脅から出土した紘利l水i皮文理は、

わが国におけるJMfl[1技術の1m始をつげる資料のひとつt

して知られている。この|埼-の制査で出土した、 もう 1J-i 

の文様j~~ につ い て報告する 。

渦文iIの観察 I答に対面する束回廊の南から 5問自の悲

ffJ.付近から出土 したものである。10.5cm x 6. 5cm程の破片

で、各辺の全長を知るこ tはで.きないが、 2 :i221立直}tlに

交わりブ'j-f専とみてよい。l平さは縁辺で1.1cm、中央に向か

つて次第に厚l床を増す。!f!倣創立はぽ垂直になり、断而が

梯形をなすものではない。JI台土は乳白色を呈 し、キ;'1良。

やや軟質の焼き上がりである。ヨドヨIt繰flhが施されていた

ものと考えられるが、最IJ落が著しく確認ができない。表

前のj向文は、幅2mm、深さ 1mm前後、断而U字状の沈線

で4粂の同心円狐を摘し泌商は図の左右方向に軽いケ

ズリを加え、側縁に沿って狭い面取りをおこなう。釘穴

等の穿孔、五l陪1・・選舎は認められない。

川原寺の緑軸i尊 川原寺で使用されていた緑軍Ihf専には、

大きく 二者がある。ひとつは冒頭に述べたもので、以~

1.5cm、表面に半肉彫りて.水i!主文を表す。類例は1973年の

京大門の剖査においても 出土している。京地は砂粒を合

む粧i倣なもので、表而から側而にかけて施手Ihをおこない、

誕而には製作時の布圧痕を残す。

他方は、 1974年の川原寺袋山遺跡、の調査で、火中した

塑像 ・ :t~f.仏等 t tもに、大小30点近くがまとまって出土

したもので、大きさのわかるものは縦15.5cm、機25.0cm、

!平さ1.2cmをはヵι。京地はきわめて精良で白色を呈 し、

繊細な沈線で静かな水波文を表現したものし太いへラ

拙沈線てill.¥文と波の泡立つt景子を表現したものがある。

泌而に布圧痕はなく、京市で軽いケズリをiJllJ縁の方向に

平行に力11えている。施軍111は、而j者と同様表而および{Y.IJ而

におこない、裏而に及ぶものもある。素地の表而にえ("

り込みそ設け、施手Ih.焼成後、その窪みの中にj奈l喰を塗

り込めた筒所カfいくつかみられる。また、縁辺に釘穴ぞ

むつものがある。

これらの裏而には「八J(川jdi寺)r第十一口三Jr八大」

rl:ll J ()IIJ東寺裳1.lJ) といった家IJ型:・望書がみえ、堂内の

壁面もしくは須弥坦を荘厳した際の番付と考えられてい

る。同一位|体に、表IJ普:t占込書でそれぞれ奥なる内容を記

したものもあるため、こうした記紋には製作時 ・使用H寺

なE複数の文脈のあったことがうヵ、がわれる(奈良国立

博物館 『飛鳥の:t~f.仏と塑像J 1976年、 8頁 図版17)。

まとめ これまで寺域内からは、半肉彫りの水波文J専の

i出土 しか知られて いなかった。今回報告したif，.¥文埠は、

1I台土 ・形状 ・製作技術などの特徴から、 川g長寺表山遺跡

出土の緑手Ihi品文J専と同ーのものである。進山遺跡に埋納

された:ill物が、本来いずれの堂併に属するものであった

のかを~1f~定する手がかりとなろう 。

(次山 淳/飛九資料館)

川原寺出土潟文ltlj

(実測図1・2、写真1:1) 
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石神遺跡SE800
出土土器の再検討

石神遺跡では、斉Il)cj朝と目されるその最も艶備された

段附 (A-3 期)には正般にあたる庇付の東西棟~物を長

大な~物で囲んだ南北に長い長方形区ii1Ilが 2 つ並んでい

争。表題の井戸SE800は束の区画の南辺中央にあってA

J~jの初めから存在し、 BJ切には廃絶しており、 A則の建

物等と命運を t.bにする遺構であり、その出土土総は追

跡の始まりと変遷、性絡の究明にとって重要である。

井戸SE800出土の土器については、 r藤原概報 15J上

で飛鳥山に位置づけ られるものがある ことを報告してい

るが、提示した土器にはより古い段階の土総が含まれ、

すべてが飛鳥UIの標識になるわけでないことは自明のこ

とであった。 しかし、 主に年代の指標となっている杯類

が少ないにも関わらず、一部で飛鳥111の基準資料にあげ

たこ tもあって、無用な浪乱を生じる恐れがあった。ま

た、飛鳥藤原宮跡発掘調査部では、近年新たに追加され

た川原寺下府、盟inl寺下町、 山田寺下層、飛.fM也遺跡、

甘樫丘束箆など、おもに飛鳥 I-IIの土器群について当

該年度のF藤原概報』誌上に概要を報告するととむに、「飛

鳥地域土器編年基準資料」の公刊にむけて飛.r.~ 1 -V全

体の再検討を進めつつあるが、その一環として飛鳥IIIま

での土器が含まれる弁戸の「一括造物」の検討は必要な

作業て‘もある。

遺構と層序 井戸は杉の巨木を半裁して厚さ18cmにくり

抜き杏仁形に合わせたヲl'戸枠をもち、周囲には玉石を方

形に敷き詰め、その外側には、北を除〈三方に側石守立

てて、東西5.3m、南北6.7m、i奈さ約 1mの方形石組池

状をなす。井戸枠は東西内法1.2-1.37m、尚北内法

0.67-0.8mで底から15-35cmの高さに40cm程の円窓を

あけて1151.水口 tする。井戸の底は石敷而からのi奈さ3.8m

にあり、深さと狭さから井戸i変えは不可能であったとみ

られる。 井戸のj暗序は 4府に大別される。石敷から1.6m

までの灰褐色粘質土(11M)は埋立の最終段階あるいは

その後に掘られた石!放を破威する土坑に|剥り、2.4mまで

のパラスl苦(2層)は人頭大の石が詰まった短期11¥1の埋

立土で、 その下3mまでの砂府 (3府) も人頭大の石が

多iitに混じる埋立土である。これに対して3.7mまでの4
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府には有機物が多量に含まれ、上 ・下端が枠に聞けられ

た1151.水口のおきに一致していることからも使用時の続税

土とみられる。土器は 2I討の下半、 3層、 4府上半に多

〈、約200~肉体の土師器・須忠告号があるが、土師是非製、須

恵ー時平瓢 ・蛮類の出土量の多きが目立ち、杯類は全体の

数%程度と少量で、 しかも土師総杯C.杯G・杯Hであ

り須忠告寺中不類は全体で数点しかなL、。

土器の年代観と系統 図は土師器杯Ct.須恵器平瓶ぞ1M

位別に示したもので、上府ほど土問i器杯Cの口径に対す

る時73の:日IJ合(径市指数)が小さくなり、平瓶では{本部

の丸みが取れて日が張る傾向にあり、上層11t.新しい傾

向にあるこ tは明白である。また平瓶には体部にカキ目

を施すものとナデ調整のものがあるが、器形変化の方向

はj産地主?興にする tみられる両者に共通しており、 この

井戸の府序は安定したものとみなすことができる。

そ こ で各市の土師器杯C~従来の編年基準に照らす と

11Mの土師器杯CIIは径向指数25-27前後で飛鳥IVに位

世づけられ、 2I百は口径15.5cm、おき4.6cm、径高指数30

前後で飛.r.~ I日 、 3 府は径~'，'j指数31-32で杯C 1 (5)の底

部をへラケズリしない点でも坂悶寺SG100を基準とす

る飛鳥IIに近い内容である。そして 4層は、杯CII (6) 

が口径13.8cm、了おき4.6cm、径向指数33て¥底部を 3分古IJ

で削るが、飛鳥IIの坂田寺SG100には底部を削る杯CII

はみられないこと、杯C1 (7)が丸底で器市が高〈、底

部外而を 5 分割lて" I~IJ り、内而には太いH音文を 2 段に施す

が、二段H昔文の杯C1は

飛品Iの新しい段階であ

る山田寺下府資料にも残

るこ tから飛鳥 Iに属す

ると考rえられる。すなわ

ち、井戸SE800は飛鳥I

に始まり、飛鳥UIで廃絶

し、飛nIVに壊されてい

るのである。

II ~四 ， Jm

ところで、廃絶時を示

す2府の 3は法fJ:の上で

は飛.r.~ 1IJ に服すが通常の

杯Cとは)J台土色調を輿に

するうえに、底部を 5分 u 終ミミ点機

1嗣

2111 

3111 

;切でケズリ、時文はナデ 井戸SE800土層模式図 1: 50 
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SE800出土土器 1: 4 (!，Ii~1勾 1.t 11'.I : 1r! fり

制3繋経に近いブ方J法てで''!ì胞包し fた'~ Jj茨奥で宅~1質fの杯C てで‘ああり札、 7飛|除E、t!ι!
飛.!ω辺:~ [(山[(の悲準資料とするに lは立問題カがfある 。

また、 4 ~日 の 6 ・ 7 は内而の暗文が太い.'Aa:が特徴で、

類例は飛，U地域では、盟iill宮推定地 ・111凹寺下}(1から，'1'，

土しているが、大阪府藤井寺市周辺の追跡からは同じ太

い時文を施した正月杯など月IJ器種と共に多数/1'，土している。

S E800からは杯類の少なさもあって4)荷に紛れ、時文の

杯Cはないが、 3府に日後16.6cm、市さ6.3cm、径向指数

38で外l侃を5分;tiIJケズ.リの後へラミガキし、1*1而に紛Il、

一段放射H苛文を密に胞した飛鳥 Iの杯C1があり、両者

l立大L、昭文の杯Cが丸底なるが故に総正:jカ吋:i<径向指数

が幾分大きくなるものの概ね一致する。 このこと は太い

|市文をも っ6・7は飛ι地域で通有の杯Cではなく製作
者 (j也)を ~N にする月IJ系統の杯Cであるとみられると Jた

に、このl昨JtJjの土r.iIIおにはそうした系統の述いを越えた

税絡性があることを示 しており、土器の年代観はその'1'

にみることができる。

飛鳥Iの杯Cに飛鳥地域にj昌平Tの一幹とは災.なる群別

があることについては、すでに."・樫丘京飽の焼け土府出

土土器の特徴と して報f与されているが、それらは内而の

11ft".文が太いものの口紘部の形状などで6・?と ら違った

一群であり、その単位はかなり小さな もの と惟定できる。

今回除外した杯Gについても口縁部の形 UJ台土の述いに

よる細分が可能であって、 こ の時JtJJの杯類はf'~1性的で多

様である。 そもそも製作技法のljI1なる杯C、杯G、杯H

自体が互いにほぼ似通っ た法i止とr.fJf~ をも っ た祁類であ

り、追跡や追椛の違いによ って五いの構成比が異なる こ

とも報告されており 、土師協の煮沸共にみられる手法の

-+11 ;主による 「型」と杯~Jiの系統 ・群別を |見I~づけて把握

することによって追跡の性絡をナ悦定する手がかりとなり

そう・である 。 須恵器n~:ï;友共等のJ嘩地の検討とともに、後

品I:.jをJtJjしたい。 (西口寄生/J1H~(証，，;(山・跡発J払;!j'1t笥l)
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題瓦箔同土寸烏飛

飛鳥寺と新堂廃寺の同箔垂木先瓦 飛お寺の霊木先瓦は

4種類ある。 r飛鳥寺発掘調査報告J (奈文研学報第 5'Ifi]-

1958年)では、これらを「掛の反りの大き い;結構九掛と

六郷のものと、山田寺式軒並L瓦の内直営採ったもの」お

よび「軒丸瓦III型式の内区のみを用いて」垂木先瓦とし

たもの、と報告した。本文中に型式番号は記載されてい

ないが、「第3表J (34頁)には、「極I、 1111、 11JVJの

記i肢がある。今回、記述の便宜を計るため、 I型式;京

弁九弁、 II型式:素弁六弁、 日I型式:軒並L瓦凹型式の内

区を利用したもの、 IV型式:弁央に凸線をもっ八弁、と

型式設定する。うち、索弁jし弁 I型式(医11中央)の同

箔品が大阪府首田林市新堂J~f寺でみつかった。

新堂廃寺は、石川左岸の丘陵裾に位置する飛鳥時代創

建の寺院跡である。1959ip1:翌年の発掘調査により、焼

t金堂が南北に並び、 金堂の北と西にも基壇建物を配置

する伽肢が確認された。藤博一夫氏は一階三金堂の伽際

とみる。また、藤津氏が推定した寺号 ・烏合寺l立、百i斉

の者1¥扶余扶蘇山上にあった寺院名を踏襲したもの(浅野

清 ・坪井市足 ・藤淳一夫 『河内新堂 ・烏合寺跡の調査』

大阪府文化財調査報告書第12]院大阪府教委 1961年)。

この調査では 3種の垂木先瓦が出土 したが、問題の垂

木先瓦はこの中にはなく、 1995年に実施された推定寺峡

北側の調査で出土 した。概要報告書に r1 C01素弁蓮華

文」 とされ1たニ霊木先瓦カがfそれ (偲医図l日1左)入。 これt同箔てで‘、

釘孔カが:1貰'ti通盈せず裏而に丸瓦?按合痕跡を残す 「勺1AO但1索

弁 (ω9弁)誕害撃告文軒

堂J?廃t苑E寺発掘調査査.概要』大阪府教委 1叩99叩6年)0 。
飛鳥寺霊ー木先瓦 I型式は、直後14.6cm、中房での厚さ

1.6cmあり、 fJllH荷と裳而をへラケズリ調整する。新堂廃寺

例は、直径14.5cm、厚さ1.8cm、調蛙も同じ。いくつかの

弁の歪みに加え、瓦当而全体に残る作箔時のノミ跡が全

〈一致するので両者は同箔。製作技法および胎土焼成に

も速いは認め難く、同一生産地から二寺への供給tみて

よい。石川中流機での飛鳥寺岡箔瓦は初出て¥この地域

ての寺院建立に、蘇我氏と飛鳥寺が関与していたことを

推測させる資料となろう 。(同箔認定にあたり、大阪府教

委の弁西武子氏 ・広瀬雅信氏の協力i"待た。)

飛鳥寺禅院の軒E 白娩4if-(653)入唐、玄』英三蔵に禅

定を学んだ僧道昭。帰国後、彼は飛為寺の東南の隅に禅

院を建てて住み、また天下を周遊して各種の土木工事を

なした。文武4年 (700)、紛72歳にして縄床に端座しつ

つ入寂したのもその禅院。 (r続日本紀』文武 4年3月10

日粂)。榔院は平城京選者1¥に伴い、飛鳥寺とは別に和銅4

"1三 (711)右京四条一坊に移り(薬師寺 r仏足石記J)、後

に榔院寺tも称される。道H自が将来した多数の禅院寺所

蔵経論は、「書法十皆好、錯誤あらず」と有名だった。

道昭創建の和1¥院は永〈所在不明だったが、 1979年に飛

鳥寺衛門東南方の南商築地外で7世紀後半に造作された

摘立柱の塀や建物がみつかり、 111¥院の一事1¥ではないかと

推測された (fi篠原概報9・10J)。その後、 1992年に中心

図 l 向箔霊木先瓦(中央 :飛鳥寺、左右:新堂廃寺 1 : 3) 
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図E 飛鳥寺糊院の創建軒瓦 1 : 6 

的JI藍の東方で 7 世紀後半に主~てられた礎石建ち基壇建物

がみつかった。建物方位IJ.、中心伽慌ではなく東限坊f(ot.

揃う。西側に築地j堺があり、一院をなしている。出土し

た瓦も r.1'心的JI藍てはめったに出土しないもので¥単弁の

則型式と複弁のXVll• XVIII • XIX • XX型式に三重弧紋i肝平瓦が

組む(図 2)。丸瓦は竹状模竹丸瓦、平瓦はタテ細川lき府i

巻き作り。 この礎石建物も 寺地の東南附にある(飛鳥寺

1992-1次調査 「藤原概報23J)。

いずれの調査地が禅院か。糸口は意外な方而からもた

らされた。 1993年に奈良市教委がおこなった平城京右京

三粂ー坊十四坪西辺の調査(平城京第291次制査)で、 13

世紀後半に廃絶した井戸か ら 、飛.~~手r' X\~I型式1肝メし瓦と 三

重弧紋j~f平瓦、それに竹状椋骨丸瓦が出土 した(凶 3 )。

これらの瓦は平城京で出土したことがなかった。出土地

の右京三条一坊には寺の所在を確認できない。 しかし、

三粂大路を隔てた南IJ.右京四条-!Jj。 まさに、禅院寺の

地だ(原田窓二郎「平城京tl'，土の飛鳥寺軒並L瓦と「竹状

模骨痕」をもっ丸瓦J r奈良市立I!蔵文化財調査センタ一紀

要1994u995年)。飛鳥寺1992-1次調査地がネ!ji院のー草15

となれば、その移転先の近辺から榔院直11建瓦が出土する

のも脈に落ちる。

軒丸瓦XVll型式はこの他、奥山廃寺(1明日香村)、師寺跡

(奈良市)、高田廃寺 (桜井市) と械大路(根原市)に問

箔瓦がある。棋大路の同箔例は下ツ道との交差点から西

約300mの路而上に掘られた土坑から出土した。土坑の底

に葉つばを敷き、底に孔をあけた土附i総鍋を置しその

上に11t1げ物の側板をのせ、軒丸瓦(飛鳥寺XVII型式)の瓦

当官IPe紋様而を上にしてのせ、さらに石でこれbを同定

する。調査者の今尾文昭氏はこれを柿大路に対する地鋭

め祭式の造椛と認めている(今尾文Il[lr棋}Jj[市新説京繊

大路発掘調査報告書Jr奈良県遺跡調査概幸~ 1992年度』

図3 平械京右京三条一筋

十四坪出土軒瓦 1 :日

1993年。今尾文昭「新品左京の鎮祭と検z大路の地鎮め追構」

「考古学と信仰』同志社大学考古学シ リーズVI 1994年)。

当時これらの鎮祭には陰陽師が|民1辿していた。rR本省:

紀』持統6!.I:. (692) 2月11日粂にみえる陰陽博士沙1'''li法

政 ・道基は陰陽僧であろう。道Ilr!.自身も ，'1'，自 は土木技術

に長けた船述。宇治橋建設は 『統FI本紀』編纂者の一人

で同族の菅野真j立の仮託としても、各地て盤井や港湾 ・

橋梁工事などに関与したことは彼の克伝にみるとおり。

その技術の一つに陰陽道があったとすると、横大路の鎮

祭に よI~ t、られた軒丸瓦が禅院創建軒瓦の一つだった こと

ふ 仙然ではないように思える。

大和1以外で、ねji院推定地と同値関係をもつのが摂津の

梶原寺(大阪府高槻i'li)である。ここからはX¥引l型式が出

土 し、最近、梶原瓦窯でも出土 した。今、にわかには抑

院と梶原寺をつな寸赤い糸を指摘するこ tはできないが、

権原寺が山陽道に面して挫ち、東に山崎i率を控えた立地

である こと は、注意してよいだろう 。山崎津には天平3

4三(732)行基開基と伝える山崎院があったが、問辺から

は7'1止紀代の瓦も出土し、寺院としてはそれ以前からあ

ったようだ(山崎廃寺)。行基は道昭をflijiとし、 二人の密

接な関係は その業絞にもあき らか。 LLJ崎津 ・山崎院と行。

基との関係は遡って道IllJの|時に始まったもので、梶原寺

とflp.院との瓦の同箔関係もそれにちなむ、 とは想像にす

ぎるfごろうか。飛鳥寺東南附のflji院に関わる同箔閑イ系は、

少なくとも飛鳥寺がもっていたそれまでの、またそれ以

後tも全 <M¥自の広範囲にわたるものである。それは、

「天下の行業の徒、和尚に1jEひて禅を学びぬ」と ある莞f云

の一文を努携とさせる。神院が平城選者1¥にともない元興

寺から離れたことの!京閃はこのあたりにもj匝胎していた

のだろう 。 (花谷浩/汎r.1藤原信J?i).1ell仰，!jitli!i)
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査調の瓦軒箔同の世中

1995年から1997年にかけて中|止瓦の調査を集中的にお

こなった。本稿では現在までに判明した同箔jl汗瓦につい

ての概要を記す。なお、中世瓦の年代の納i分については、

IJt月(1180-1210)、IU例(1210-1260)、110明(1260-1300)、

IVJt)l0300-1333)、V1!IJ(1333-1380)、VI期(1380-1430)、

VIJJ切 (1430-1500) 、 VIII~明 (1500-1575) とする。

①東大寺再建耳(岡山県出土Eと東大寺Eの出較) 1期

中央の党字を囲んで「東大寺大仏殿」と記し、その外

に8弁の蓮華文を配する軒丸瓦はA-Iの9種を確認し

た。岡山県と奈良県で出土したのはA・B.E-Iで、

東大寺南大門のCや東大寺臓のDの2駈は岡山県ては現

在まで未発見である。しかし、 JJ台土や技法及びこれらと

組むi肝平瓦の技法からみて、この9砲がすべて岡山県万

富窯産 (広義の意味では吉井川添い)であることは、ま

ず間違いない。 1997年調査。

@鎌倉極楽寺と京都壬生寺 E期

鎌倉極楽寺の瓦を実見 した際に、)京航志 ・小林康幸の

両氏から側而蓮華文軒丸瓦が京都壬生寺山土例と同箔の

可能性が高いとの教示を受けた。その後、元興寺文化財

研究所で壬生寺出土例を実見する機会を得た。両者と も

同一箇所に箔傷があり、同箔は間違いない。胎土も酷似

する。この文様の軒丸瓦は京都石清水八幡宮からJ出土し

ていること等を考えると、京都j産の瓦が鎌倉へ連ばれた

ものと理解してよいだろう。 1997年調査。

③姫路円教寺・大和薬師寺・ 唐招握寺・法隆寺と

河内竜泉寺 田期

姫路円教寺の蓮懇唐草文軒平瓦については、 1992年に

薬師寺 ・法隆寺例と現物照合し、その成果を「三村山極

楽寺跡追跡群J (1993)で報告・したが、今回は河内竜泉寺

と薬師寺 ・法隆寺例との現物照合をおこなった。同ffiで

あり、製作技法も同一であるが、胎土はあきらかに異な

る。大手11の瓦工の河内ての出張製作を示す。竜泉寺例に

ついては 「商都・在地瓦工が共同て、焼造J r顎Jlli1"'J-(包み

込み?) J (桃iI崎祐輔 「鎌倉時代蓮華「占有工文軒平瓦の系~iι

と年代J r考古学雑渉 ー西野元先生退官記念論文集一』

1996年)という見解があるが、現物もみないで報告書の

図版だけをもとに過度の論を立てることカ九、かに恐いも

14 1詩文E青年者1/1997-1

のであるかを如実に示す。 1997年調査。

④河内須弥寺・調子窟寺と大和薬師寺 E期

交野野.市教脊委員会の其

年発掘の須弥寺の巴文軒軒.丸瓦 .蓮華恋文納-平瓦と薬師寺の

車F丸・軒平瓦を現物照合する機会を待た。両者は軒丸 ・

1肝・平セヅ 卜で同箔になることが判明した。製作技法は同

じだが、 !胎l治台土lはま災なる。 薬自阿附附ij市ji寺の巴文l粁肝丸瓦は玉縁音剖部11ま

て

山J期羽まて'遡る有力な根拠をを?得た。

⑤尾道浄土寺と大和大安寺(2種) N期

尾道浄土寺t大和大安寺で同箔の軒平瓦は花菱唐草文

軒平瓦と姿形唐草文軒平瓦の2騒がある。花菱唐草文軒-

平瓦は、浄土寺段階では外区が二霊園線となっていた箔

型が、大安寺段階ては外周を切り結め一重閤線となって

いる。両者は技法では差がないが、fI台土では、浄土寺例

が白色粒を多量に含みあきらかに異なる。この瓦は、話

!腎2年 (1327)の浄土寺本堂再挫当初]の瓦に間違いなく、

この時、大和の瓦工人が尾道に出張製作に来たこと は間

違いなし、。次に菱形唐草文粁平瓦も、浄土寺t大安寺で

同箔関係にある。箔の切り縮めなどの前後関係を明確に

示す資料はないが、浄土寺例の方が文様がシャープであ

るから、これもやはり浄土寺周と して使用され、後に大

安寺周として使用されたものであろう。 この五も、文様

構成・製作技法の点からみて、 IVJUJの瓦とみてよい。 1995

年に浄土寺にて現物!被令。

⑮河内宮町遺跡と大和大安寺・西大寺 V期

八尾市宮町追跡1:1'，土の 2磁の粁平瓦は大和大安寺 ・西

大寺出土例と同値である。 1種l立花菱唐草文軒平瓦で、

大安寺 ・宮町追跡例は同一場所で!照合。両者は同箔で、

JJ台土も閉じ。西大寺の瓦 (西大寺所蔵) とも同箔である。

他の l極は中心無飾り均整j吉ー草文軒平瓦で、大安寺で使

用された後、宮町追跡 ・西大寺段階で箔の両端を切り縮

め使用されている。宮町遺跡と凶大寺の出土例は、 JI台土

も同一である。 1996年調査。

⑦河内竜泉寺と大和唐招提寺・ 喜光寺 田期

河内竜泉寺山土の菊水r~i-草文科二平瓦は、大和唐招提寺

1:1'，土例と問箔であり、この箔 I;l:~，去に、両端を切り縮めて

喜光寺で使用されている。今回現物!照合したのは竜泉寺

と喜光寺例て、技法は同じだが、 JJti土は異なっている。

1997年大宇次子大学資料館にて調究。



中世の同箔軒瓦 1 : B 1 '.<1の① ~⑫I~l'文小見11・" Lの①ー⑫に)，1泌する

⑧紀伊根来寺と大和薬師寺田期 の瓦は薬r.ili寺西熔て多〈 出土しており、薬師寺西I答が兵

紀伊根来寺出土の蓮華民T-1存文軒平瓦は大和I~師寺町l土 火によって焼失する卒禄元年 (1528)以前である ことは

のものと同箔である。技法は問ーだが、rJ台土は微妙に興 確実である。1997年、交野市文化財事業団にて現物照合。

なっている。根来寺町J二の瓦は、大和の瓦と同箔tみて ⑫山械栢杜遺跡・醍醐寺五重塔と大和諸寺 各期

間違いないと忠われるものが他にもあるが、今回、この 山城梢杜追跡方形堂出土の 3型式の軒平瓦は、いずれ

瓦は実見て、きなかった。蓮華f古車文11司-平瓦は、1996年、 も大和と同値である。粁平Aは京大寺等と 同箔 (II期初

和歌山県立埋蔵文化財センタ一管理棟にて現物!照合。 頭)0 ]1[，司ZCは元興寺極楽坊等と同箔 (II期)。軒平Bは

⑨河内竜泉寺と大和薬師寺田期 法隆寺等と同氾(V期)。このうち同一場所で現物!照合で

宝珠*i皮脂草文軒平瓦は河内竜泉寺 と薬師寺とで同泊。 きたのは11汗平Bだけであるが、)j台土は両者酷似する。一

技法は同一だが、rJ台土は異なる。1997年現物J!日合。 方、醍醐寺五重塔の屋根にのっていた軒平瓦のうち、大

⑩摂津久安寺と大和薬師寺田期末・四期初頭 和と同箔関係にあるのは 6型式あり、そのうち現在醍醐

池田市久安寺楼門と大和薬師寺出土の宝珠唐草文軒平 寺に所蔵されている 5型式と大和の諸例とを現物!照合し

瓦は同箔である。箔傷があるが、傷ヵ、らは両者の前後|長J t;ニ。第 lは興福寺と同箔のもの(平安末)、第2は法務寺・

係は決め難い。 両者の)j台土はよ慢なる。薬師寺例では号nは 西大寺等と同箔のもの(旧矧)、第 3は法隆寺t同箔のも

りつけが明瞭であり、 YIII期初頭と考えてよ いが、久安寺 の (fV期)、第 4は法隆寺 と間箔のもの (V!J明)、第 5は

例は瓦当はりつけ(久安寺は完形品であり、ごく一昔11の 法隆寺と同箔のもの (VI期)であり、いずれも)j台土が類

割れの観察から)の可能性があり、 VII期末に遡るも ので 似する。山城伏見区醍醐における栢社方形堂と醍醐寺五

あろうか。 1997年、久安寺にて現物!照合。 重l苔の瓦が大和と同箔てい、かつJI台土が同一であるという

⑪河内大谷磨寺と大和薬師寺田期 ことは、中世の大和の瓦は、京都へは、瓦自体が運ばれ

交野市大谷廃寺出土の宝珠!若草文軒玉rll工1.;1:、薬師寺Jれ るのが一般的であった ニとを示すものであろ う。1994・

土例と同箔である。技法は同一だが、 )1台土は奥なる。こ 1996・1997年調査。(山崎信二/平域宮跡組問服部)
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山内資料の緑紬縛とその成分

はじめに 今回調査したのは、中国もしくは朝鮮半島で

作られたと推定される紋章Ih湾 5点 (228-232: r山内市

男考古資料8J参照)である。 これらの資料について糊

識と 11台土の分析および利l薬の鉛同位体比のiJllI定をおこな

ったので、 その概要について報告する。

調査の方法 5 !点の資料は実体顕微鏡下で観察をおこな

ったのち、縁軸については蛍光X線分析法による測定を

おこなった。まず利薬!日のJ平い部分を選んで、表而の白

っぽくなった風化府を取り 除いたのち蛍光X線分析法に

より定性分析をおこない、検出された各元紫を般化物に

置き換えた後、ファンダメンタノレパラメータ法により、

検出された酸化物(重抗%)の合計が100%になるように

基準化して定量計算した。定量分析にはK2、BCR126Aな

ど鉛珪殿塩ガラスを標準資料とした。また、風化して白

色と化した表而部分についてはX線回折法により生成物

質の同定もあわせておこなった。

11台土部分については、 11台土の一部を採取してメノウ礼

鉢を用いて200メッシュ以下lこ粉砕した後、X線回折粉末

法により測定をおこない、合有鉱物の同定をおこなった。

また、 一部の資料については示差熱分析などを用いて11台

土の焼成温度の推定もおこなった。

紘稿h(鉛病h薬)の鉛同位体比illll定はお問i皮加熱一鉛同

位体比法によった(斎藤務氏atll定)。

図l資料230:亀裂や未湾解の石英が観察された (X40l

16 1.寺文研年制[/1997・I

結果と考察各資料を観察した結果、いずれの粕薬部分

も風化がかなり進んでおり、表而の一部は白色を呈 し粉

状化したり用状和国Ib'Jf生じていた。 また、 228.229. 

230. 231の各資料にみられる緑*111表而はブロック状の亀

裂が発生したり(図 1)、多数の気泡が観察された(図

2 )。これらの屯裂は製作当時において徐冷操作が充分に

なされなかったり、冷却11寺において胎土とガラスの収縮

率が大きく災なったことなどが原因していると考えられ

た。しかし、軍111薬層にはまったく亀裂が生じてない資料

も存在していた (232)。この資料l.i緑色と貰褐色の軍Ih薬

が観察された。 また、緑色~III と白色軸が観察される 230資

料は、緑色柄11部分には亀裂が生じているが、白色手111部分

には屯裂は生じておらず、 ~III薬用に亀裂が発生す る原因

l.i上記原図以外にも ~dl~の1M のl早さにも一因がある 。

実体顕微鏡下の観察の結果、今回の資料は11台土の状態

から大きく 3つに分類された。まず、含有する鉱物や礁

が刻uかく淘汰が良好な230.232に対して、 228.229は3

-5 mm大におよぶ石英や長石などが混じっており、やや

粗雑な砂質土が使用され、かつ鉄分が多〈色調i心、わゆ

るレンヵー色を呈して い る 。 そして231 は こ の ~I' HH的なもの

で、基質部分は続11かく、これに数mmにおよぶ喋が混合し

ていた。以上の胎土とホb薬の観察の結果、 ~III薬にQJ.裂が

生じてないものや亀裂が少ないものは、 11台土も良質であ

る傾向を示した。

各資事|の緑色flll部分について蛍光X線分析をおこなっ

た結果(表 l参mo、いずれの資料からも主成分として珪
紫 (Si)および鉛 (Pb)をt食出したこtから、鉛カーラス

図E資料229:多数の気泡が残存する (X20l



(PbO-Si02系)が~III楽原料として使用されたことがあき

らかであ る。今回の資料はー酸化鉛の合有祉が、(J.ぱ

60-70%に達する高鉛合有の鉛~IIIで、従米から公表され

ている繰草111の組成と同じであった。 また、緑色の~III薬か

らは銅 (Cu)を検出しており、銅イオンによる着色がな

されている。貰褐色部分については定性分析のみである

が、その着色は鉄イオンにも tづくと判断された。上記

元素以外にナ トリ ウム (Na)，マグオ、シウム (Mg)，ア

ルミニウム (Al)，チタン (Ti)，カリウム (K)，カノレシ

ウム (Ca)，マンカ伊ン (Mn)などを検出したが、 Al203 : 

3%以下、 K20，CaO: 2%以下で、それ以外のNa20，

MgO， Ti02， MnOはいずれも 1%以下であり、これらの

成分に関しでも従米のデータ と同じ特徴を示 した。白色

村およひ'賀補色利l音11分はガ‘ラス!日が大変iW< (300μm以

下)、かつ内部まで風イじがすすんでいる可能性もあるた

め、 定性分析のみをナ実胞した結巣、 同様な鉛3ゲラスであ

ることもあきらかとなった。

白色に風化した緑~III表府は、 X線回折の結占!と PbSO.，

(AnglesiteJに同定されるスペク トノレが観測さ れた。

以上、続車111などにみられる鉛利lに|刻しては中凶、ii!J1鮮

半島のデータは少なく詳制はあきらかでないが、成分(I(j

には日本て出土するものと大差がなく、 主成分からこれ

らの地域性を判別する ことは困蹴である。今回は資料

228、230、232の各資本4の緑車111について鉛同位体比のiWI定

含実施した (表-2)。 その結果、 228と230資料は中国産

表 1 緑稲の蛍光×線分析

資料 Si02 PbO Fe20J CuO 

228 29.5 66.6 0.2 0.6 

229 24.4 73.4 0.3 0.5 

230 26.9 69.9 0.3 0.4 

231 24.4 69.9 0.8 0.5 

232 30.6 64.0 0.4 0.5 

(wt%) 

表E 緑紬の鉛同位体比測定の結果

伺7Pb/206Pb E田Pb/206Pb 206Pb/2日4Pb

0.9053 2.1990 17.191 

0.8988 2.1652 17.377 

0.7329 2.1411 21.909 

(凶立1M史民俗博物館 斎藤続H:訓IJA:.1997) 

鉛鉱石がJdl料に関係しているとi(主定されたが、232に|到し

ては従米の文献などにはみられないものであり、今後の

検討課題となった。

11台土のX線開折分析のがi巣、いずれの資料からも石英、

長石のピークが検出された。粘土鉱物が検出されていな

いことや長石が溶融していない こと、ムライトやクリス

トパラ イ ト、スピオ、ノレ鉱物など熱変成によ って生じ る鉱

物が検出し ない こ となどから考応、すると、 700.C以上

1000"C以下でIIfi土が焼!求されたことが推定される。 これ

は熱分析によって得られた結果とも一致し(図ー3)、

824.Cからの大きなl吸熱反応とそれに統<1000.C付近か

らの減祉1111綿から判断すると、資料230のJ専のIIti土は

800.C前後で焼!反されたことが般定された。 なお、 82fC

のl吸熱にあい、て1200.Cよりややir:jl 、温度で発熱が観iJIIJさ

れており、 二次鉱物の生成が附与する。

(肥嫁隆保 ・金子裕之/J世必文化財セ ンター)
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図3資料230の示差熱・加熱減量曲線

: 
図4資料230の偏光顕微鏡写真(左 一、 右:+) 

';J 

開園開

(肉眼的には非常にきめの細かい胎土である。偏光顕微鏡下では、微粒子
状の石突が多敏倣在しており、やや角ばった形状を呈している。 長石は

風化が進んでおりソーシユライト化している。)
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藤原宮出土「大賞j木簡補遺

1975年の6月から12月に実施された藤原宮第18次調査

は、藤原宮北面中門を対象とするもので、その発掘で宮

の外j豪SD145から551)点の木簡が出土した。この木簡に

ついては r藤原木簡概報2J (1975年)に略報告がなさ

れ、その後 r藤原宮木簡 1J (1978年)として正報告が刊

行された。 r藤原宮木簡 1Jには、 l点l画の墨付ーをのぞ

き、釈読できたすべてを木簡番号 8号から246号まで計

239点が掲載されている。それらの木簡の大きな特徴とし

て、 評からの荷札が多く 出土したことがあげられ、浄御

原令制下の地方制度や租税制度を考える上で重要な位置

を占めている。

ところが、発掘当初の記録には残っているものの、そ

の後、 木簡の所在が不明と なり、写真撮影もおこなわれ

ていなかったため、報告できなかったものが1点あった。

それが、じつは盗難にあったものであり、実物が存在

することが判明したのは1990年のことである(飛鳥資料

館 r飛鳥時代の埋蔵文化財に関する一考察J1991年)0.l主

難にあったのは軒瓦などが中心であったが、そのなかに

木片9点がふくまれていた。その大半はわずかな墨痕の

みでやl読できないが、 1点だけ当初Jの記録にあった木簡

があり、それは 『藤原宮木簡 1Jに192号として報告した

ものと接続し、完形となる。そ ζて、今回改めて全体の

写真を掲載し、報告することとした。

写真は右上に掲載した。釈文は次のようになる。

熊野評大賞塩塗近代百廿隻

243 x 20 x 3 (mm) 6033型式

『藤原宮木簡 1Jではこのうち下端の 「百廿隻」部分だ

けしか掲載できなかった。最初の文字は左半に傷がある

が、「熊」のくずしとみてよい。熊野評は後の丹・波国熊野

1mにあたる。そこから大賢として貢進された塩塗の近代

に付けられた荷札の木簡である。

これまでのと ころ、熊野評の木簡としては「jlE野評私

里」と記す藤原宮出土の木簡 (f藤原宮』奈良県史跡名勝

天然記念物調査報告25 1969年)について2例目となり 、

18 衆文研 11三割1/1997-1

同1tlSの世と しては平城宮出土のも

のに 1例あるが、これはr品目が判

読できていない。

本木簡の品目「近代」は魚の名

前で「このしろ」と読む。コノ シ

ロは 『日本書紀』や 『和名抄』に

「鮒」と記し、これまで木簡にはあ

まりみられなかったが、長屋王家

木簡iと二粂大路木簡にいくつかの

例がある。前者では 「西庖交易進

近志呂五百隻…J (r平城木簡概報

25J 1992王子)、後者では「名錐郷近

代|床賭J(f平城木簡概報31J1995 

年)などである。ちなみに前者の

「近志呂」は 『出雲国風土記』の表

記と閉じである。

コノシロを貢進した国は文献史

料ではわからず、今回の木簡によ

って丹波国し二条大路木簡によ

って志l筆国が判明するのみである。

次にコノシロの加工法として、

「塩塗J (しおねり)という語句が

ある。木簡で類例を探すと、長屋

王家木簡に「住吉郡交易進賛塩染

阿遅二百廿口…J (r平城木簡概報

21J 1989年)と あり、 ここ に「塩

染J (しおぞめ)の鯵 とみえる。「塩

塗Jr塩染」ともに、魚類の保存の

ために塩をまぶした上で貢進した

のであろう。

また、平城宮第258次調査で出土

した木簡にも r(表)泉追使諮塩・・彼充魚塗料五月十

七日粟前福足(装省略)J (r平城木簡概報32J1996i!三)と

あって、「魚塗料」と して塩を請求したものがあり、魚の

加工に塩を用いた例が知られる。なお丹波固に注目すれ

ば、 r延喜式』では諸国貢進御賛として、丹波国の品目の

中に「塩塗年魚」とあり、参考となる。

以上、評および世の関係木簡として 1例を追加すべき

ことを述べた。

(寺崎保広/飛鳥藤!日1直納;9el肘l.J:i宣告1>)



平城京東市周辺ほか出土の
漆紙文書

平城山跡発品~i制査書11J.k料調査室では、以{Jíj の~，\J:tr:で'1 1'，

土した漆紙文:!?を順次再調査しているが、今|叫、強JlIIの

終了した3次分の調査で出土した資料について幸lift?する。

第93次調査出土文書 平城京左京八粂三jJj(京市周辺見〈

北地域)そ調査した第93次調査 (1975年)において、九・

十坪の坪境小路市(J!I]椛S01155か らl点の漆紙文子i-カta'J'， 

土した。|白lじ械からは{也に、郷制下の付札を合む木!F.i合

計25点、「法所Jr上手j'J r紀伊Jr古!りなどと起さ れた214
平減宮第93)，欠調査出土漆紙文.ω

人1(lj盟主!:土日号、漆塗小薬輩、漆塗*=製也、漆!文

字i'i、漆控託iJTII断)午、後ih伝し;(1)、漆容器(ニl二附I時IIIL・料、

Ji:こtffi、
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ヒノキ製IUI物)、漆刷毛・箆などカr11'， -1.:.してお

り、付近に機器工JAが存在することを想定できる (r・li減

点左京八条三jJj発椴調子E概報J 1976年、 r平JJ1J.木簡概幸I~llJ 

~n忠総虫、

1977年)。

漆紙文-ell- は多くの断片に分離している。 これ らを1~令

するとllJ'iの断片にまとめるこ tができるが、 ItJrJ'j・-1'1171:
の位置|刻係は不明である。漆容器のi夜而の紋辺者flにあた

る円孤状の古fl分が伐っており、 これからn'(径を1(t定する

と、約15-18cm1:考えられる。11片の断片・の うち、品川:

は9片のオモテ而(i奈の付者していない而)に判読不IIf

能な文字をや7めて訂20字確認できる。 このうちまとまっ

りの.Qい音1I分で観察すると、宇の大ちさは約8mml到方て‘

ある。w紛い ffJlj惨などは認められな L、。紙??については
水て i~Ai らすなどの方法で観察を試みたが、 blM.点は確認で

たLULlj:の判読できるA.Bの 2片について釈文を別拙し

た。A断片についてみると字の大きさ はが'J].4cm凹)j、行

IIlJ は約1.9cmである。界線、印彩、;f4ki'f文;!?などは雌認で

きなかった。

第154次調査出土文書 内以来方~ ，~I.j1ì:した第 154次調査

この地区を南流する宮内の基幹排水路である

S02700から 1点の漆紙カr:1'，七した。これら未報告資料で

ある。同じj昨か らは漆喰川刷毛のほか、 1778点の木簡も

において、

きない。

第13ト31次調査出土文書 平域京左京二条二jJj十三Tfを

調査した第131-31次調査(1982年)において、造物包合

l刊から 1 点の漆;fl~文 -J!: が11'1土した。 調査の報告は奈良 11，1

立文化財研究所制 r・ド城京左京二粂二幼十三坪の発4~1!，附

( r ll~58平J成概相J 1984年、 r'riJJlX木簡概報fH1'1している1tJ (1984年)において|日lー坪内の他の調:Fi!とあわせてお

17J 1984'f-)。こなっているが、本文J!:については未4qlift;であるので、

この文21iーも淡のパレッ卜にJ1 J L、たクロメ漆1-J'，{fの土r.iIiここ に収載する。

慌の料を誼っているが、完イがせず、木-*のn'(径は不明で7¥丈文:!?は淡のパ レッ卜 に用いたと忠われる il'(筏12，6cm

ある。伐存古1I分は約9cmJl4)jのi祈J'j・となっている。ii!占痕を祖っ(平城宮.:1'.出IV)のク ロメ燦1.]'::{fの土日ili協の椀A

は目白:JZできなかった。ている。紙J'lf本の造作状況はきわめて恐い。!Wiilまオモ

(吉尾谷知浩/ ・l鴻'::';~1êぬi調査部)
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古代建築における
三手先組物について

はじめに 彩国社flJr~築大辞典』 の 「三手先」の項を

みると、 r(iiIj略)壁而から前方へ斗組が3段に出ている

もの。比較的絡式の高い堂応に用いられる。(後略)J !: 

あり、薬師寺東地:Uli招提寺金堂L忠われる挫物のfJllJ柱

から外の部分の組物の図が掲載されている。ほかの辞許

や建築術諸島平説担:等をみても、 lまぼこれと同じ内容で大

差ない。一般的に組物は、側柱から外側の昔11分の形態的

特徴として捉えられているようで、ある。建築は構造物で

あり、当然lli:!:を支える組物は構造材である。しかし、上

記のように桃造的な凡方からの説明がない。本析は三手

先を柿造(I(j主JL点から捉えようと試みたも のである。なお、

枯木等の /J'I現によ って桃造的意味あいが薄れる ~II世以降

のものは対象外とし、古代建築にしぼって考察する。

古代建築遺構の組物形式 現存する古代建築において組

物をもっ~物は56棟あり、その内訳は三手先15棟、 二手

先1棟、出組4棟、 三斗20棟、大斗肘木6棟、すIJ.JJ守木10

棟である。飛13・奈良11年代に限れば、 三手先10{}lI、二手

先O棟、出組2様、 三斗8棟、大斗肘木3棟、労i肘木 1

棟である。三手先の数に比べて二手先、11'，組が極端に少

ない。京大寺転守門は引状で出組となっているが、これ

は後世の改造によるもので、当初は三斗であるから、飛

鳥 ・奈良時代において三手先以外で手先の出るも のは、

東大寺法務立の出組わずか 1煉しかないことになる。

古代の伽礁が残る法隆寺西院で、各建物の組物をみる

と、金堂、五重I答、中I"Jが三手先、講堂、回廊、経j語、

鐘楼が三斗，である。二手先、 出組はみられない。

法隆寺金堂・中門 ・五重信の組物 側柱、入{J!IJ住上に組

まれた枠肘木の上に通肘木がわたされ、{J!iJ柱をこえて外

{J!IJに出される。入{J!iJ柱筋に束がたち、その上から先ほど

の通JIす木の先端にカ、けて斜材 (尾垂木)がわたされる。

この斜材の先に三斗が組まれ、桁、母届をうける。

薬師寺東塔の組物 議JJ.J.木のかわりに肘木、斗が組まれ

るだけで基本的には法隆寺と同じ原理である。

興福寺東盆堂の組物 室IIIT時代の建築であるが、桝造は

奈良時代の形式を踏襲していると考えられているので¥

ここでとりあげる。{JlIJ柱と入側柱の市きが同じであるこ
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とは、法隆寺、薬師寺と同じである。 {WJttから外の組物

形態は唐招提寺金堂と同じであるが、柱~~j ~ ぞ同じにし

たことにより、唐招提寺金立てみられる入側柱上の折点

はなく、安定した三角形を構成する。

唐招提寺金堂の組物 前三者とbI~なり、入側柱が{J!IJ柱よ

り正月L、。ここでは外側に出された通肘木のかわりに繋虹

梁を肘木形に作り出してのばしている。入側柱上の枠肘

木上に平三斗を組み、その上に束をたて、その上に尾垂

木をのせる。前の三者が通肘木、束、尾垂水で三角形を

形成していたのに対し、三角形は構成するものの入側部

分が三斗と束の二つの部分からなり、途中でおれやすい

榔造となっている。前の三者と災なり、 二手のと ころで

組物JUJを連結する通肘木が入っている。

平等院鳳凪堂の組物 これまでは入fJlリ柱のある雄物てあ

ったが、 この建物は身舎だけで、 J!'Eがつかず、入側柱が

ない。尾霊木は天井上の盤からわたされる。興稿寺東金

堂のJ応部分を取りのぞき、fJ!IJ技と入側柱を ドッキングし

たっくりになっている。

まとめ 以上、古代を代表する雄物の三手先組物につい

てのべた。結論として、三手先は、通肘木、束、尾垂木

で三角形(トラス)を構成し、 これによって深い軒をさ

さえる構造手法であると いえる。上記以外の三手先につ

いても考察した結果、掲d成した陸lのように三手先には四

タイプある ことがわかった。 このような三手先の構造を

みれば、 三手先は「壁而から前方へ斗組が3段に/1'1てい

るもの」と いう説明が的を得ていないものである こと は

あきらかである。

古代において、とくに飛九 ・奈良時代において、三手

先以外に手先を出す組物がきわめて少ないという こtは

住目すべき事実である。三手先の構造からいって、 中間

的な二手先や出組lま、基本的には存在せず、京大寺法務

堂の出組は例外的な ものであった可能性もある。

なお、今回の研究の成来については、平成7年度から

実施中の平減宮第一次大極殿基本設計に反映したいと考

えている。また、 同時に基本設計の中で、法隆寺金堂 ・

薬師寺東培:.w.招提寺金堂など三手先組物をも っ木格的
な~築の柿造についてコンピュータ解析を実施する予定

で、三手先組物の科学的な解lりlにも挑戦したい。

(村田健一/姥m物研究室)



古代主主築における長Il物の;りIJ令 うち JlH~ ・ 4モ，Q u年代 うち ‘|互交Hキ(¥;:

法隆寺イi'i:':止 JjoIH.'，¥ :'j:米金'ネ: /，li-m従寺金;j~: 平等院瓜瓜，;止

平日線三手うたの傾貫fi 1111))1':'. tlを瓦える共況で})~ . tt..瓦えるためにiム・0燃のニ l': b'ら側IH・ら外のf，.fj分1:11で).fI.れるー

{庇)

liニィ、 .r能で.1句側の~I;分 t- ir.- めにな怖によ勺てそのí'~抑lを!l! 1~'r 1.¥ 1:三下止のように ')hのてぷい軒i'Jc:ぇ
る形式において1;内側の明怖が申書主ポイントとなる.

主下先11.J!UH、・止・ I(，r.本で モf'a<トラス)，'1"成 L.よれによって深レ制のmを瓦える情i主fi.よで"
る./)がいI<I)WlllQl長の二 f;.l..l':'ニのトラスの11'句liによ今τ).;)(t・のl叫Iflltじ分加する二 とがで5る

(身書}

務務Z
{庇} {身書}

~ 

(庇) {島書}

窃務テ，
(揖書)

虹JI1

| I'Y川 H 身M作U札.ぺと庇1怜佐M川川カが叫叫州r叩恥b恥M川，1州l凶刈川守.2I I TY川 じ 身肋州合例l此I:b川カ I可I'E1) l1l:がなレむよ

2字

|]，YPE A JllIl1 山川l必 1I 
仲川本lの必月I本.JllIH t の ~:. 1己

..~ドで ミ 1句耳; 05ヒ附f且する iつのタ f

アの中で三1'，彩がII(tJ k ~~ . 

1恥作4本-h'的JにIはよ1、lド，ιAとυ1，，1じ 1仲F月別，.. 本..:~を J刈1 :合守 11 l U庇H性主の尚芯が3民EなるR形3式 T¥'I'EI!のJ);';-11:l庇1Ii'ひとつにし
2段にltIみ その I_，:三角形をつ( ~ TYI・EA. Hのように遇制~;. ~:. I( た形式

そのた時に ニ1'1形lニTYI'EAよ り小 ・F ~、で-A;+ な 三拘置王を つ{らず.怖心

~ (なる '. f U に油開， ~-を人れ. IJI fI'.JにUィ・'I，.e正でゐる.TYI'EBの~ ~

拘の慣の迎f，l，をI.:.t"..，ても・る. II. ..I~~' ~'-fl分r:i( L 1.:形式でJうる

奈文研if'鰍/19971 21 



高御座の考証と復原

平城宮跡発掘調査部では、平城宮第 l次大艇殿1/10復
たか み 〈ら

原模型内に設置するji;:j御座の1/10復原模型を製作した

(口絵参照)。古代の高御庄の構造意匠に|刻する資料はほ

とんどないので、復原設計にあたっては、現存高御座を

基本資料とせざるをえない。現存高御座にむとづきなが

ら、文献火料によって似阪できる点をあきらかにし、後

世のな匠を反映する点については、できる限り奈良時代

初頭に近いものに修正するという方針で設計を進めた。

文献史料からみた高御座 高御座は、治示元年 (1177)

の平安宮大極殿焼失以降、税棋を縮小 して紫炭殿 ・太政

官庁に設世されるようになった。 そのため、文献の制托

対象はそれ以前のものに限定した。史料はrl内衷式Jr内

裏儀式J r儀式J r延忍式Jr文安御即位制度図」および誕

松固有jir大内選図考証』、平胤禄 ri古御座助物』所引の院

政JtiJ古記鈷などを利mした。
院政JUJ r'i t.t J;~にみえる市街l座は、 J5iが上 ・ 中 ・ 下の 3

段あり、その上に柱を8本立てて帳をめぐ らし、八角形

の造をのせている。蓋には瓜風、鏡など多くの装飾品が

つく 。国の名称、は、下血が「埋」、中垣が r(御帳)土

居」、 J-.t5J.が狭義の「ZJj笹111主」である。告11帳土居とは帳台

の柱が立つ土台、狭義の~::j御庄は天皇が座る Jf1のことで

あろう。

表 1 装飾昂の復原

史 料 ァザイン

寸2去、文繍 員 主証 幸喜 考 備 考

占2 鳳胤 大l.i尺小)R 大 l小 8
百涜段山虫存J品1:
金鋼大ff炉

3量 大 1/く小4.t 
大 1 正倉院

大使1.1.光となし
小2・I(符I(O3) U光型

L<. U 8 (待問本F> 形態I立法隆キ献納 令JW.il:1t院絃
宝物広東綬幡11カ・rtなEをおM¥!

Ji制Itli IR )6(符liIi21:<) 法険T'Vlt全天誕の木製蚤飾り

~.;t {-1， :綿紅花絵 12 法隆寺献納:証物拡jlE1fliliを除き作
:11:内総 汀.錦4;?および I(lj 21:< 'l'f.li式

制i
1， : iJ(紫絞

2 
正ir院

iE1fl(lj 
'A:緋絵 双15述珠文赤総

ト1ft.敷物 赤j血，~fjfl~

ti -ンliE.E同sl1Iア4吋Mり14JWfス1とPp1峰献3a6タ12ヒ山Z納gーよtgk，t，F ν、拘フ制ァ'1 '1ft. f!(物 i lj'J也IHSI~

1-)買 敷物 ，'，."JI也Ilf錦 2£Z1K ナ1・の辿

十年 f 正倉院
赤主宰慢木胡lよ

水際 敷物 i拍I:A
正倉院
WJtl!日文i語凶綬
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日告fl座の研究史をふりかえると、これは常設のものか、

臨時のものか、また、唯一のものか、複数存在するもの

かと いう議論がある。『延悲式』などをfみると、最下Jf1の

rJ宜」のみは複数常設であっても、狭義の27i御J主本体は11佐

ーであり、 I~I IJ立の土居桁と柱、装飾品などとともに、通

常は内政寮に収納され、儀式に先立って臨時に敷設され

る主tt前てあったこtがわかる。但し、 r日本紀略』昌泰 2

年 (899)5月22日粂には「来l時、 瓢風吹。傾大極殿高御

!主於巽方。Jl:あるので、 9世紀末の実態としては、柱や

韮などは撤収されず、常置されていたもの と忠われる。

現存高御座との出較 まず、現存日岱fl座について記そう。

現存高御座はlI}J治42年 (1909)の「登極令附式」にもと

づき、大正天皇の即位に際して新調されたものである。

市御庄は 3つの担、すなわち長方形下位(正而6.06mx 

(J!IJ而5.45m、長八角形中Jf1(対辺距離iE而5.55mX側面1

3.90 m)、長八角形上壇(I百]4.95111X 3.30 m)からなる。

下位には赤地、 中 ・上壇にはずj地 の敷物を敷き、上位に

I.H::、椅子を重ねる。下型から閣下にかけて背而に 5級
の木階をつけ るが、両側而3級の木階は平成度以IJ位儀の

後に撤去した。 また、下JfH木附にはお欄をめぐらす。

柱lま円柱て上Jf1.に 8本立ち、住上には長八角形方形造の

韮をのせる。各隅木鼻には議長手をつけ、その上に凪瓜を

おき、激手下には怖を下げる。議の頂上には方形露盤を

のせ、その上に厳手上のものよりーまわり大きな凪凪を

おい粁先各辺には鏡と出f.Jt，1.の装自Iliを交互に配す。柱聞

はIl~J放で、谷1m ，こ ~ I き分けの~Wをかけ、内法i訓l '下には

~J日釦を下げる 。

次に古代の高御座と比較してみよう。名古11の似原設計

については後述し、 3つの主要な相違点を述べる。

①~':j御座の壇と柱の立つ位抗:現存の も のは柱が上壇に

立つ。前述のように、古代のものは中壇の御帳土居の上

に柱が立っていたとみるべきである。

②平而形 :前述のように現存市笹11座は蓋が長八角形て.あ

る。これに合わせて、野先符辺に配された鏡の数も正背

而が各5枚と多く、他の6而が各3枚と少ない(鏡の数

は院政JUJi!i記録も同じ)。 しかし、 『延喜式』では符而3

枚ずっとなっており、叢および上 ・1.llfflの平而]阪は正八

灼形であった可能性が高い。

③l恨の数:現存高御座は8枚で谷而にかけ、柱1i¥Jの中央

て左 右lニヲ|き分けるにの点は院政JU]も同じ)。 しかし、



『延喜式』では「防;子一卜二枚、帳二粂J とあり、障子はiF

背而以外の柱間6而に各2枚すeつ納められていたと批定

される。帳 2粂は、それぞれ八角形を半周する形で1I辛子

t重ねてかけめやらし、正背而で左右に引き分ける可能

性し正背而各1枚として巻き上げる可能性が考えられ

る。前者は|符子と帳との関係に問題が桟り、後者の場合、

儀式の際の女官2人による帳のIJf.lI:U1法カrWIi出となる。今

回の模型製作においては後者を係用した。

躯体の復原 不lリi部分が多いが、以上の考療を?ふまえて、

現存法i佐il座や古代の建造物等を参考に設計ーした。平I而規

模は、院政J切には口一丈四方が」てJfiに納まるとされてお

り、上位守対辺距離15尺の正八角形とした。一方、 I-j'・

下型は r大内装図考証』に記された寸法を参考に、 rl'岐

を対辺距離18尺の正八角形、下型を一辺24尺の正方形と

した。下型にはお欄を付・け、下駐および，::品目の形式は大

極殿模型にならった。また、昇-1弘樹jは平等院胤瓜堂仏閣

を参考にした。木階は現存高御座にならい、 1T而を5級、

両側而を 3級とした。柱はr.11JYi(こ立て、古代の八戸l円堂

にならい八角位とした。柱間装併は前述のように正117而

に雌、他6而には附子を 2枚ずつ入れ、 1I草子2枚は半iils

型とする。おきについては文献史料にも記載がなく、 3

つの思いずれも現存市御庄の寸法をほぼそのまま採用し

た。また、下I宜上端より葦の頂上(露撚の下)までのJJi

さは、現存ï~:j1i11座正而のプロポーションに合わせて17.4

尺とした。

蓋のな匠も不明だが、史料に王幡カf~ln傾か ら I 尺とあ

り、軒の出を l尺とした。葦の1111線は正倉院六角町子残

欠のものを線用した。厳手は東大寺八戸l憤龍、露総以上

は法隆寺夢殿と東大寺八戸l燈龍の7A;匠を参m¥し、最上古11
に平城京，~I'，土の擬宝珠をおいた。 下国側而の絡~9HI\Jの )1ヲ

状は、正倉院赤漆文槻木厨子の台脚を参!!(¥した。なお、

111.位尺は大極殿模型にならい、 l尺=29.54cmとした。

装飾品の復原 数量、大きさは文献史料に沿い、デザイ

ンについては、正倉院宝物、法隆寺献納宝物などを参考

に設計した(表 1)。このうち、王怖は法隆寺献納宝物広

東綾幡等の形態を王で作製することとし、ヨミの:iillね方は

阿武山古I賞玉枕復原模型になら った。敷物l立科j宜同デザ

インとし、申wと|峰子も同デザインとした。自m金物のデザ
インl立法隆寺金銅小輔の偏向m-1:i.、奈良時代初期の'lfF平
瓦文様などを参考に設計した。調度品lま、れを用いず、

ま

図| 高御座復原平面図 1 : 100 

ドlit

図E 高御座i夏原平面図 1 : 100 

椅子式にするという方針ーから、椅子守製作した。

まとめ 文献上の検討から、布告11肢は常設で波数存在す

るのか、唯一にして臨時に設置するのかとい う研究史上

の議論に対し 、 後者のiï'ríi~性が市 t 、 との見通しを得た。

また、柱のたつ位置や平而)1ヲ等に現イ子市御座とは呉なる

点をみいだし、似原模型の設計に反映させる ことができ

た。脱型の制者11な匠については、資料的制限もあり 、思

いきってジと定せざるをえなかったifiiも少なくなし、。諸点

について、:作方而からのご批判をいただければ幸いであ

る。 (古尾谷知浩 ・箱崎和久/ード械は跡7!j紙調査部)
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平城宮東院西建物の
遺構解釈と復原設計

平成8年度の平城宮跡来院庭国復)束事業では、西建物

の復原設計をおこなった。復原にあたっての基本的な考

え方と複原建物としての西建物の意義を述べてみる。

遺構解釈と復原事業での位置づけ 西建物は、昭和54年

度の第120次調査で検出した掘立柱建物迫梢SB9360にあ

たる。桁行7問×梁間 211ijの身合に西庇のついた南北棟

て、身舎の柱間寸法は10尺等1m、庇の出は14尺で柱問寸

法よりも長L、。身合柱の姉17拶は一辺が約140cm、深さが追

構而から140-150cmとかなり大きいが、 JJE柱の掘形は一

辺が60-80cm、i菜さも約70cm1:小さい。

SB9360は、すでに復原された来院南門SB16000Cの北

京に位置する。第243次および第245-1次調査(平成5年

度)の所見によると、南r'jとSB9360は奈良H寺代後半のE

J切で共存しており、SB9360は衛門から北にのびる道路の

脇に設けられた施設と推定されている。また、 SB9360の

東側には、SB93601:柱筋をそろえて 2粂の掘立柱南北塀

SA9289' SA9320Bがとおり、来院庭園地区と雨門周辺地

区を厳重に区画している。このように、西建物SB9360は

東院庭固とは別の区間に合まれる建物であり、おそらく

衛門と関係の深い政務機|英!の施設の一つであったろう。

したがって、 西建物は京院庭閣に対するアプローチとも

本来は無縁なはずだが、復原事業

の全体計画では、駐車場を西にお

き、西建物を経由して庭闘に入る

ことになっている。このため、西

建物は庭回への導入施設であると

同時に、集客のための管理 ・休憩

施設として位置づけている (61頁

参照)。

平成5年度復原案の問題点 来院

庭園復原全体計画を作成した平成

5年度の段階では、西建物の上部

構造は、今回とは異なる復原案を

九ι~-・4 」

ぐれー越垂木の技法を用いて、ヰ'1'社建築様式でいう「流造」

のような構造を推定していたのである。しかし、この案

には以下の問題点がある。

1)身舎と庇を一体化した流造のような構造ならば、身合

と庇の柱寸法がそれほど違わないはずだが、庇の柱穴は

身舎のものに比べて小さすまる。

2)流造のような屋担にするし庇の軒先て.雨イt舞に必要

な屋根勾配が充分確保できない。

3)庇の出を身合柱問寸法よりも長くする掘立柱建物は、

平城宮 ・京で非常に多〈検出されており、 これらの建物

が、すべて流造のような構造をしていたと は考えにくい。

また、第243次の所見では、SB9360身舎の南から 4間目

に1m仕切り の柱穴を認めているが、今回の再検討では、

それは別の建物の側柱列の一つである ことが判明した。

復原再考 以上から西建物は、身舎と庇が一体化しない

構造で、しかも身舎内部には間仕切りのない建物t考え

られる。 とくに、身舎に比べて庇の柱穴が著しく 小さい

点、が注目される。これは身合と庇の屋根構造 .:r~~材が異

なった可能性を示唆するものである。この場合、 li:材は、

①身合=瓦/庇=桧皮、 ②身合=瓦/庇=板、③身合=

桧皮/庇=板の組合せを想定できるが、SB9360周辺て、は

奈良時代後半の軒瓦がほとんど出土しておらず、掘立柱

と瓦屋棋の接合性も考えにくいので、③身合=桧皮葺/

庇=板詳の案を採用した。以下、各部位について概説す

る。なお、設計の基準尺は、追椛の計測値から、 1尺=

" 

‘ .. 

.‘ 

日

主且

2詰a

、
、，/ 

田昭 ι. ~ 

ぞ 1:徐[

会凪

"'" 
F勾狙

考えていた。身合柱|制10尺に対し

て庇の出が14尺と長い点に者目し、

庇の霊ー木を身舎垂木の先端につな
西建物平面図 l・200 赤色付部分のみi'it¥:主主従{立1(lit;<J・断而t;<Jb) 

24 t;寺文研 11'哲1/1997-1



30.0cmに復原した。

(a)柱径 :柱掘形の規模の差から身舎の柱符.を組元で1.2

尺 (36.0cm)、柱iiJiで1.1尺 (33.0cm)、庇のtH迭を組元て.

9τ1" (27. Ocm)、住顕で8寸 (24.0cm) とした。

(b)柱IUl装置:庭悶への導入部分をひろくとるため、正而

は中央3H~l を扉 11 とし、同 11私 2r引を.iili子窓とした。一方、
??而については、 TT而らしく壁f本を多くした。背而扉口

30.0cmに説!点 した。

(c)附造 :身舎の組物は労j肘木て¥判-はー判:とした。判:の

出{主、庇のつく正l而側で'3尺、7f而IJ!ljで 4l~ とした。 身

合の梁は直材、架柿lま叉首組とした。身合の構造 ・寸法

は、軒の山以外、 ~W日i した宮内省西南殿および問北殿に

はば準じている。此では柱iifi{こ組物をJIJ L、ず、位カfnu妥
繋泌をうける構造とした。

(d)庇屋担 :J.fEの屋棋は釘:，っきの目板引:とした。r=l板HM

の寸法は、l昭和修理Il前の法隆寺金堂 ・五屯n干の装階の板
引を参1!現した。届棋勾配、事「高の雌保のため、身合側位

の上端外側に台輪状の材を tおして板掛けの材とした。

現代建築としての西建物 すでに述べたように、凶建物

は来院庭闘への綿入施設であると同H寺に、'I'i:.01・休疋!の

施設でもある。この組合的機能に対応するため、 '1'火・3

1I:Jをエントランス米通路、 北f![lj2 11 :J を管理・l~務所、南!!!Ij

2 mlを休憩スペースとした。このような現代的機能を充

足させるため、!&物内部に古代建築とは関係のない1I:J仕

切り等を設けなければならなL、。これについては、奈良

時代の復原榔造部分と現代姥築 として:必要な柿造部分を、

一見して区別できるような配慮を考えた。たとえば1I:J仕

切り壁については、占代!&築の白漆l食墜に対して、可能

な限り、ガラスやステンレスパオ、ノレなどの玖!代的な素材

をJn L 、 る 。 また、住の取 り付き部分l立、 ~tl\立した H型鋼

をたてて11111.1:切り僚を支持する ことにより、 ，'i!¥建築の

木柱と分離させる。もちろん、現代的な天井は強らず(管

理事務所部分をのぞく)、古代建築の負担柿を~~m させる 。

このほか、建築基準法や消防法上の問題点、を解決するた

めに、やむを得ず、壁体部分に小窓や扉を設けるが、こ

れらは外観上目立たないよう工夫した。また、柿造的に

必要な桁行方向の耐時壁1.;1;、展示パオ、ノレや官:理事務所の

1I:J仕切りとして手JjJTJするなど、現代的機能に迎元 した。

復原建物としての西建物の意義 今1"1似j点した西建物の

形態は、現存する文化財建造物にはみられないが、発掘

仁二三正==-ーコ;

西建物 ホール・休憩室断面図 1・200

西建物北立菌図 1: 200 

']qyJjには類似する平I(I!を多数確認できる。このような片

，(ijJJ-'E付き:tkli立柱雄物に刈す る一つの具体的な似開案ぞ示

した ことの意義は大きいだろう。 もっとも、回統施設を

兼ねる他物と して設計したために、西建物5B9360本来の

性僚に基づいた、純粋な占代建築としての似原ができた

わけではなし、。 しかし、設計上の最大の諜題は、 これま

で‘の平城宮内の似l尿処物 と災なり、現代的機fì~ を 717代建

築のなl正・構造といかに共存させるかという点てあった。

このテーマに対し、現代的機能t古代建築の榔j丑を完全

に分離させ、使説胞設としての川途を古代建築にl人l包さ

せるという方法主?と って終えてみた。この構造分離手法

によ って、見学者は引代的宅IIIJの中に L、ながら、，'iftの

シ巨II:Jを!tSじることカTできるだろう。そして|点l内に5.Eを踏

み入れれば、古代の峰|羽と建物を体感でき、西!&物はい

わばf:JHtl:.古代をつなぐ引4け晴tなる。

遺跡の上にたつ復l点主l!物には、たんなる似j点主l!物以上

のJT1:i企を::tどめられる場令がある。西建物の設計・はその命

題に対する先駆的な鮮の一つに位置づけ られるだろう。

なお、四挫物の基本設計に|射しては、鈴木部省 ・阿悶英・

y}問先LI:にご指導を仰ぐ.l:. l:.もに、西尾信広 ・手島知恵

両氏();(者11環境日hifil研究所)の全而的な協力守えた。

(箱崎和久 ・ 浅川滋男/ ・1!kJ('，';_.;・ j\!)". fell~調査郎)
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発掘された庭園遺跡
古墳時代~飛鳥時代の出土例

な岡山を示すが、まず南の二本が合流、さらに北のもの

が合流して西方に流下する。流路両側の斜而には、 古墳

の耳石の技術を援用した石張りが施され、さらに流路合

流地点には集中的に石が置かれ、あきらかに人為的に立

日本庭国史の研究に、発痢された庭闇追跡(発掘庭国) てた石もみられる。この追跡は、出土造物から祭肥遺跡

の資料が大きな寄与をなすようになっておよそ30年が経 t位置づけられているが、その形態 ・意匠は、遺*(流

つ。現在、発掘庭園は部分的なものも含めると、全国で れ)・i対i浜・立石な E奈良時代以降の日本庭闘の意匠を想、

約230件が報告されており、年代的にも古墳H寺代から江戸 起させるものがある。共同体あるいは共同体ぞ統率する

時代までにわたる。発掘庭聞については、吋1;教芸術Jl09 支配者にと って、 重要な屋外空間を一定の美意識に基づ

号(毎日新聞社、 1976年)と192号 (1990年)で特集が組 いて造形したのが庭闘のはじまりと考える しその役割

まれたほか、『京都の庭|覇J(京都市文化財ブヅクス、1989 の中心が祭犯であるのは当然で.ある。 城之越追跡は、日

年)では平安時代の庭園泣跡について、 『発掘された古代 本における庭園出現段階のひとつの形態を示すものであ

の苑池J (学生社、 1990年)では、主に飛鳥・ヲ奈良時代の り、その定;匠には、すでに後世の日本庭園の自然風景指

庭園遺跡についてまとまった報告がなされている。また、 向的な性格が看取できる。

r古代庭s'1Jの研究J(牛川署幸京都大学学位論文、1993年) 南郷大東追跡、(奈良県御所市、 5世紀)は、自然流路

でも、発掘庭園の成果をも とにした論考が主要部分を占 湾山部に張り石を施し、流路1:1:1の建物への導水施設を設

めている。 けたちのである。|奴原阪戸追跡 (奈良市、 5世紀前半)

平城宮跡発掘調査部計訓IJ修景調査室では、かねてから は、自然流路を利用しi男水地点等に集石毛?施したも ので、

発掘庭園の資料収集をおこなってきたが、 1996年度に重 いずれも城之越追跡と形態が輿なるとはいえ、水辺祭me

点的な研究を実施 し、 新資料の収集とそのデータベース の場て、ある屋外空間の修景を地形にあわせておこなって

化を進めた。ここでは、上記掲載論文をはじめとした先 いる点で注目 にあたいする。また、南紀寺追跡(奈良市)

行諸研究の成果も合め、古墳時代から飛鳥H寺代の庭国造 で検出された井泉遺構は、中央付近に円形の水計習を とも

跡についてとりまとめ報告しておきたい。 なう一辺4.5m、採さ50cmの方形石組て、ある。水市から溢

古横時代の庭園遺跡 城之越遺跡(三重県上野市、医11) れた湧水は、方池にひろがり 、方池からのびる葉掘構て

は、 1991年に発掘された古墳時代の遺跡である。木津川 西北西に流出する構造をとる。5世紀中葉に築造され、

右岸、周囲を丘陵に固まれた盆地の山裾部に位置する こ 後半まで存続したとみられる。この弁泉遺構は水辺祭犯

の遺跡では、 4世紀後半にさかのぼる流路の泣桝が発見 の場と推定されているが、その整形的な意匠には飛鳥時

された。3ケ所の自然のi9]*を玉石によ って護岸 して7]< 代の方池の萌:;!;jユをみる思いがする。

量調節のための桝を作る。 それぞれの桝から流れ出した 飛鳥時代の庭園遭蹄 飛鳥時代の庭閣を特徴づける意匠

流路は、おおむね自然流路を踏襲したものとみられ自然 は方池である。これまでに発掘された方池のうち、 規模

図1 械之越遺跡 ・;荒路遺精 図E 石神週跡 ・方池遭備 図3 小型田宮縫定地 ・図池遺憾
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が確定てきた最大のものが、多武峰西麓の緩{頃料地に立

地する品l主i立跡の方i也(奈良県明日香村)である。一辺

約42mの隅丸方形て"，i奈さは最大2m以上。石樹護岸を

ほぼ垂直に胞 し、底部には20-30cmの平らな石を敷き詰

める。池の北岸中央付-近のi也底に排水汗lの木施を据えて、

完全に水が抜ける構造となっている。方i也のな匠は朝鮮

半 I~O に類例がある こと から、おそらく大陸の !ji~響をうけ

たものであろう。築造されたのは、粂皇制以日ijの古地持Ij

にのることから 7世紀前半で、 9世紀ないし10世紀まで

作統したものとみられる。 ニの池を rFI本書紀J.j(E古天

皇34年 (626)5月粂に記放のある蘇我馬子邸の池とみる

説もあるが、池中に小島をもっ小i也、 という描写ーとのキH

i主が大きく、別物とみる方が妥当であろう。用途tして

は、大規模な方池という形態から考・えて、たんなる鑑'此

のためというよりも、仏教|児h単純設としての意味あいが

強いように思える。

また、石キ111遺跡(明日香村)では方池が2基検出され

ており、 一方は 7世紀中葉の斉明朝の頃のもの(図 2)、

他方は 7世紀後期の天武朝の頃のものと推定される。こ

のうち前者は、 1辺 6m、i奈さ80cm、(J!ij壁には川原石毛?

2-3段杭み上げ、 4附は立石で押さえる構造営もつ。

底は粘土」こに小石を敷き詰めて いるが、取水 .t11'*のJjl!i

設は設けられておらず、使m時にのみ水を泊めたも のと
みられる。方池は、大規模な建物で凪われた石敷広場の

なかにある。『日本苦ー紀』斉lリl天皇611工(660)5月粂には、

石上池辺に須弥山保を作りfki悦に対する饗宴をおこなっ

た、 との記i肢がある。一方、明治351ド(1902)、この付近

で須弥山像が発見されている。この方池と須弥山保こそ、

同条に記il良された泣柿 ・造物であり、これらを重要な舞

台装世として石敷広場でJJAJ，品儀礼としての饗宴が執りお

こなわれたのであろう。

明日香村ては、このほかに坂問寺跡(7世ー紀前半)や

平間キ夕方、ワ追跡(7世紀)て'b，)ji也の一部とみられ

る直線的な石積護岸がみつかっている。さらに、 1111おdi

のltIl山遺跡でも方池が検出され、プ'ji也が地方官街にも築

造されていた こと があきらかとなった。この方池は*凶

3.7 m 、 南北3.5 m のほぼ正方}I~て二深さは80cm、 川 h~i石

を4-5段小口和みにし、 l底1;1:同慨を主文き詰めていた。

71止紀末の築造。形状や大きさ、訂版広場が問11寺JUJにi!1

布ーする点で、石神追跡の方池と芳if以し、中央宵人による

図4 キジル第l1B~重 ( r中国石窟・キジル石窟 2 J 平凡社、 1984年)

蝦夷 .);j~慨に対する HF~Itt:J儀礼的饗宴の舞台装置として、

石fllt追跡 と同様の用途に供されたものと推定される。

一方、 こう した方池とは系統を災にする悶池追榔も発

見されている。上の宮泣跡 (奈良県桜井市)で検出され

た悶池泊;構は、6i止紀末から 7'1止紀初頭にかけて存続し

たものである。直後約5.6m、延長10m以上の馬蹄形の石

組椛 (1陥40cm、深さ30-40cm)の内f!!ljに石敷含施し、そ

の中心部には石組の長方形池O.5mX2.6m、深さ1.5m)

ぞ設ける。さらに、そこを起点に石組排水溝(何50cm、

深さ 1-1.4m)カf北東方にのびる。他に類例をみない特

典な形態であるが、 Eちらかといえば幾何学的な平荷プ

ランや石柿の手法は、大陸からのb惨事1:が想定できる。m
土地物からみて、国i也をともなう邸宅の居住者が正:ij~、地

位 ・身分の人物であった ことが推定できるが、同池の具

体的な川途はあきらかでない。

小型日l宮推定地(奈良県明日芥村)で検出された闘池

泣椛(図 3) 1;1:、不強円形・玉石mのi也(南北2.4m、京
間2.8m、i奈さ50cm)と、池西南附から発し南西方にS字

状にのびる石組前(師25cm、i奈さ20cm)で構成される。

この芯、|眠もまた、自然対制を脱した ものとはL、L、がたく、

大陸rb米のものと考えられる 。 その平而形は ~Il凶新 512ウ

イグJレ I~i台区キジル千11、ilfilm1l8符 (4-5世紀)の慌m
方11壁画(也14)に多数捕かれている不整円形の池から、

字状のi梓が発する絵柄との類似が指摘でき、その関辿

性の検証が今後の大きな沫題である。

また、!日述 した向庄追跡のブJi也の東方で検出された流

路泣桝は、幅 3-5m、深さ 1.2m。自然の渓流を模した

石刻lの髄j孝がJJ'l!i されている 。 7世紀 "I ~主に築造され、末に

は担!めなてられている。このお在日各lま、 )ji也が盛んに築造

されるH寺代にあっても、 一方で向然風対指向的な芯;匠が

イ河E したことを示 している 。 (小野健吉/'1"域宮跡}gl1ii，~ll究部)
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査調の園翠滴園翠養

露地をともなう茶室 「実際!奄」な Eが付属している。

援翠園lま海浜地にありながら、 1: <に海景を取り入れ

ず、平慢な地形と大浦湾に接する部分を「松ケ枝堤」で

仕切って閉じた庭園空間を形成している。松ケ枝堤は高

本年度おこなった養翠園(和歌山市)、滴翠悶(京都市) さ約 2m、幅約 5mの土手の上に、 I1旬高直径20-60cmの

の調査は、ともに後年度に控える庭闘改修にともない、 大分のクロマツを手11植したも ので、往時は湾岸に独特の

実illil図の作成を主眼としたものである。調査対象となる 風致をなしていたが、第二室戸台風以後、防潮のための

各庭闘の面積、調査回数および日数は、養翠闘が約27.000 コンクリート堤防が堤の南側に接して設けられている。

m' (うち闘池部分が約9.000m')、計・6匝|、延べ26日間、 関内の植裁はこの「松ケ枝堤」に代表されるように、大

前i翠悶が約4.300m'(うち園池宮11分が約900m')、計3回、 小のクロマツが大部分を占め、その{也もウパメJゲシ、イ

延べ15日間である。調査にともない、義翠闘では1/100、 ヌマキ、マサキな E、耐i羽l性、防j良性に富んだものを使

滴翠閑では1/40で野帳を作成し、それぞれ1/200、1/50の 閉している。

清絵図と1/400、1/100の編集図(図 l、図 2)を作成した。 悶池は中島とこれに付属する三ツ柄、太鼓橋によって

饗翠圏一庭闘の概要と保存3準備一 議翠悶は、文政年 IHf東西に二等分割lされる。庭石は紀州背石(緑泥片岩)

間 (1818-30) に紀州徳川家第十代務主治宝が和歌山務 を基調としており、護岸の石組はこれを石垣風に和むの

士山本~R左衛門の下屋敷を改修し、西浜御殿の別壁 r7tく を基本として一部を乱杭打ち tし、汀線は中島辺りを境

軒御用地」の庭閣として造営したのを始まりとしている。 に西{JliJは自然風、京側!ま直線的な作りとなっている。紀

治宝の死後、 「水軒御用地」は家老三浦家に下げわたされ 州背石で作られた護岸は、築造以後の堆柏などによって

るが、明治21年に徳川家が貰い戻し、これを昭和 8年、 埋もれている部分があり、 とくに南岸の狐山にみられる

藤井家に売却、昭和23年の民地買収令によって、現在は 築山石組の本来の姿の解明には今後発掘調査等を含めた

庭闘の部分のみが残っている。藤井家ではこの養翠国の 詳紛!な淵査を必要とする。

保存に努め、同29年より公附のため飛び石を新たに施す 今後、後謬闘では 「護岸の改修J q.也の波諜J r御門長

なEして改修・整備を手掛けるとともに、「養翠園保存協 屋の修理」などの事業をl順次予定している。庭閣内部だ

会」ぞ設立し、養翠閣は同33年に和歌山県指定文化財「名 げではなく、天ネ111山の{背景や松ケ枝堤など周辺環境を合

勝紀務水粁御用地」の指定を受けた。同36年には第こ めた名勝の保全を進めるためには、緑地や港湾など、開

室戸台風来襲の折、庭国内浸水や多くの倒木などによっ 係他部局 UbJ，力し、緑の基本計ii!ilや都市マスタープラン

て多大な被害を蒙ったが、よく復旧に努め、同45年に保 のなかで総合的に位置づけた保全計画が必要である。

存4:J:I-業経営の安定化のために「株式会社養翠閑」を設立 (平津 毅/平総宮跡発射訓笠淵i)

した。平成元年には国指定名勝 「養翠図」となり、現在

に至っている。

庭問は池泉回遊式を主要な骨格とするが、大mr湾に而

するiタ入式の悶池、敷地面積の1/3を占めるこの間地を利
た ζ ずし~ん

用した舟遊式、天神山 ・主主魚頭姿山を背景tした借景式、

中圏西訪iJJの風景を模した縮景式、露地など、種々の庭回

糠式が組み合わされている。

L字型の敷地は西辺と南辺を大浦湾に固まれ、南側に

ある東西に長い国池を中心にひろがる。関i也の北西には

「姿翠亭J (文政4年建築、平成 3-6年改修)があり、

闘池商俸の狐山の石組や東方の中島、 三ツ稿、 天神山な

E を望む r~ljJ庄の問」、あやめ i也の正而に「御次御座敷」、 図 l 繋翠圏平面図
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清穆圏 一治中治外図から説む築造年代一 凶本願寺の

東南隅にある滴~閣は、飛雲閣をめぐ・る峰闘である 。 飛

芸|品lについては、盟臣秀吉の京都邸第 ・猿楽第のi立制を

移築したとの伝永が江戸|時代からある。来楽第泣梢の移

築説については、近年の解体修理の際の所見から否定的

な見解が優勢であるが、なお、そのJ'J:.(.為は決定的にはあ

きらかになっていな L、。飛芸|倒が移築であるにせよ、新

造にせよ、滴滋闘の築造とは不可分の関係にある。i而恕

闘の築造およびその後の変遷については、文献史料と絵

画資料を駆使した飛団施夫の論考 (r西本願寺iiお翠|却の変

遷J r史跡、と美術J 532号、 1983年)がある。飛田li、i各

I判各外図、なかでも 〈林家本〉を手掛りに滴翠|電|の築造

年代を考察しているが、〈大阪市美術館本(田万家本))

に拙かれた滴翠困の前身庭問および桜l樹立l!物の有在をみ

おとしている。 ここでは、 二粂城築造後の景観を怖いた

第二J明治中治外図に属する <，路興寺本〉 と 〈大阪市美術

館本〉をtりあげて、築造年代を考察する。

<1路興寺本〉の景観年代(i、再建のなった方広寺大仏殿

が拙かれ、同寺鐘楼が拙かれていないことから、慶長16

図E 本願寺滴翠図平面図

図3 (勝奥寺本〉 図4 (大阪市美術館本}

年 (1611) と元手fI元年(1615)のnaと椛定されている(円
本界風絵集成第11巻-i各巾洛外』税談社、 1978年)。左隻

左下li/J¥に拙かれた四本願寺の東南附をみると、塀にとり

つく 二府の控物と錨機が拙かれるだけで、飛芸I~l i>忠わ

せる建物はもちろん、 l也や庭問らしい木立なども全く拙

かれていない(図 3)。一方、 〈大阪市美術館本〉の景観

年代(J:、内袋の形状ι焼失以前の西本願寺の伽藍配置か
ら、院長1911三(1614) と元和 3年(1617)の聞と枇定さ

れている(上掲苦)。こちらには、鐘楼の南に平屋の建物

が柿ヵ、れ、さらにその南に閑池が拙かれている(図 4)。

阻池は、 !JiilJIIから導水したのであろう、束力、ら直線的な

水路が引き込まれる。北岸IJ:、この水路北岸を延長した

かたちで直線状にのびる。また、 i也の南岸には出向(ま

たは'1-'向)と みられる失，'1'，部がある。この，'l'，烏の*・北・

聞の護岸む直線状を呈 し、池北j辛からは木製反橋が架か

る。さらに、 この出品上には二府の楼|矧建物が建つ。こ

の/1'，印西方の地雨岸および西岸の護岸線は[111線を柿き、

池全体としては直線的な護岸と Itll線的なそれとが併用さ

れている ことがわかる。〈大阪市美術館本〉に拙かれたこ

の池を中心とする庭問が治i翠閣の前身であり、楼|非l建物

が飛芸I~l そ のものではないにしても、少なくともその前

身建物であることはあきらかであろう。

以上の結果、飛茎|制の前身建物とそれをめぐる庭闘が

西本願寺東南附のこの場所に築造されたのは、両図の景

観年代に|対する上記の推定が正しいとの前提に立てば、

元手11元年(1615) から同 3年 (1617)の問に絞られる。

また、小編遠州が直線的なデザ、インを庭闘に導入しはじ

めたのがこの時期であり、 この庭聞には時代の先端を行

〈デザインが保mされていたといえる。さらに、反橋の
存在は池ての舟遊びがなされた可能性がi吉jl、ことそ示 し、

JIi1かれた楼1#1建物にも飛芸間同様のjiJ-入りの施設があっ

た可能性守示唆している。

(小野健吉/ギJb.~':主 ~1f. 1ê柑i ，).'.1資制; )
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家民世近の県知貝滋

調査 ・研究の経緯平成7年度から 3ヶ年計画で、滋賀

県近世民家調査をおこなっている。滋賀県の近世民家に

関する先行研究としてはr滋賀県緊急民家調査J (滋賀県

教育委員会、昭和41-43年)があるが、おもに近世中期

までの民家を対象とした調査報告であり、近世末期、あ Eがモザイ ク状に入り交じる複雑な支配をうけた。「近江

るいは近世の伝統守鮮明に継承した近代初期の遺構につ 石l様J (文政6年)は、近江84万石を248家が分けあう様

いてはとりあげられていなし、。また、近年の都市化の逃 子を伝えている。一方、滋賀県は近畿と束海 ・北陸を結

行や生活様式の変化により、 滋賀県でも近世民家の遺構 ぶ交通の要地でもある。東海道 ・中山道 ・北国街道 ・西

は急速に減少して きている。このような現状を踏まえて、 近江路などの街道が整備され、琵琶湖の水運は沿岸各地

全県下での調査が、県教育委員会により再度企画された。 を密接に結びつけた。さらには近江商人の活躍により物

調査委員会は奈文研の建造物研究室を中心に、室谷誠一 資 ・情報の伝達は活発で、封建的閉鎖性とは無品柔な土地

(福井工業大学教授)、吉見静子(岐阜女子大学教授)、山 柄であった といえる。

岸常人 (京都大学助教授)の各氏を迎えて構成された。 このような地域的特性は、民家の様態に大きな影響を

また、委員長は建造物研究室長がこれにあたる。 及ぼしてい る。 地方ごとの特色に、周辺地域との交流の

平成7年度は市町村主体の一次調査(所在制査)を実 影響が複雑に組みあわさって、多様な形態をみせるのが

施し、 50市町村で805件2095棟がリストアップされた。こ 滋賀県の民家といえる。 ここでは平成8年度の 2次調査

れをも tに、委員会で2次調査(詳細調査)対象を選ぴ 対象から、特徴的な建物事例の概要を報告する。

だし、13町の50件63棟について、調書作成、史料収集、 西浅井町・ HT家住宅 入母屋造、茅耳、妻入の小規模

聞き取り、平商実i!lll、断而実i!lll、敷地内配置、写真撒影 民家である。三和土仕上の土問、 ニュウジ(モミガラ ・

などをお こ なった。平成 8 年度は、 36市町村の112í~:1l9 ムシ ロ敷の土座)のダイドコ口、床上の座敷 ・寝間と い

棟について、5回に分けて 2次調査を実施した。各回の う古い空間構成をのこす。 この家の土聞は下足では決し

日程と対象地域そ表に示す。 て入らず、掃除は雑巾掛け、日常はメザラ(竹質子)で

近世の滋賀 滋賀県は周囲を山地に囲まれ、而税の6分 わたる。湖北地方東部を代表する余呉型の発展形と位置

の 1を占める琵琶湖がその中央にあって、湖北 ・治JJ京・ づけられるが、食い違いの平田ゃ、土問上に掛けた十文

湖南・湖西の 4地方に分ける。近世には初IJ*の彦根務の 字梁の交点に柱を立てるのは、越前地方の影響である。

他に大穂はなく、幕府領 ・他国大名傾 ・旗本領 ・寺領な 創建を示す資料はないが、 19世紀前半の遺構であろう。

日程 対象市町村と2)欠謁査件数

7/22-26 彦愛知般川市町71フk1t原1郷寺町田T13 6愛p良東町開T32 2F湖!~東~J町2l 米淡原荘町園4T4 

8/5-9 長虎浜縦町市26 湖山北}1~町町42 マ伊キ吹ノ町HTl3浅今井津町田T23 西新i旭主弁町H3I3 

9/9 -13 i大Ei川1¥町市93 草~1j津f;iJ 市田T22 朽守木山村市32 志賀町4 信楽町2 '!，i. 

10/21-23 八日市市l 安土町5 蒲生町3 日野田T5

11/18-20 近江八幡市4 中主町3 Jï.側~.t~T3 能登川町4

西浅井 .HT家土問 ・ニユウジ療の竃・炉 西浅井 .HT家平函 1・300

今津 ・YF家平面 1: 30日
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長浜'Y8家平面 1: 300 
朽木 .81家座敷 朽木 .81家平面 1: 300 ' 

長浜 ・Y8家座敷 ・仏間焼に立つ柱 近江八儲 'YI家断面 1・200

さき津町・YF家住宅 入母屋近、 ヨF耳(鉄板被せ)、平入 あり、山越えで京都府美山町に主る。f}'7皮地方の山村民

の建物で、湖北地方i!!i部を代表する大ilIf型の典型例てあ 家とのJj診響限l係をうかがわせるよ立構である。

る。王平IZ商lはま桁行行.方向に 3分訓し、首前iifJ側Jl則則llJリ全而にj通邑しfたJ土11附i日川IJ 近江八幡市 .YI家住宅 旬切j必

のl中4ヤt央音部11を入口tする。居室は 2手列lリJx 3室てて、 北宕[手カか‘ら てて、「哨耐耐;t民;構情造」の伝j示Kカがfある。11山j日川lリl口6.511間i日川iりL、奥A行行'8.51附間百問!に

座敷t寝H司、デイ、ダイドコロとならぶ。詰iH!lIJの土11:1li 述する大規模な主I!物であるが、セイの訂j~、差物ぞ多用し、

入口左手を食堂、右手を寝室とするために床を張った。 二階j末品11の大引・ -tH太で閉めることによ って、剛性をお

ダイド コロ奥む作業FlJの土IIlJであった。明治1'1'朋の移築 めている。 また、土Illj境では内法以上の壁に半間ごtに

と伝えられ、前身建物は191止紀中頃の自l民主であろう。*を立て、 tJ:を多用する綴・子 もみられる。食い違いの平

長浜市.Y5家住宅 中世に遡る歴史そもつ土豪の屋敷 而も建物の変形を減じようとしたのであろうか。克政6

である。敷地外周には土星 ・泌が残 り、敷地内に 自家の 年 (1794)の棟札が残るが、諸室の12:匠はこれより新し

菩提寺をもっ。入母屋j造宣、 3荒1正E主耳下l、平人の主屋は、数l皮文の 〈仁、小届組にも l改次出i造主の痕跡カがfある。創控lはまl凶81世l立l

改修を含?受受'1け?ているカがf、床上J屈苗室部の lι中‘-1-ヤ|トド白-1央棟j通邑りに、 1日11川in川lJ 1凶91世止紀 IjドI ~誕従に改1修彦を受けた泣h構V昨』とみるペきてて.ああろう 。

おきに柱を建てる古い形式が確認された(上図参照)。当 おわりに 平成 7-8年度の 2ヶ年で、162件の詳紺|調査

初平田は主主形六間取に復原される。削越を示す資料はな そおこなった。対象とした主lt物の大半は良好に維持きれ

いが、 18世紀前半に遡りうる泣桃ーである。 ており、往時の姿と生活様式をよく伝えている。江戸時

朽木村・ 51家住宅 毛布・棟造、ヨ戸川、平入の建物で、食 代中期に遡る可能性のある遺構む発見され、 予想以上の

速いの四i[lj取平而~もつ。座敷は市 L、根太天井て\内法 成果が1~1' られた。 また民'ぶを現代生活に迎合させるため

以上そ 2段の賞をみせた板壁とする独特の芯;匠である。 の工夫が随所にみられ、民家遺構の将米を考える上て.tt

ナンド(寝間)は当初 3:¥守':2室てタeイドコロ(Jllj;/)'ら人る 屯な情報が収集てきたものと考えている。一方、調査後

が、 1.51:.ljの両端半間を板戸、中央半川を板壁とする特徴 に解体された処物があった ことは技念である。 1次調査

ある「納戸構え」に復原される。年代を示す資料はない の 21IIj t いう限られた件数の調査ではあるが、滋賀県に

が、集落内の同形式の建物(文政年I:J-j) との比較から19 おける近|止民家の多様な展開をみる ことができた。 この

世紀初頭の創建と考えられる。県内他地域には類例 をみ 「多縁側: J を、平而 ・構造の ~Ijj而から系統立てて理解して

ないが、平商形式は京都府の「北山型」に属する。ただ いく作業が、今後のÑU~姐となるであろう 。平成 9 年度は

し小屋構造は叉首組で、 北山型に特徴的なオダチ ・トリ flll足調査とテーマ別調子tをおこない、年度末には報告書

イ組の形式はtらな L、。朽木村でも最も奥まった集孫に の1:lj行を予定している。 (長尾 充/述浴物研究寝)
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文化的景観の定義 世界遺産における文化的景観は3つ

のカテゴリーに分類される。第ーは、公闘や庭園のよう

に「人間の意志によって設計され、意識的に自IJり出され

た最観」である。第二は「有機的に進化してきた景観」

て.-r進化の過程が過去のある時期に突然あるいは時代を

越えて終止している残存景観J C r伝統的な生活様式と

密接に結びつき、現代社会の中て‘活発な社会的役書IJを保

ち、進化の過程が今なお進行中である継続中の景観」に

分けられ、後者の事例としては、フィリピン、イフガオ

地方の高地性棚田景観がある (1995年登録)。第三は自然

的要素の強力な宗教的、芸術的または文化的な関連性に

よって定義される景観で「文化的複合景観」と訳される。

我国の和歌や文学にあらわれる「名勝」もこのカテゴリ

ーに入るが、棚田景観や「名勝」に指定されていない物

件については、保存が危ぶまれており、以下に若干の研

究課題を記す。

日本の棚田をめぐる状況 近年、写真集 『たんぱーめ

ぐる季節の物語ーJ (NTT出版、 1994年)が話題に上る

など、棚田については一般の人々の聞でも関心が高まっ

ている。棚田の審美的な形態が稲作にかけた人々の営為

を伝え、見る人つまり非耕作者の心を引きつけるのであ

ろう。ところが、棚田の多くは大型機械化のできない立

地条件にあり、耕作者に過酷な労働を強いる。棚田は庄

山村地域に分布し、 耕作者の高齢化、地域社会の人口減

少、減反による耕作放棄地の拡大など、社会環境 ・農業

構造の変化を被って、その保全がきわめて難しい状況で

あるが、具体的な保護の取り組みもいくつか報告されて

いる。第一は生活雑排水の流入しない安全性などを売り

物にしたブランド化により農業経営を安定させ、最観を

維持しようというものである。第二は棚田での耕作作業

等を都市住民に開放し、地域社会との交流の場として保

存をはかる試みなどである。後者の場合、棚田の稲作風

景I.i:保持て.きても、農業景観は都市住民のためのレクリ

エーション景観に変化する。保存するのは、地形の形態

か、稲作にともなう農業景観か、景観のな味を含む社会

システムかという問題を、品業経営者あるいは都市住民

32 奈文町f 年~1/1997- 1

がそれぞれ生活者tしての視点から論じる必要がある。

万葉ゆかりの地の現在 万葉集仁詠まれた和歌山市の景

勝地「和~f大の浦」では、i'lí末川河口に架けられた江戸時

代末の石造アーチ橋である不老橋の隣に車道橋の建設が

計画されたが、住民団体はこれを歴史的景観の破壊で.あ

るとして、公金の支出差し止めを求める訴訟を起こした。

県1l!1Jは海苔漁業t観光の沈滞からの脱却のため、体系的

な交通システムの確立が必要で、新しい橋は新たな魅力

の創造と主張した。また、歴史的風土特別保存地区の大

和三山では、松が松くい虫などの被害でほとんど立ち枯

れ状態となり、県側は松にかわってサクラやモミジを植

え、四季を通じて楽しめる山にする計画をまとめたとこ

ろ、万葉学者らは古代人の詠んだ三山は穏やかな緑て、あ

るから常緑樹を植えるぺきと主張し、風景観の違いを鮮

明にした。さらに、万葉歌人志貫皇子の陵墓とされる田

原西陵、古事記編纂者太安麻目の墓などが茶畑の中に点

在する奈良市東部の田原にはヘリポートが計画され、静

寂と歴史的環境を守ろうとする反対運動があった。これ

らの3例は、 地域の将来像をどのように合意形成 し、 景

観を Eのようにコントロールしていくかtいう広域の景

勝地保存の諜題を示すものといえよう。

研究の課題泣跡、造物、 歴史的建造物など文化追産は、

その価値を理解しやすいが、棚田景観や文学に表現され

た景観については、情緒的な側面iが強〈、社会的、経済

的な要請に対抗し得るだけの保存理論が構築されて こな

かった。風景の科学的な研究では、風土を自然と歴史に

分け、さらに、目にみえる景観構成要素のみを分類、数

量化して、いかにも客観的な手法で風景を評価する方法

をとってきた。そのため文学というメディアを通して形

成されたイメージなどは、近年まで景観研究の対象外で

あった。これらを文化的最観の対象とし、自然と歴史を

一体的に把握する研究手法の開発が急がれよう。

(内田和伸/平総宮跡発掘調子t告11)

不老橋(和訟の浦)



文他的景観の定義世界遺産における文化的景観は3つ

のカテゴリーに分類される。第ーは、公聞や庭園のよう

に「人聞の意志によって設計され、意識的に創り出され

た景観」である。第二は「有機的に進化してきた景観」

で、「進化の過程が過去のある時期に突然あるいはl時代を

越えて終止している残存景観J t. r伝統的な生活様式と

密接に結びつき、現.fl¥:社会の中で活発な社会的役在IJを{呆

ち、進化の過程が今なお進行中である継続中の景観」仁

分けられ、後者の司王例と しては、フ ィリピン、イフカ。オ

地方の高地性棚田景観がある (1995年登録)。第三は自然

的要素の強力な宗教(1旬、芸術的または文化的な開通性に

よって定義される景観で「文化的複合最観J t.訳される。

我国の和歌や文学にあらわれる「名勝」もこのカテゴリ

ーに入るが、棚田景観や「名勝」に指定されていない物

件については、保存が危ぶまれており、以下に若干の研

究課題を記す。

日本の細田をめぐる状況 近年、写真集 『たんぱーめ

ぐる季節の物語ーJ (NTT出版、 1994年)が話題に上る

など、棚田については一般の人々の間でも関心が高まっ

ている。棚田の審美的な形態が稲作にかけた人々の営為

を伝え、見る人つまり非耕作者の心を引きつけるので.あ

ろう。ところが、棚田の多くは大型機械化のできない立

地条件にあり、耕作者に過酷な労働を強いる。棚田は股

山村地域に分布し、耕作者の高齢化、地域社会の人口減

少、減反による耕作放棄地の拡大など、社会環境 ・品業

構造の変化を被って、その保全がきわめて難しい状況で

あるが、具体的な保護の取り組みもいくつか報告されて

いる。第一は生活雑排水の流入しない安全性などを売り

物にしたプランド化により品業経営を安定させ、景観を

維持しようというものである。第二は棚田での耕作作業

等を都市住民に開放し、地域社会との交流の場として保

存をはかる試みなどである。後者の場合、棚田の稲作風

景は保持て.きても 、農業景観は都市住民のためのレクリ

エーショ ン景観に変化する。保存するのは、地形の形態

か、稲作にともなう段業景観か、景観のな昧を含む社会

システムかという問題を、品業経営者あるいは都市住民

32 衆文研年割1/1997-[

がそれぞれ生活者としての視点から論じる必要がある。

万葉ゆかりの地の現在 万葉集仁詠まれた和歌山市の景

勝地「和歌のiitlJでは、市末川河口に架けられた江戸時

代末の石造アーチ椅である不老橋の隣に車道橋の建設が

計画されたが、住民団体はこれを歴史的景観の破壊であ

るとして、公金の支出差 し止めを求める訴訟を起こした。

県側は海苔i魚、業と観光の沈滞からの脱却のため、体系的

な交通システムの確立が必要で、新しい橋は新たな魅力

の創造と主張した。また、歴史的風土特別保存地区の大

和三山では、松が松くい虫なEの被害でほとんE立ち枯

れ状態となり、!¥'!-側iまキ去にかわってサクラやモミジをキ直

え、四季全通じて楽しめる山にする計a画をまとめたとこ

ろ、万葉学者らは古代人の詠んだ三山は穏やかな緑であ

るから常緑樹を植えるぺきと主張し、風景観の違いを鮮

明にした。さらに、万葉歌人志立皇子の陵墓とされる田

原西段、古事記編纂者太安麻呂の墓な Eが茶畑の中に点

在する奈良市東部の田原にはヘリポートが計画され、静

寂と歴史的環境を守ろうとする反対運動があった。これ

らの 3fylJは、地域の将来像をどのように合意形成し、景

観をEのようにコントロールしていくかという広域の景

l跡地保存の課題を示すものと いえよう 。

研究の課題 追跡、造物、歴史的建造物など文化遺産は、

その価値を理解しやすいが、棚田景観や文学に表現され

た景観については、情緒的な側而が強〈、社会的、経済

的な要梢に対抗し得るだけの保存型R論が構築されてこな

かった。風景の科学的な研究では、風土を自然と歴史に

分け、さらに、目にみえる景観構成要素のみを分類、数

量化して、いかにも客観的な手法て風景を評価する方法

をとってきた。そのため文学というメディアを通 して形

成されたイメージなどは、近年まで景観研究の対象外で

あった。これらを文化的最観の対象とし、自然と歴史を

一体的に把握する研究手法の開発が急がれよう。

(内田和伸/平級官跡発織;ull:i'tifll)

不老徳(和歓のi高)



遺跡探査で何がわかるか

遺跡、探査と tづ場合、通常は地下に埋没している造構、

造物を地上から非破撲の方法で推定するこ tをいう。し

かし、最近では地上に泣存する石造、木造の!&造物の内

部診断や、発掘で検出された遺構の性絡を1ft定する化学

(1'.)方法もそれに含めて、文化財探査というように、ひろ

く辺解する ことが始ま っている。

地下の遺構、造物を推定する物理探査の方法には各種

あり、そのときの対象によって採用する方法も選択され

るが、できる限り複数の測定原理の異なる方法を用いて、

それらで得た結果を照合することが望ましく、それによ

って探査成果の信頼度もたかまる。

いずれの物理探査でも、求めているのは「土」と「こlニJ

の何らかの差異である。それを知る ことにより、周囲 t

災なる土の範囲、形態やi奈さを限定する。あるいは、土

小の「災物」の存在を推定する。 この場合の拠物として

は、周囲の土と大きく質が述う、金属や空洞、孤立した

大きな石などがあげられる。

土の判別が故も困難な対象例としては位穴や竪穴住居

がある。柱穴では、掘削に際しては内部の土は周辺にー

11寺おき、柱を立てた後にその土を再度埋め戻す。 すなわ

ち、柱穴の内部と周聞の土には基本的差異がない。竪穴

住居でも、通常、住居のrl-Iに雄和している土は間四より

徐々にもたらされたもので、内外の土質の差は小さいと

t、える。

物理探査の方法の中で、';r;:気探査では、地下に屯流を

流すことにより土を判別する。周囲とw:なる土質状態に
ある部分では、例えばi豪やfNtがある倒所ではそのために

水分が多〈、したがって比抵抗が低かったり、喋や砂な

どが多ければ抵抗が27iくなるわけである。

磁気探査では、土と土の差異(;t，、土壌41?磁識の違いや

熱残留磁気を帯びている例所を限定するこ tにより31とめ

る。，ii?磁率をみるときには、土壌の内外で鉄など磁性体

の合有誌に差があれば、その速いて土が判JJIJできると考・

える。熱残留磁気を帯びた11司所は、地磁気に大きな影響

を与えており、地磁気の呉市な部分として観illllされる。

I也'11レーダー探究では、 il!:i皮を地中へ強制(I¥Jに送り込
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み、それの反射、屈折、減去の状態から、土の差興や:1i'¥1

物の存在を知l る。'，l!: ì皮は叫~1'tのiiE う音11分から多〈反射す

る。金属や空ì~1あるいは孤立した大きな石など、 );I~闘の

土111:質が苦しく輿なるイI~I所ては大きな反射カtおこり、

土用が逃う境界商でも反射する。

以上のように、各種探査方法はそれぞれ災なる物理的

要因から土を判別したり、災物の存在を推定する。 言葉

を換えていえば、求めているのは何らかの要素て判別て

きた;りl~.tや、それの規棋や形態が知られるのみで、 hll何

なる遺構であるのかの性緒、どのような材質の造物て.あ

るのかの判断は、追跡調査にたずさわる者がしなくては

ならない。

そのためには、調査者は探査で限定てきた要閃が、何

に起閃する可能性があるかを長nる必要がある。すなわち、

各探査の方法で求めている物理的要素から考rえられる可

能性を限定しなくてはならなL、。たtえば、線状に辿絞

する師狭い土質のj慢なる構造が捉えられた場合、'，l!:気探

査でみたとき、その部分が低比抵抗であれば消やi張であ

る可能性があるし、 72i比抵抗であれば道路 とか石からな

る梢造物を考えなくてはな らないだろ う。

このような探査の方法や原理Jlを理解する ことのほかに、

探究を採用した追跡における考古学的基礎調査を!照合す

ることも重要である。散布している造物からの年代推定

や立地υ也形観察により、遺跡の性格も限定して考えら
れる。問辺遺跡における既往の調査成果を検討すること

も、欠かすことのできない基礎作業である。

ある現場へ臨んで探査を採mする実際においては、当
然ながら、目的をもってそれをおこなう。古墳であれば、

主体制lを探る tか、周j豪の親悦や形態を求めるとか、耳

石の存在位置を知りたいなEである。この例では、求め

る対象がある概略の位置はわかるし、測定すべき純|別も

限定できる。

しカ・し、住居跡すなわち集務を対象と する場合には、

個々の住居の位置は予め推定できなt、。また、それ以外

の消や土坑など各種の泣榊が存在する ことも仮定してお

かなくてはならない。

一度の探筑で、多数の性絡の!Nなる遺構や泣物ぞ対象

とするのは難しいといえるのである。

(西村 康/埋蔵文化財センター)



発掘調査支援機械システムの
試作研究

本研究は、逃跡発掘作業の「迅速化J r省力化J r精密

イヒ」を図ることを目的として、発掘調査支援に有効な機

械システムを新たに考案し、試作と実験をおこなうも の

である。平成5年度から「掘削」と riWJ定」の 2点に重

点を置いて研究を進めている。

掘削機棉 これまでに、造物包合府の掘削を対象とし、

平刃やワイ ヤーブラシなどを用L、た回転掘削刃および、

羽i土処理装置を試作して実験をおこない、その性能とJirJ

題点について検討を進めてきた。 これらの検討の小で、

1)掘削 I:I~ に出現する造物を損傷または破唆してしま う 可

能性がある こと、 2)掘削後の迫梢而の状態が従来の手羽

りによる状態と異なること、の2点が謀組となった。そ

こで泣物守傷つけず、掘削後、遺構表面を確認しやすく

する方法として、 手による掘削動作をそのまま機械で災

現する方向を検討した。

本体内部には、 中子を介してri肝炎に往似述到jする掬il'[IJ

刃が4本設世されており、刃先は掘削而と一定の角度で

桜する。実験上、動力源 (AClOOV)を圧縮空気とした。

空気圧シリンダーの動作により、 掘削、掘l'jlJ刃跳ねJ'.げ、

排土ワイパーの操作をおこなうが、 これらのHlIHil'!1は本体

に搭載されたマイコ ンによる。掘削実験では、従米の手

作業とほとんど変わらない掘削而を再現てきたが、I!!J111， 
の激しい掘削而て、は対応が難しい問題点が桟り、掘I'[IJ刃

押し付け力の自動調整機構の付加なEが記lij躍となった。

また、遺構面泊三掃にともなう排土の処理や、降雨後追

椛上に桟存する水の速やかな排出など、掘I'[IJ作業にやJ'M

する作業の機械力による効率化も試みている。追跡、発掘

作業全体の支援のためには、掘1'[lJ作業以外での効率化を

掘削実鍛装置の外観 装置内鋸削刃部

いかに図るかを再検討する こ とも 重要な fz~H睡である 。

(内田昭人/埋蔵文化111七ンター)

発掘調査支掻データベースシステム 従来より If日発を進

めてきた本システムは、現状て‘rCG平板if!iJi，rシステム」
と「造構データ管理システム」の 2つのサブシステムか

らな る構成をと っている。主な使川機器は、発掘現場作

業JIJの自由j追尾ト ータノレステーション、ぺンノー ト型パ

ソコン、屋内作業用のデスクトップ型ノfソコンである。

CG平板制批システムは、従来、 調査員の実泌IJや空中写

Jlによって作成してきた追構図を、発指r:現場において、

ui械、 3次元データとしてモニタリングし、 デジタノレマ
ップを作成するシステムである。 また、同11;1・に泣物のllz

J'.げ位置や属性情報などのデータも記鉢する。

jfi椛データ哲':JlJ[システムは、発射現場て‘採取したデジ

タノレデータを管理するものである。地形図や既存の発掘

調査の!玄米 (:ifi.hVt凶、ヲê~~li調査所見、 i立物デー夕、 l亙i f:象

テマータなど)をあらかじめ入力しておく ことによって、

新たなデータと既往調査の関係を叩l住に確認する ことが

でき、 円々の調査の検討に役立て るものである。

一般に普及率の高いMS-Windows用のCADをシス テ

ム全体の1'11心にしているこ とから汎JFJ性は市〈、必要な

アドインソフ トウェアの開発ぞおこなう ことで様々な発

展の可能性をもっている。たとえば、造梢のデジタノレマ

ッピングデータをもとに、CGによる発掘jti跡iW京のシミ

ュレーショ ン、経備基本計画の作成や造成土iA;の計算ーな

ど、追跡似!京臨附設計支援ツーノレを加えたシステムに発

展させるなど、発掘調査支援の純凶を広げる ことができ

る。現在、システム自体やGUIを改良するとともに、発掘

調査現場ての段取りや調査の進行状況において、 このシ

ステムをどの過程にどのよ うなかたちで導入すれば、よ

り有効な発掘調査支援を?おこなえるのかを検証している。

(平;翠毅/+械宮跡~êjll\~l 'í'ì:剖1)

rCG平板測量システムJ 俊器 現'llll準備状鍛
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文化財建造物写真ガラス乾板の
デジタル・データ化

奈文研では、かつて文化庁建造物諜が保管していた文

化財建造物の写真Jゲラス乾板を約32.000枚所有 してい る。

写真は戦前から昭和30年代に撒J;与されたもので、なカ、

には11攻災等で焼失した主主物の写其、過去の修理前 ・修理

中の写真な E、現在てはみられない姿を撒影したものが

あり、 これら乾板は古jl、資料価値をもっている。 しかし、

乾板は当研究所に移された時点て二すでにガラスカr~ilJ れ

たり、 JJ莫而のキIJ離、銀化等、劣化が甚だしかった。現在

は空調設備の整った保管庫に保存しているものの、今後

とも乾板の劣化を完全にくいとめることは不可能である。

乾板の整迎 ・保管に際しては、台帳の作成1:IPJII寺に35

ミリ撮影をおこなって検索用アノレパムを作成した。現段

階ては、台帳 ・アノレパムを一般には公開していないが、

関係機関からの要前があれば、必要な写真の焼き付けを

提供している 。 焼き付けは、ガラス j~t板ヵ、らの密着焼き

付-けをおこなっ てい るが、ガラスがIl![弱なうえに、!京板

が凹ツ切もしくはキャピオ、サイズと大きしその作業を

慎重におこなっているものの、作業時における破損の危

険性が大きい。

このような状況のもと、将来的な乾板の劣化、 焼き付

け作業11寺の破損を回避するため、さらには、資料の公Br.J

ぞ目指して、カ、、ラス乾板のCD-ROM化に着手し、本年度

は約700枚の車在中反をデータイヒした。

画像データの保存形式は、現在広く 一般に利用されて

いるTIFF形式とし、l東板がすべてモノク ロ写Jlである

とこ ろから、 モノク ログレースケーノレ(角平像度は、フォ ト

CDの64ベース相当)が最適と判断した。今後、ハードや

ソフトが進化しで も、データはそのまま利用可能である。

テマジタノレデータから得られる精度の高い焼き付けは、

フィルム/:1:'，力したも のからのプリントである。フィノレム

を作成することによ って、大きなサイズ.への引きや11ばし

にも対応できる。 また、デジタノレデータからのプリンタ

ー出力についてむ、プリンターの性能に大言〈左右され

るが、レーザー露光熱現像転写方式のプリンターを使用

すれば、蒋現域が幸子二|ム狭 い ものの、)京板からのお~t き付け

に近い画質が得られる。 したがって、今後原板の劣化が
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上:乾板からの焼き付け

中:デジタルデータをフィルム出力したものからの焼き付け

下:デジタルデータからのプリンター出力したもの :プリンターはピク
トログラフィーを使用 (いすれも1/2縮小)

:iI主んでも、このデータが保存されている限りは半永久的

な資料となり得る。今後も 、こ の作業を継続し、データ

検索システムにのせたうえで、関係機関には公聞をおこ

ひって、資料要求にも応える予定である。

(井上直夫 ・ 島田敏男/飛J.~藤原';:;; N1r.・ 1fJlIÎ 調査古Ií)



華中・華北の後期旧石器文化

平成 811'.12月、 '11匡l江蘇省の蘇J.Hi打陣物船を訪れる機

会にj恵まれ、大前JJ三山向のILI石告完全兄:寺ぐする ことができ

た。 この石器については、隙淳氏らが、フリントなどを

月JL、たもので、小J~の恭IJ)'r や石核が多〈、秋:~~の石器に

!J.削 T.号、尖頭石i114、石錐、 i~波打器がある こ と、多くの争IJ

片に鋸歯状の使用泌がみられる点が特徴と組合している。

今回の兄学ても、 一般的に小形であり、ネIJ)'I'の多くには

打開調整や副官11制緩、さらには二次加工もほとんどみる

ことができない ことを確J.{l.した。さまさーまな調路を)IJ L、

ない単純な手法で禁11I~1iした年IJ )午を、そのまま利)IJi・ると

いう石総使川のあり方を推定できる。司有名がかつて実際

に観察した資本qてiJ.、広西チワン族向治区千l)iliil~1 、 台間・

八'(llli問のそi総l洋と矧似していた。 また、江同行1111人il日n干
府や福建省湾州などの石総群も同校の特徴をも つようで¥

こ の種の石器lÞtlJ. 、 qq卦大陸の準 '1 1 以南の海~:りの地域

に版|非|しているといえる。 ここでは、 これらを事小引石

器1洋t仮私、する。 この1mrll型石器群は、発注した'1'1'111;慌

が共伴した可能性が市〈、こうした石器の11".純さは、引

総への依存度が低〈、石慌の役;IIIJヵT比較的限定されてい

たことを反11央していると考えている 。 手。~ ~II型石総1t干の年

代は、 t臼l蓮i郡洞戸同!やf官仰仙11山11人i市洞F同|の年{代til訓制JII則1ドIIJリ定1i他|直立カか、 ら約 2 万d年|ドi斗哨ri而前iド拘ij以1後ゑ、

1後灸J則切旧石器11時!侍寺制f代℃末てで‘あある。 このH制01、 ift河一議制山)V~以

北では*111石刃文化が展開する。制11石)}文化では、 1I出は

ま作rll型石総訴と大きく契なり、様々な器在ffに分化してお

り、道具の111てきわめて大きな位置を.Iiめていたとみな

すことができる。

こうした南北の石慌の差はなぜ生じたのTごろうか。一

つには、そ れぞれの石総併がおかれた環境差 t、それに

起阿する生前様式のi!Ji.いによると考rえている。一倍'11型不i

総計が分布する地域は、より低緋J主て il止にも近いこと

から、比較的温暖て氷J闘の)jl三科も少なく、森林が低・勢で

あったとされている。手作rll型不iT.iFltI'のi立跡ては、 J立物祉

の比較的多いillll穴i品;跡が多 〈、 l山I

食川にしfた'-.:i淡炎水性巻L以lのl孔lυ)i肘f将4をも つw例ヂ抑列|リlもしlば工しlばfみ られ
る。 これらから、さまざまな資源を利川しつつ、比般的

長期にわたる固定的なベースキャンプを中心とした午前

fれにを?fl!定できる。比較的多郡の資ilJj(が分散して存在し

ていたと考えられる森林環境-1;て、撃'11叱l石器併を残し

た人びとは、ある特定の資源を(111¥.illすることなく、多様

な資ilJj(守利mする ことで、さまぎまな危機を回避する!i攻
略を~んだようである 。 j主に、 *111石刃文化が成行した地

域は、 ilk最初JcJOlの影響カt'I!Il<、乾燥化が進み、ヰq点が低-

事うであったところである o *111石刃文化では、河北省のJ11与

山南館や山東 ・江蘇両省の15陛111、Illilli:tiの下川なE、
小規院な追跡が市集して分布するケースが多〈、泣跡、か

らはシカ ・ウマ・万七ツレなど、比較的限定された種類の

動物'j'l・カt.'!'.jょする。 これらカ2ら、*1I11I刃文化の集団IJ.、

1ヲi 定の!日j物の糾:1m に il~イム頻繁な移動宏繰り返す生活を

込っていたといJI析している。l:ih~1 という 、少種の資源が

ノfッチ状に分布したであろう環境下て旬、知l石子j文化の人

びとは、少数の資源に依存度をたかめ、こ れを効率的に

利川する 'j仰併を とったと考えられる。 こうした他業級武

の差が、石器 ・石材に対する依存度の発を生み、大きな

外)~上の差裂が則示されたのだろう 。

ここで興味深いのは、山東ヂiの泰山凶南箆や河北省武

騨などから、市小型に矧似した石mf.~洋が検.'1うされている

ことである。後JOIII:I石総時代未知iに、制石子j文化が展|品l

していた地減の一部て¥中111石刃文化から事rJl型石器鮮へ

の転僚、つまり宅前株式の転換がお こなわれていた可能

性を示すからである。 また故近、帯rl'l型石器群 .*111石子j

文化L、ずれてら 、 l万11:'I1ij以I1ijにさかのlよるきわめて古

い土品が共伴することが'liJIリjしてきた。事北の新石器文

化の源流がどちらにあるかを考えるJてて‘も、 この現象!.i

屯要であろう 。ご{1T;ql・手作Jじの後JUl旧石器文化には多くの

未解決で.興味深いnr]組が伐っている。今後とも 、研究全

続けたい。 (加藤真二/ ・lι械 :~'I 跡発似w!11t部i)

ヲザ

五二込
関連週初分布図
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中国唐代の古墳壁画は、地下を掘りだしてつくった暮

道や墓室の壁面に拙かれている。墓遣の壁而lこは漆l食を

塗って、その上に絵を描いている。なかには、漆喰を塗

らずに土而にじかに絵を描いている例もあるという。 :基

室には、墓道と同じ手法て絵を描t、ている例もあるが、

多〈の場合、墓室は1専を積み上げてつくっており、場の

表而に漆喰そ塗り、絵をJ苗いている。唐代の古墳壁画で

は、房陵公主、永泰公主、主主懐太子、徒、徳太子な Eの墓

から発見されたものがよく知られている。

隙西省では、こ うした古墳壁匝|の保存について、壁画

而を薄〈争IJき(l!Xって室内に持ち帰り保存する方式をtっ

ている。 70年ほど前から この手法で争IJぎ取 り保存してお

り、現在までにおよそ800点の壁画を保存し、あるいはi呼

物館で展示公開している。 ヨーロッバでも 、フレス コ回

を同様の手法で剥lぎI[Xり、保存してきたが、最近ではこ

の極の保存作業はあまりみられないようである。

隙西省考古研究所では、恵荘太子基(玄宗皇帝の第三

子)の発掘調査と壁画の来IJざ取りを実施 した。 tき11は、

発掘調査中の恵荘太子墓の全景、医12は、墓道内の壁面l

の争IJぎ取り状況を示す。桃ヤニ (桃11交)を水て‘溶いた接

着剤を塗布し、布を張りつけて岡田を補強し、禁IJぎ取る。

この接着剤は水に可j容なので、必要に応じて、一度張り

つけた布を、容易に取りはずすことができる。

古墳の墓道lま、当初から土で:埋めもど している。その

ため、壁画は土中に埋まった状態にあり 、やや混潤な環

図1 発錨中の恵荘太子墓
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境を保っているのが普通である。土中ては光を受ける こ

ともなく、温度も低〈安定しているので、顔料に対して

の保存環境はUしろ良好といえよう 。 しかし、いったん

掘り出され、室内に運ばれた段階から、槌色がはじまり、

顔料が剥落するものもある。

当研究所は、平成 8年度から中国 ・隙西省文物管理

局 ・陳西歴史博物館 ・映西省考古研究所 ・陳西省文物保

護中心 と「中匡|古墳壁画の総合的調査と保存法の開発研

究J (代表者・田中琢)に|対する共同研究をおこ なってい

る。壁画の保存問題は、たんに保存環境の制御というば

かりでなく、保存技術や保存材料そのものの改善改良、

あるいは開発も必要である。

共同研究では、以下のような研究書iij起を とりあげる こ

とにした。すなわち、①光、 とくに紫外錦の顔料に及rf

す影響の究明、紫外線に対する抵抗力の小さ い顔料、逆

に比較的抵抗力がある顔料などの確認をおこなう こと 、

②壁画の下地である漆喰は、長年月の聞に地下水などの

彬響を受けて化学的変化を起こす可能性があり、 化学的

な変化が顔料に及ぼす化学的影響がありえるかどうかの

実験的解析、③壁画は単色で描くばかりではない。複数

の色を混ぜたi昆色も使う。 i昆色の槌色に関するメ カニズ

ムの解明、@顔料の会IJ落が顔料の新しい}自主?披i歴し、さ

らに槌色守促進する。つまり、顔料ーの争IJ落が壁画全体の

色相や色調を微妙に変化させる ことがある。余IJ落の対策

の研究も重要謀題である。

槌色試験に先立ち、まず従来の古代壁画顔料の同定結

果をもとに し、ま た美術史関辿資料ーなど を参考にしなが

ら、古代に1aわれていたであろうすべての顔料をリス ト
アップした。そして、実際に絵を描〈要領て、方形の和

紙片(縦6cmX検 5cm)に各種の顔料ーを塗 り、試験用の

色見本を作成した。 これらの試験片は、研究室内で暴露

し、槌色状況を観察し、逐次分析する ことにしている。

色見本は、同ーのものぞ 2セッ ト作成し、中国際西省 と

当研究所において恭露し、槌色状況の観察と逐次分析を

おこなう。ま た、②の問題点を究明するため、板に漆l喰

を塗 り、その上に各種の顔料ぞ塗り、和紙の色見本と同

様に槌色試験を実施中である。

わが国における古代壁画の代表例は、奈良県法隆寺金

堂の壁画であろう。 1990年、法隆寺のものとほぼ同時期

の古代寺院壁画が鳥取県上i定廃寺跡から出土した。それ



図E 恵荘太子聖書壁画転写作祭

までは日本の古代仏教壁画の造例は法隆寺金堂壁iTI_ilしか

なく 、数少ない壁i匝|資料の発見となった。 しかしながら、

上淀廃寺の壁画は火災のために熱を受けて変色したもの

であり、 中国の古墳壁画にみられるような、長年月の1I;!j・

空を経て槌色 したものとはよ尽なっている。

槌色した顔料の分析をもと に当初jの色の再現を試みる

ことも、壁画研究には重要なことである。第一段階とし

て、上淀廃寺 I~I~土の壁画片を分析試料として顔料・の同定

守試みた。顔料は熱をうける t変質 し、あるいは消失す

る。上i出発寺出土の壁画片からは、鉄や般化欽;e検出し

た。古代の赤色顔料には、般化鉄を主体にしたベンJゲラ

があり、それは熱をうけても変イヒする ことなく、 '!i定し

た酸化鉄のままである。 :;Ji;、色顔料のうち、鉛丹は葬/¥をう

ける と密陀flqに変化する。したがって、鉛成分を検出す

れば、そ こに鉛丹か密陀憎が存在した ことがわかる。壁

画のモチーフ別に美術史的な観点から検討して、 L、ずれ

かを推定 した。う|りま概発分解して消火するので、 化学分

析をしても主成分の7)<銀な Eを検出する ことはない。し

かし、古代壁画の実例をもとに、あるいは美術史的な兄

地からすると 、た とえば、ヰ11'将似の唇音Il分には朱を猿っ

ている例が多い。被災 した似の唇部分から水銀ぞ検0'1'1し

なヵ・った ことが、逆にう|ミの存在ぞ示 しているという こと

もできる。

被災 したものに限らず、分析化学だけでは壁画のI，il定

表l 古代の使用顔料一覧(山崎一雄氏作成の表に追加)

題類 九州装飾古償 高松嫁 法隆寺 上淀廃寺

ベン3ゲラ ベンガラ ベンガラ
坑、 不純なベンガラ 封之 米

朱 1;) i'r j;¥ n-
j!'i Ilt色tliJ: 世t 1・ b蒋tJ!?と itlq bliSEJFとW:土? 
弘主 緑色宕-Li粉末 t主 IJ t主 ，'j- 総 ζ~j' 

ご9・1ぇ lif. ';・I !伴 IJ !t~ 1'0' 

内 l包色粘土
ィ、 11月

白
トJ也i!';.n良

マlンえカ'ンBよよ物 ! I~ 卦』 !~ 

表2 各種顔料の熱変化
顔料 名 化学成分 火災による変化
ベン:}/ラ R主化t);(Fe，u，) 不変(鉄、酸化鉄)

米j:(S・;紫}411・)1t欽
凶断三行民ヒ主水化量Sit}({H12bg3S0)‘) 拘首ifld花E1lf(PbO}に失変す化

えL 分解し.iri る

b{I待;1;と1作よ) 合ノk一話量酸化化欽鉛(F(EP20b3O11)H20) j水存融分すを失るがい、‘ 変;}j:色色せに変ず化

u IJ 
C鉱u以C物40B名3T-lC-:LiuJ 4R主iFl

酸化第一鋼、問主化第一鋒l
( L(Ofを(-イlL[) 

Ilt'i'j-
(2C鉱1u孟物C』05%314・1c.1災u4被5(2O符銅H鉱)，) 

酸化第一鋼、 R主化ij'í=~罰

I.I~ m ;f， 消失する

II 技般アルミニウム 水分{r~たうが‘外).!.は不変

には限界がある。美術史やiilll家などとの共同作業によっ

てこそ、より確かな分析的研究を可能にする。その{也の

顔料についても 同じように分析し各分野との共同作業

を得て、 上i定廃寺山土壁画については、赤 ・貰 ・紘・背・

1'=1・-!'sの6系統9種類の顔料を同定することができた。

法隆寺金堂壁画ては、金堂が~~HJ1する前 に、顔料の同

定作業がおこなわれてお り、臼 .i)i;、・封 ・緑 .'I~;- ・ 紫 ・

黒色の 7 系統11種類の顔料が確fi.~. さ れている。白色系の

顔料では、白土(珪酸アル ミニウム)・胡粉(炭般カルシ

ウム)の 2種の郎料を同定している。以下、赤色系では

朱(1，硫化水銀)・鈴丹(凹三酸化鉛)・ベンヵーラ (般化欽)

の 3 磁、~&色系で.は黄土(含水酸化鉄) ・ 宿陀僧(一酸化

事件)の 2種、緑色系では岩緑青 (*ML基性炭酸銅)、背色系

では;tn伴者 (塩基性炭般銅)、紫色系では明白ではない
が、何らカ、の混合物である。黒色系ては五s(炭素)が使

用されて いることを'!i(riN忍している。

Fl*の古墳壁|晋|ては、尚松塚古墳の壁iililが有名である。

そのほか、装鮒li古墳にみられる壁同がある。 とくに、 九

州北部地方に装ilfli古墳が集中して存在している。およそ、

5世紀から 6世紀にかけてつくられたものである。これ

らの装飾古墳をはじめ、極彩色の高松塚古墳壁問、法隆

寺金堂壁画、そして、 _h定廃寺I.l'.:[.壁l市lに認められた顔

料金表 lにまとめた。また、表 2には、各種の顔料が熱

を受けた場合の変化を示 して いる。(沢田正昭/宅l¥泌文化財

七ンタ一、田中 琢/所長、町田 章/'I1.l7&，宮跡先制;;1.'.I'tiffll)
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奈良岡立文化財研究所は、文化庁が平1lX:5 1fl.支よりJ)f.1

始した「アンコール文化遺産保護共同研究::tJ~~J におい

て、カンボジアでの引地調査と、 l守本における研究の実

際を担当している。

事業ーを開始した当初jの3年1111は、予備調査のJUHmt位

置づけて、現地調査では、諸外国を含む各調査隊がおこ

なっている現状の研究と実縦を点検し、従来取り組まれ

ていない諜組、あるいは研究として希薄な点を洗いだし、

独自に:rt・献できる項目の選定に努めてきた。

その結果、われわれの取り組む事業としては、 当分の

Inl、1)基準点illili.Iや写其illlli立を含むilllli正調査、 2)追跡保

査、 3)紘穴など詳細!な土壌判別が要求される車内街発投~;J，';j

査などに目棋をおき、 JJ~業を推進する こと にしている 。

追跡傑査では、乾101と悶JtJIと季節を追えて実験illll定を

実胞して、保査の実際における問題点をあきらかにしな

がら、探査!此よ~も得ている 。

ここで今までに係!日した探査の方法は電気探究、磁気

探賀、 j也rl'レーダー探査である。

電気探査 イギリスGeoscan主1:製のRM15型装置を)lJL、

たillll定で、 2伍法を器本に検討した。乾期には地表而と

上!刊50-60cm程度までが極度に乾燥しているために、 1位

極 u也而とのイ・分なコンタク トが とれず、有効なillll定は
できなし、。 しかし、 mJ切であれば目的通りの測定が可能
なこtカf;f当JIリjした。

磁気探査 これもイギリスGeoscan社製の袋町である

FM18型のフラックスゲートGradiometerを採川した。

磁気傾斜を求める本装置による測定では、遺跡が低緯度

に位置するために、磁気呉市の変化が小さく観測される

ことにま ずれがついた。

改めて考えれば当然のことながら、測定には*"トじ、の注

意が要求され、熟練した測定者てないと、信頼できる観

iWl値が得られない点が注目される。

また、現地はiT:iJUI、乾期をとわず'，:j; 1I寺気i紘が~'llj ~ 、ので、

その熱によりフラックスゲー ト のセ ンサーとアンプは)*~

響ぞ受けることも注なされる。そのために、 illll定値はド

リフトして、短H寺1111のillll定でも変化する。

40 俗文研年梶1/19971

そして、 このドリ フトは どうやらn
〈仁、不鋭11則lド川lリlてて.あることもp確在;認jE立EE‘しTたJ。 したがって、 通市お

こなう補正の方法は有効ではなく、独自の手法をHIいる

必要があった。

地中レーダー探査 アメリカG.S.S.I.社製SIR-2型装

慌で、 300MHzアンテナをfIIL、て検討した。

この方法ては、乾期のみの測定であるが、 i菜さ約2m 

ねl立までであれば、有効なiJIII定ができる こtを認めた。

また、乾期であっ ても石造の構造物が1~1I1貨に捉え られる

ことが確認できている。

iWl定の一例がスラ ・スラン泳池の西側における測定で

ある (口絵参照)。ここでは、 小税棋な火務惑を探る こと

を目的として実験的に探究 したものであるが、結果には

南北方向に:iiliなる、反射の大きな構造物のあることを認

めた。探査位置の北方で、先王手、発掘調読をしたフラン

ス隊のおりよRを参考にすると、この構造物はイi組みの械で.

ある ことは、ほぽ1111追いない tいえる。

アンコール遺跡において、はじめて探究の方法で確実

な泣怖をあきらかにできたのである。

(西村 康/嬰蔵文化財センター、 杉山 洋/飛IL資料館)

0.00 10.00 20.00 3000 40.00 5000 

スラ ・スラン泳池西側での深査結果

(地中レーダー平函図 20・30ns)
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11 -1.調査と研究

飛鳥藤原京の発掘調査

飛鳥 ・藤原地域では1996年度に30件の発掘調査をおこ

なった。以下、主要な調査を概観する。

藤原宮関係の調査は 7件。西方官街南地区の調査(第

82次)では、藤原宮期には追構が希薄であることを確認、

宮に先行する条坊遺構(西二坊坊間路、五条大路)も検

出した。坊間路側溝からは「評」木簡が出土。下層の古

墳時代の水田、川なEは四分遺跡北辺の状況を示す。

藤原京関係は9件。右京一条一坊西北坪の調査(第81

次)では、南北棟を主体とする小規模な掘立柱建物、井

戸、土坑等からなる遺構群を検出し、工房関係逃物や和

同銭など注目される造物が出土し、宮北方における坪内

の様相をうかがう好資料を得た。左京七条(第81-1次)

では、東三坊坊間路とその東側溝、および側溝を埋めて

設けられた南北塀-を検出している。

飛鳥関係は12件。7，/'(落追跡(水落追跡、第9次)では、

水H寺計跡の東南に隣接して、飛鳥時代の大規模な四面庇

付東西棟掘立柱建物を検出。飛鳥寺西門地区の調査(飛

鳥寺1996-1次)は、 40年ぶりに西門跡を再検出し、構

造、規模を再確認するとともに、門西方で、土管i暗渠、

石組み大溝、掘立柱南北塀や、石列など 7世紀の前半か

ら後半に至る詳細な変遂をあきらかにした。飛鳥寺寺域

内の調査(飛鳥寺1996-3次)てやは、西商大垣、暗渠など

を確認。飛鳥寺東南部の調査(第84次)てやは、 7~8 世

紀代の東西溝、周囲に石敷をめ寸らす井戸などを検出。

飛鳥寺寺域区画施設や飛鳥池工房 (1991年調査)との関

連が課題で、調査は1997年度も継続する。川原寺寺城西

部の調査(川原寺1996-1次)てやは、木樋I培渠、築地など

を検出し、寺城西南部の調査()1I原寺1996-2次)では、

寺の創建に関わるとみられる掘立柱建物を検出した。山

田寺南面東回廊の調査(山田寺第10次)は、保存良好な

地袈材や屋根瓦の状況から回廊の建設から廃絶に至るプ

42 後文研年報/1997-1

ロセスを解明し、坂田寺(坂田寺1996-1次)の調査で

は、西面回廊の石組の内側雨落溝を検出した。

以上のほかに、桜井市吉備における調査 (第81-14・16

次)て， 7世紀半ばの大規模な寺院跡を確認し、「吉備池

廃寺J(きびし、けはいじ)と命名した。金堂と推定される

大な版築基壇や、出土瓦などから、針明天皇が建立し

た百済大寺の可能性が高い。以上の調査成果の詳細につ

いては、年報IIを参照されたい。なお、発掘調査にとも

なう現地説明会は、以下の日時におこなった。

(千田剛道)

6月15R 山田寺第10次(南面東回廊)佐川正敏 ・藤凹盟児

10月5FI 飛鳥寺西門地区 花谷浩

3月1円 吉備i也廃寺 小津毅
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平城京の発掘調査

1996年度に平城宮跡発掘調査部がおこなった発掘調

は、平城宮跡6件、平城京跡、17件、京内寺院 ・その他3

件であった。この26件の調査のうち、 学術発掘および史

跡盤備にともなうものは 7件8570m'、住宅建設などにと

もなう緊急調査は19件4562m%で、あった。部長 ・写真専門

員をのぞく調査部員は23人であり、平均すると、 一人あ

たりl.13件 ・575m2の発掘を担当したことになる。

おもな調査は以下のとおりである。平城宮跡では、東

区朝堂院南門東築地(第267次)、東院西辺部(第270

次)、東院国池(第271・276次)、式部省東方官街(第273

次)と、調査が宮の東南部に集中した。第267次調査で

は、束区朝堂院南限を区画する塀:・門の改築の状況をほ

ぼ解明した。第270次調査では、奈良時代末期に内装正殿

につ?大規模な建物が存在したことなど、 字奈多理神社

西方地区の様相をあきらかにした。第271・276次調査で

は、東院国j也および東面・南面大垣の詳細を把握するこ

とができ、進行中の整備事業に賞重な知見を提供した。

第273次調査では、調査部が継続的におこなって主た式部

省東方官街の調査をほぼ終了し、 この地区の官街の建物



配置や性格の変遷を解明することとなった。

不域では、宮北方の市庭古墳周辺の調査が比較的多か

った。第269-1・13次調査では、海龍王寺周辺の変則的な

粂坊配置があきらかになった。また、長屋王l_¥lS(第269-

4次)、東一坊坊間路(第269-5次)に関しでも新たな知

λを得ることができた。 さらに、多量の緑~Ih瓦と公的も

しくは宮的な色彩の強L、建物群を検出した左京二条二坊

十一坪の調査(第279次)も特筆すべきものである。外京

域 ・京外ては、大乗院の調査(第275・278次) と頭併の

調査 (第277次)をおこなった。前者では、大釆院庭闘お

よび御所北辺の中世末~近代の状況をあきらかにした。

とくに第275次調査では、日本ナショナノレトラストによる

大乗院庭園整備 (57頁参照)に基礎資料を提供できた。

後者てのは、下層 ・上層頭搭の構造と変遷を詳細に把握て

きた。また、心柱礎石やその抜取穴から差し銭を発見す

るなど、重要な資料を得た。さらに、古墳時代後期の繊

{式石室や江戸期の基がみつかり、多方而にわたる新情

報を提供した。以上の調査成果の詳細については、年報

IIIを参照されたし、。なお、発掘調査にともなう現地説明

会は、以下の日時に開催した。 (加藤真二)

6月8Ii 平以宮第267次(京区制堂院前而築地)古尾谷知市

月24R J ll~成宮第270次(点院)孝行崎和久、汗rn'q:之

12月7n 平減符第273次(式部省東方官筒)平滞毅
3月8日 平滅宮第279次(左京二糸二fJj-Pf)弁_I'.手11人

ヲ矢文句fiドffV1997-1 43 



建造物の調査と研究

南都を中心とする古代建築の調査研究 これまでに蓄積

された調査研究の成果をもとに、古代建築の各部材や組

物の大きさと寸法の比例関係、ならびに構造力学からみ

た架橋:ゃ ~!rlJ組の構造などの研究をすすめている (20-21

A 参照)。ま た、 建物復!京に直接関連 して、鴎尾、風鍔そ

の他剣iり金具、肩額、扉装置、築地の版築などディテー

ノレの調査をおこなった。

遺跡の建造物復原方法の研究 全国の建造物復原事業の

実態を、都道府県の協力を得てアンケートをとり、 とく

に主要な事業については現地調査をおこなったうえ、耐:

究集会を開催した (52頁参照)。また、類似性のある韓国

の宮殿建築等の復原状況も調査した。

平城宮建物復原実施にともなう調査研究 大極殿の復j点

基本設計に関する民修や、東院西建物復原実施設計にl品l

する監修協力において、古代建造物の技法及び実施上の

諸問題などの検討をおこなった。朱雀門・東院中央建物・

宮内省の復原施工の肢修ては、材料の選択、原寸図作成

ならびに木材加工、瓦などの原型製作などの機会に細部

技法について検討した。そのf也、飛鳥資料館において展

小することになった山田寺田廊再現にあたり、部材の復

原考察と展示のあり方や方法なεの検討に参加した。
滋賀県近世民家調査 3ヶ年継続事業の 2年度目となり、

第2次調査をおこなった (30-31頁参照)。

鳥取県近代化遺産総合調査 2ヶ年継続事業の初年度に

あたり、県内市町村による悉皆調査によって100件はどの

詳細調査候補を リストアップし、 1回目の詳細調査を実

施した (57頁参照)。

建造物保存修復の理念及び方法に関する日独共同研究

2ヶ年継続研究の初年度にあたり、 ドイツ各地の都市の

IIJT並み、さらに教会、 宮殿、近代建築な ど個別の建造物

について、保存修復および活用の状況を現地調査した。

ドイツからも研究者を招科した。(木村勉)
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書跡資料の調査

南部諸大寺を中心として継続しておこなっている書跡

資料の調査は、今年度は薬師寺、法隆寺、興福寺などに

ついて実施 した。薬師寺は、東大史料編纂所との共同調

菅である。今年度は25-27函の調書作成と、 20、22函の

写兵撮影をおこなった。木製の文書箱は全部で28箱ある

が、その最終段階で大型の箱に多種多様のものが大量に

収納されており、なかなか調書作成のスピードアップが

はかれない状態である。しかし、調究終了分からでもデ

ータ公開と中世史料分の取りまとめをしようと考えてい

る。法隆寺は、文書記録の整理目録化の作業をおこなっ

ており、また興福寺は「興福寺典銘文書目録第二巻」収

録分以後の経箱の調査が課題である。

南部以外では、仁和寺の文書の釈文作成と笹11経蔵所蔵

分の目録作成の作業をおこなっている。 1960年代から調

査してきた仁和寺調査の史料刊行の継続事業 として、近

いうちに何らかのかたちで活字化する計画である。以上

のはか、各教育委員会の依頼により、奈良の西大寺元版

一切経、京者1)の典型寺一切経、滋賀の永源寺文書などの

調究と 、文化庁美術工芸諜の醍醐寺文書、東大寺修二会
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資料などの調査に協力した。

また、 1992年に北浦直人氏から寄贈された北Hll定政関

係資料を、岩本次郎調査員を中心として継続して整理し

てきたが、 96年度に、その目録と一部資料の繍刻、関連

論稿2編を収録した 『北浦定政関係資料J(97年3月)を刊

行した。江戸時代末期の平城京、各11段、粂里の研究者で

あった北浦定政は、数多くの調査図面、調査日誌、古文

献の写本などを残しているが、その内容紹介をも含んだ

録と、寄贈資料に含まれている書状や和歌などの目録

をあわせ収録した。定政の「平城宮大内装跡坪書I!之医IJ

は、南者1)に残っている粂皇、粂坊関係、の古文献を猟渉し

た成果しかれの実地踏査成果とが、あいまって図而の

上に結実したもので、文献と自然科学を取り込んだ学際

的研究といえるものであり、粂坊復原の基本をなしてい

ると高〈評価できょう 。今後、 この北浦定政が逃した生

術的成果は、測量;技術との関係な Eの再確認の作業を辿

すことによって、より 評価されるのでないかと忠われる。

ふ後は、これら定政関係資料を関連分野で協力して、活

用する研究が課題となろう 。 (綾村宏)
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埋蔵文化財センターの研究活動

埋蔵文化財センターでは、発掘技術者養成のための研

修や、各地の埋蔵文化財調査等に対する指導 ・助言をお

こなうほかに、各研究室および各人が課題を決めて進め

ている研究がある。それらは次の通りであり、そのうち

のいくつかは別頁で報告 しているので<*印)、ここでは

他のいくつかについて紹介しよう 。

埋蔵文化財閥係情報の収集と訓究/全国不動産文化財情報シス テム

の持及流通に!刻する調査研究/解折図化システムに よる文化財計測法

のIlH発/デジタノレ画像に よる発掘調究記録法の If~lge研究/純文編年の

学史的研究/日本古代の稲作股耕掠式の変遷に|瑚する研究/古代地方

官街追跡の調査研究/古代合It!IillfiYtの集成的研究/京アジア古代者11城

の比較研究/京アジア古代の峰l¥il追梢の比較研究/京アジアの古代型

{象・ 培匝lの技法的研究*/刷物遺存体による生業活動の棋院t(I'，)研究/

技存脂質分析による生活環境の御原的研究/古気候の復原的研究/年

輪年代法による古墳時代|制始時期に|見!する研究*/年輪年代法による

白羽山巨大噴火年代の解明/飛Jb-藤原 ・平城宮跡等I_P.土品の保有.処

思/古代石造物の製作技法、ならびに保存科学的研究/金銅製造物の

保存科学的研究/広域遺情探行.法の開発研究本/制限立1!物の構造安定

性に|具lする研究/石造文化財の経年変化に|民lする研究/発J問調査支援
機械システムの開発研究*

埋蔵文化財関係情報処理の現状 文化財情報の収集と公

開にはパソコン通信も 引き続き利用している。意見交換
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の場の提供だけではなく、各種データベースを作成して

活用をはかつている。また、新たにインターオ、ット経由

での情報公開と活用のために機器の整備を進め、「奈文研

ホームページ、」をたちあげて、外部への公聞を開始した。

奈文研の既往の調査研究の紹介だけで、はなく、発掘調査

の速報など、新鮮な情報の提供に心がけている。

全国不動産文化財情報システム情築の現状 平成 7年度

末に整備されたハードウエアを活用して初期データをイ

ンターオ、ット経由で公開するための準備作業をおこなっ

た。これと平行して遺跡情報の収集とデータベースの変

更 ・更新を続行している。データ公開のためのハードウ

ェア ・ソフトウェアは進歩が著 しい分野であり、最適な

手法の選択のために調査をおこなった。

解析図化システムによる文化財計測法の開発 発掘調査

でt~出したj企有与のデジタノレマッピングもようやく削L道に

のり、属性付けも方針が定まった。あとは、異なる図化

機の違うosのもとで作られたデータを変換して奈文研
のマシーンで可読できるデータにすること、データ保存

の媒体を統一規格にすることなE、各測量会社と綿密な

打ち合わせの上、決定していく作業を進めるのみ。

古代地方官街遺跡の調査研究 郷の支配や収奪に関わる

末端官街をめくーって、①郷の編成と村-落結合、②人的組

織論、③郷街(郷家)論、④荷札木簡論、⑤君I~街出先施

設論、⑥首長居宅論、 とし、う視覚から、これまでの研究

の現状と問題点について整理し、それと併行して郷関係、

街遺跡、の文献目録を作成して、200ヶ所以上の追跡、の発

掘調査例を収録した。また、古代の倉庫遺構について、

茨城県平沢官街追跡などにみられる総柱式倉庫の周囲を

めくやる柱穴例を取り上げ、その性絡を検討し、朝:支柱と

みる考察をお こなっている。

動物遭存体による生業活動の復原的研究 長崎県福江島

にある大浜逃跡、では、従来より弥生時代のワシが出土 し

ていたが、県教委の今年度の調査でもウマ、ワシの骨が

出土しており、上層に須恵器を含む層があることからそ

の歯を採集し、年代iHlJ定中。君津市にある 6世紀の市宿

横穴追跡出土の骨角器および動物泣存体を分析した結果、

出土造物中、弓付、骨鍬・、万装具などが田辺市磯|尚岩陰

や、石巻市五松山洞穴泣跡の出土品と共通性をもつこと

から、黒潮を南北に行き来した海人集団が存在すること

があきらかとなった。 (工楽善通)



国際学術交流

1.国際学術交流の現状

当研究所が年次的におこなっている務外国との国際共

同研究には、特別研究として次の 2件がある。

1) 1将アジア仏教追跡の保存整備に|刻する基礎的調査

研究

2 )アジアにおける古代都減追跡の研究と 保存に!到す

る研究協力

また、文化庁が実純する「アンコーノレ文化遺産保護共

同研究」も当研究所で協力しており、文部省科学研究官

補助金として次の 2件在国際共同研究として実施した。

1) rl'匝|古墳壁画の総合的調査と保存法の開発研究

2 )陶磁器文化の交流に|射する科学的研究

当研究所が外国の諸機|見J.研究者とおこなう交流も近

年多岐におよび、ほ とんど全世界的なも のとなってきた。

1996年度をみてもそれらの研究推進のため、当研究所が

招鴨した研究者および先方の研究目的での来訪者は計21

ヶ国、延べ73人、当研究所から外国への L~，~.長者は 16ヶ匡| 、

延べ71人にのlよっている。米訪者は奈文研の特別研究、

科学研究費国際学術研究、匝|際交流基金、円本学術振興

会、 ユオ、スコ、日本国際協力センターの叩き によるも の

のほか、先方からの訪問者・である。

自治体職員協力支流事業特別研修地方公共団体、自治

省および腕自治体国際化協会がおこなう「自治体職員協

力交琉卒業」にもとづき、海外から、文化財保護関係機

関 ・博物館 ・美術館等に勤務する職員を受け入れて、 研

修事業主?笑胞するにあたり、文化庁および.諸機|射がWJ))

するという趣宵のものである。当研究所も 1996年度から

受け入れの依頼があり、奈良 ・広J向 ・111口の谷県が受け

入れた中国人研究者3名が、 9月2円から 6FIまで特別

研修を受けた。わが国における文化財行政の現状、保存

科学、逃跡探査等について研修したほか、平1成宮跡、飛

鳥藤原宮跡、飛鳥資料館等の見学をした。

倒)日本国隈協力センターか実施する「樽物館技術コース」

への協力 財団法人円本I:lil際協力センターがIlf.J発途上凶

を対象に、毎年実施している標記の研修の一部ぞ引き受

けて、 12片2円より 12月6刊までの 1週11日当研究所て災

施した。内等は、何本の各種文化財の保存の現状や追跡

発郷、保存修復 ・整備、建造物見学などであった。参加

者はブータン、ポリビア、ガーナ、インドオ、シア、 モノレ

ジ、ブ、ノfプアニューギニア、シンガポーノレ、ザ‘ン ビア、

ケニア、ベ トナムからの各 1名て.あった。このうち、ポ

リビアのグスタボ.氏は、翌年2月にも 1週間、保存科学

等の特別研修を受けた。

文化庁の外国人文化財専門家招聴車業による来筋者 以

下の 3名の外国人研究者を招科 した。

①韓国から李健茂氏(1997年2月27日一3月5円):国立

光州博物館長で韓国の背鋼部研究の第一人者。過去にも

訪問経験があるが、最近のわが研究所の研究状況等につ

いて意見交換 し、 大阪市で韓国の青銅器研究など につい

てlWJ.i資した。

②アイルランド共和国からB.ラフテリ一博士 (1997年

3月81二1-3月23R):ダプリン大学考古学科の教授で、同

国で多くの低湿地追跡の発掘調査を手がけている。関西

を中心に問L11、九州、|を訪れて講演を'おこない、また精力

的に低j民地造跡の植物質泣物、追椛の研究、日本の有機

i立物の保存施設の視察ぞおこない交流を深めた。

③ドイツからH.チンマーマン防士(1997年 3月18R 

-4月7日):ドイツ北部のニーダーザクセン州立沿海

歴史調査研究所の高IJ所長をつtめる考古学者。北|政と日

本における指fl立柱建物の変避に関する比較研究のために

来日し、わが研究所と大阪で計Ytiiiiしたほか、各地て多く

の研究者と交流した。

国際学会への出席 以下の国際学会へ11'J!ffJした。発表し

たのは10件、参加者は延21名である。

ヨー ロ γ パ物J1，J!.傑1j学会(ノ、ーク') /低i~U也遺跡。研究会(コペンハーゲ

ン)/文化111保存ザ'会ーIlC (コベンハーゲン ) / I~'j:物卸会議ー ICOM (エ

ジンパラ)/イi造物保(i-々 ・会(ベルリン)/京アジアの鉄器文化(:ノウ

Jレ) /綜I'~I!M砕ド許可♂会 (;1 ウ Jレ). ~~大ミE 神鐙シンポジウム(ソウ

ル)/アジア文化財保作セミナー(後m/シンポジウム段級と文明(奈

良)

以上のように、国際的な学術交流は、きわめて活発に

展開 しており 、その勢いは年々噌大する傾向を示してい

る(48-49頁参!被)。 しカ・し当研究所には、国際交流を専

門に担当する音11局や事務官が存衣せず、各研究者の負担

が11')しているのが現笑というはかない。 {工楽善通)

2.中国社会科学院との第 2次友好共同研究

山・研究所ては、 円本古代者11械の訪日流を探るため中国 ・
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朝鮮における古代都城に対して大きい関心を寄せてきた。

その趣旨仁添っ て、1991年 6月に中国社会料学院考古研

究所と当研究所の問で「友好共同研究議定書」をかわし、

都城を中心 とする共同研究を実施し、北貌治陽永寧寺の

共同調査な Eの成果をあげてきた。

1996年度、当研究所の特別研究予算として「アジアに

おける古代都城泣跡の研究と保存に関する研究協力」が

認められるとともに、「友好共同研究議定書」ぞ更新する

年度にあたった。それと本年度からの共同研究計画を確

認するため、田中所長 ・Inr田立 ・浅川滋男が北京に赴き、

共同研究をさらに 5年間延長する議定書に調印した。 6

月13日のことである。今年の中心テーマと して漢長安城

における宮殿遺跡、を発掘調査する こ1:1:し、 あわせて発

掘届けを国家文物局に提出した。しかし、中国側の事情

により、年度内には調査不可能と判断して、遼寧省考古

文物研究所との共同研究に変更せざるをえなくなった。

これについては 4.を参照されたい。

3.唐大明宮合元殿の保存整備事業への協力

ユえ、ス コ ・日本外務省が中国西安市に所在する大明宮

合元殿の保存整備事業につ いて本格的に着手 したのは

1994年のことであり、それにともなって 「大明宮合元殿

日中保存事業協力委員会」が結成され、当研究所から町

田が参加している。95・96年には中国社会科学院考古研

究所が整備に先立ち、追跡の範囲をほぼ全面的に発掘調

査した。1959・60年の第 1次調査では、合元殿基塩と東

西にそびえる闘楼の調査が中心であり、基壇の南に展開

する広場に想定した龍尾道と合元殿左右の泣構について

は、なお問題点が残されていた。今回の第2次調査では、

これまで台基の中央部に 3本の龍尾道を想定したのは誤

りで、東西のl胡桜下に龍尾道が存在することがあきらか

になり、合元殿の左右に角楼 ・回廊があり、 北方からの

出入口として左右に門を聞くことがわかった。また基台

の東には建築に用いた瓦J専類を焼いた窯跡ちみつかった。

何年11月1目、西安市において「大明宮合元殿日中保

存事業協力委員会」が開催され、上記の発掘成果の報告

を受けると ともに、それに基づく遺構の保存整備案を検

討した。この委員会では基壇上面まで、の復原整備という

点における共通認識に立脚するものの、発掘調査で不明

確な部分は復原せず、できるだけ現状維持の繋備に留め
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遼寧省文物考古研究所での調査風寮

ょう tする中国側委員の意見し造物が出土している欄

干などは積極的に従原すべきだとする日本側委員の意見

tが大きく対立する ことになり、再度整備案を模索する

ζ とになった。いずれにせよ、 97年度からは本格的な整

備事業が開始する ことから、 ユオ、ス コは西安市制IJの整備

事業責任者である高本態氏を、 12月から97年 1月まで、当

研究所に派遣した。同氏は短期間ではあったが、平城宮

跡で実施している保存整備の実際を体験するとともに、

各地の実施例を視察した。また、 96年11月には日本に滞

在中の楊鴻日j氏(保存整備案の設計者)を当研究所に招

いて、 大明宮合元殿の研究発表会を聞き、 エIl.~成宮第一次

大極殿 と合元殿との深い関係が認識された。 (町田章)

4.遼寧省文物考古研究所との共同研究

日本 と中固との国際学術交流の一環として、「来アジア

における古代都城遺跡と保存に閲する研究 一三燕都城

等出土の鉄器及びその他の金属総の保存研究一」という

研究課題で、中国遼寧省文物考古研究所と共同研究をお

こなう ことになり、 3月10日-29日、日本側が現地に赴

いた。まず、遼寧省文物考古研究所、朝陽市博物館等で

造物を調査・観療した後、これらが出土した三燕時代の

ラマ トン(吻JI碗j同)、十二台営子等の遺跡を視療した。 そ

の後、討議そ経て、今回のおもな研究対象となったラマ

トン追跡出土造物を中心に、f保呆

2徐察長袈~ 1:と実i測n即則IIJリJ，、 写兵撮i影惨をを?おこなつTた二。

ラマトン追跡は、遼寧省北票市にあり、大i麦河北岸の

東西にのびる丘陵の南斜而に立地する 3世紀末-4世紀

代の鮮卑族の墓地で、遺跡から大i変河ぞ約30km遡るし

三燕(前燕 ・後燕 ・二IUHO11寺代の者11城である竜城に至る。

三燕|時代の墓としては、前燕の恭事者11尉墓、北燕の話索

引;墓なEが知られていたが、1993年以来のラマトン追跡

の発掘は、最大規模のものであり、現在までに23基の墓

を発掘 し、 鉄製品 ・金銅製品 ・青銅製品等の盟富な副葬

品が出土している。出土造物の一昔11には、馬具の金銅製

透彫鞍金具、馬肉、技甲等、日本や韓国の 4-5世紀の



アンコール・ワット全景(北西力、らみる)

古地からUJ，土する造物と共通するものがあり、年代が先

行することから、 EI本や斡国の馬具 ・武具.の;ITRi斑を考え

るよて¥候補地のーっとなりうるものである。 しか し、

両者の関係を解明するには、今後、問辺地域も含めた、

詳細な研究が必要になってくるであろう 。 (小林謙一)

5.雨アジア仏教遺跡の保存整備にl刻する
基礎的調査研究

この研究は ミヤ ンマー述邦文化省考古同 との共同研究

の3年目にはいった。主 として研究者の交流をおこなっ

ており、本年は、考古!苛ノfガン研究所長アクン ・チャイ

を1996年11月19日-12月 3日まで、考古同研究員チョ

ワ ・ト ワ ・アンとミン ・ウェイの両氏を11月19日一1997

4三l月7EIまで招聴し共同研究をおこなった。ここでは

寺院 ・宮殿の建築造;hYfの発掘方法について相互の意見守

交わ し、 飛鳥藤原宮跡発掘調査部において揃立柱の検出

や測量方法について、 具体例を前にして検討をした。今

後、南アジアにおいて木造建築の発掘が予恕てき、それ

に対応できょう 。

一方、奈文研から、 4者熊 ・巽 ・森本 ・村聞の4研究員

が1997年 1月7日一20日にミヤンマ一政J(;f考古局と泣跡

を訪れ、各地で意見交換をした。パゴ一、マンダレ一、

モラーミ ン、メッテラ一、ノfカ、、ンなどである。 とくに、

97年カョら開始予定のマンダレ一地区パイレ村ミンザイの

古代都市跡は発掘計画段階から日本との共同研究の応川

が生かされている。パガン追跡群では、 当研究所の発:tkll

用具が脱され、現場て使)'I-Jされるなど、早くも学術交流

の一端があらわれている。|到際共同研究として、理想的

な方向に進みつつある。 (猪熊兼勝)

6. アンコール文化遺産保護共同研究事業

文化庁ては、海外での文化財保護に杭磁的に貢献する

こと を目指 して、さま ざまな施策を実行 している。その

一環として、伝統文化認を所管とするアンコール文化遺

産保護共同研究卒業が平成 5年度から始まった。アンコ

ール文化造産は、カンホ、ジア王国1:1-1音1Iの トンレサップ湖

北岸に広がるクメ ーノレ王li!月の者11減と寺院を中心と する遺

跡群て¥東西25km、南北13kmの範囲に、約1000ケ所の遺

跡、がある。 そのうちの62ケ所が重要追跡 とされ、ユオ、ス

コの世界文化逃産にも登録されている。なかでもアンコ

ール ・ワットとアン コーノレ ・トムは、東南アジア有数の

大泣跡である。本事業L:!:、アンコーノレ文化迫崖諸追跡の

保護に|掬して5共同で研究を実施する ことを主たる目的と

している。共体的には以下の 6項目 に重点をおい

(1)追跡探査に関する共同研究 (2)追跡、追構の写真測

量に関する共同研究 (3)石造建造物等の劣化対策に関す

る共同研究 (4)発掘調査に|刻する共同研究 (5)修復技術

および保存科学に関する共同研究 (6)広域追跡挺備に閲

する共同研究

各々の項討 について、n本から調査団をiJi¥泣し、現地

でカンボ.ジア人研究者と ~J毛布l して調査をお こ なうととも

に、 FI木にカンボジア人制究者を招明し、 当研究所を中

心に研{IJ;をおこなっ てい る。 (杉山 洋)
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1996年度

海外から奈文研への

主要訪問

研究者一覧

• Kyaw Tun Aung (ミャン?ー/考古

問ミャウ一文化逃i'ft支局面l局長)、Min

Way (ミャンマー/考古局研究員)1996 

年11月21日一1997年1月10日文化庁招明

・AungKyaing (ミャンマー/考古同パ

ガン文化泣産支局長)1996年11月21日

一12月3日 文化庁1mr時
・金 玉年(韓国/釜山大学校御物館学

芸士)1997年 1月20日-2月9日

• Raftrey Barry (アイルランド/ダプ

リン大学教授)1997年3月8日-3月23

日 文化庁招l隙

・越祭i斉 (総国/慶尚大学校博物館館

長)、柳 昌倹(同館学芸研究士)1997年

3月15日一 3月28日 奈文研招明

• Richard Evershed (連合王国/ブリス

トノレ大学総師)1997年 2月27日一 3月7

日 奈文研招料

.Chhun Nak， Kinal Keo、ChanKanha ・W.Haio Zimmerman (ドイツ/ニー

-権鏡南(韓国/寧越工業専門大学主l!

築科助教授)1996年 7J=129日-7月31日

・洪卒雨(斡国/国立文化財研究所逃

(カンボジア/王立芸術大学生)1997年 l

月8日-3月 28日 文化庁招料

・張 1洋喜、事11 J~ 、.!ji 11卒(中国 ・隙

西省!歴史博物館)1997年2月3日一 3月

跡調査研究室学芸研究士)1996年 9月9 4日 奈文研招判

月一 9月30日奈文研抱月型 ・GustavoF.S. Larico (ボリビア/国立

・市11康問(中国/北京文物研究所)、斡 民族 ・民俗博物館)1997年2月10日-2

僅|河(I-IJ国/那州大学文博:学院)、張従 丹 14 日 JAICA:t~W!}

寧 (.1:1匡1/山東省文物管政局)1996年 9 ・張 国林、万欣 (1ド国/遼寧省文物

丹2日-9月9日 自治省-mllW 考古局)、謝飛(中国/河北省文物研究

・Kyaw00 Lwin (ミヤンマー/考古同 所長)1997年 2J=118日-3月29日祭文

研究員)1996年5月201:1-11月20日 奈 TiJf招料

文日f招料 ・WII 建園、高立兵(中国社会科学院

-張 JE男、丁取鏑(斡匡1/国立度州、|

文化財研究所)1996年12月3日一1UI8日

・楊 鴻削(中国初会科学院考古研究所)

1996~1三 11 月 18 日ー 11 月 19 日

・日 本慾(中国/西安T巨大明宮追跡保

管所長)1996年11月21日一1997年1月31

日 ユオ、ス コ招料

.Oorji WANGCHUK (ブータン/国立

博物館学芸員)、 VuI-Iuu Minh (ウeェト

ナム/フェ遺跡保存センタ一文化財専門

官)、 GustavoFelix Sunavi LARICO(ボ、

リビア/国立民絞 ・民俗博物館学芸員)、

J oseph Gazari SEINI (カ。ーナ/中央博

物館長)、 ArisIbnu OAROJAO (インド

オ、シア/博物館部展示謀長)、 Ali WA-

HEEO (モルディプ/国立博物fiW主任学

芸員)、 JosephLava KAIYO (ノfプアニ

ューギニア/国立博物館アー トギャラリ

ー主任学芸員)、ShahrilBin Mohd SHAH 

(シンガポール/国立文化逃産同教育技

官、 T巴ndayiCHIPANGANO (ザ?ンピ

ア/;レサカ国立博物館図苫:館吉]，.'1:)、 Fre-

drick Karanja MIRARA (ケニア/国立

博物館教育長)19961FIUI 2 1:1 -1996年

12月61:1 JAICA招I[努
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考古研究所)1997年2月16日-3月28日、

奈文研招鴨

・LyVanna (カンボジア/アプサラ助

手)、 SoSokuntheary (カンボジア/鉱

工業エオ、ノレギー省技官)1997年 2月17日

-3月28日 文化庁招鴨

・李健茂(斡国/国立光:1+1博物館長)

1997年2月27日-3月5日 文化庁招料

・王 小変(中国/隙西省考古研究所)

1997"F 3月7日-1997年3月31日 奈文

初f:Ji白羽

・朱 岩石(中国社会科学院考古研究所)

1997"1三3月8日-3月29日 奈文研初勝

・楊 志寧(中医I/.[~拙江省文物管理局

高11局長)1997年3月1日ー3月 7EI 東

洋文庫招料

・1町 慰文(中国科学院古人類研究所主

任)1997年 3月20日-3月29日 文化庁

初判

・越 大昌(中国科学院滞防応、J羽生態研

究所長)1997"1'-3月23日一 3月28EI 祭

文研招料

.V.Boldin、Y.Nikitin(ロシア/ウラ

ジオストック極東研究所)1997年 3月9

日-3月12EI -'jtj'UI学院大学ml[!!}

ダーサγセン州立沿海歴史調査研究所副

所長)1997年3月18日-4月7日 文化

庁招料

1996年度

奈文研研究者の

海外渡航一覧

+西村 !夜 1996年5月4日ー 5月17EI 

/オランダ ・連合王国 「ヨーロッパ物理

探査学会出府及び研究調査J(文部省科学

研究費)

・沢田正1Ii'5'11E塚隆保 1996年5月7EI 

-5月11日/中国「中国古墳控幽の総合

的調査と保存法の開発研究J(文部省科学

研究資)

+i系i謬芳樹 1996"F 5月18EI-5月21日

/斡国「聡園出土の無文土総11寺代泣物の

調査研究J

争問中 王家 ・町田 :4!' i支川j益男 1996 

年6月121ヨー 6月16日/中国「アジアに

おける古代者11減追跡、の研究t保存に|具lす

る研究協力J (奈文研特別研究)

・キ1手山 洋 1996年6月171:1-7月5日

/タイ「タイ国におけるクメ ーノレ陶器及

びその鍔跡の調査J (日本学術振興会)

・光谷拝j~ 1996"1'-6月30日一1996年7

月6日/敵国「斡固における年輪年代学:

の調笠 ・指導J (大韓民国文化財研究所)

・4釘!間伝勝 1996年7月3日-18日/ぺ
J レー共和国 ・チリ共和国「南米、南太平



i学の石{象物調査」

・i美川滋男 1996年7fJ 6日-7月21日
/中国 r'l'国県花江省における ツングー

ス系諸民荻住居の調査と資料収集J(住宅

総合研究財団)

・沢田正昭 1996:11三7月20日-7月24日

/中国 「唐代壁一回の保存修復のための資

料収集」

-臼杵 勲 1996年 8月51=1-9FJ2日

/ ロシア「アムーノレ河下流迫跡一般調査」

・沢田正昭 1996年8月9日-8 )117日

/アメリカ令衆国「陶磁t詩文化の交流に
|対する科学的研究J (文部省科学研究班)

・古尾谷知治 1996年8月10日-8 fl27 

1:1/カンボジア王国 「ア ンコール文化治

産保護に|刻する共同研究J(文化庁特別研

究)

・高妻洋成 1996年81'119日-8月25日

/'1'国「ニヤ収集木製品の調査J (文部省

科学研究費)

+沢田正昭 l凶99叩6年 8月2μ4E日1-9)月守15日

/j述主令王国 .テデ、ンマ一ク 「文化jl財!吋オ折T保某干有7

会出際、 発表』

・西村康 199611三8FI 251:1 -1996:1ド9

月1日/カンボージア王国「アンコーノレ文

化近藤保護に|剥するせた同研究J(文化庁特

別研究)

.i支川滋男 1996年 81'127日-9月 11:1 

/斡国「朝鮮半，(.-:i東南部におけるi'i民家

間査」

・加藤允彦 1996~1三 8 月 30 日- 9)14口、

10月l日-10月4目、 11月15日-ll月20

日、 12J'116日一12月18日/中国 「泣跡公

悶に設置する石像製作に係る石材訓査な

どJ (大宇陀町)

-佐川正敏 1996年 9月1日一12月151ヨ

/':1'国「中国旧石器時代の研究J (1'1*学

術振興会 ・中国科学院)

・町田 章 1996年 9月4日-9J"II71:1

/中国「中国選第省におりる追跡凝備の

指導J (国際交流基金)

-松井 i';f. 1996if-9月6日一9月201'1

/デンマーク 「匡l際低湿地追跡研究会tlJ，

・沢田正昭 1996年 9月28臼ー10rll0日

/ ドイツ 「国際石造物保存会出}，¥';J 

・工楽普通 1996年 9月30EI-I0月12日

考古泣物の材質・製作技法にl具lする調査」

(文部省科学研究m
・木村勉 1996年10)一17 11-10月18FI 

/総匡1rアジアにおけるi!，代初減退跡の

研究と保仔に|具lする研究協力 J(奈文研特

別研究 ・ 人市rll\氏匝|文化財(I)f~tl好)

.)11越俊一 1996(01ニ10JH61:1-12灯15卜l

/イタリア ・フランス ・j主イヤ王国「凶ヨ

ーロ ッバにおりるガラス生産巡;跡の逃物

の研究J (文告wti在外研究員)

+王国芳英 1996年10月17EI -10月2lEI

/幹回 「隣国内の追跡の調査 ・研究」

・工楽普通 1996::1'-10月241:1-10月271=1

/斡匡1r国際学術大会 〈京アジアの鉄総

文化)/_!'，)//;J (大林民国文化財研究所)

・木村勉 ・長尾充 1996'1三10FI28日

一l1J-19 1:1/ドイツ 「雄造物保存修復の
思念t方法についての現地制守主J(文部省

不|三j合研究自)

.IlEt家除保 1996:11'.10月2811ー11月31:1 

/斡国 「水没，'1'，土木材の保存処理につい

ての研究調査J (国立海洋治物展示館)

・沢庇l正昭 ・村上 陸 ・市妻洋成 1996 

:11ニ10月311'1-1996{ドll)-I3 1'1/枠国「純

国保存科学学会/I'，J，wJ 

.IOT回:4f: 1996.1ド10月31[1-11月61:1 

/'1'国 「大Iリ17;'"合元殿務(i，治会議出席及び

アジア における古代者11城ill跡の研究と保

存に|県lする研究1ti，:JJJ (ユオ、スコ ・祭文研

特月IITI)f究)

.jWji額要一 1996'ド11月15日-11月19U 

/'1'匡1r追跡保{.?Ïi~i1+1状況調:tiJ

・杉山 洋 1996年11J'J 18 EI-11月231:1

/林国「国際学術大会出席及び研究調査」

(国立成州博物館)

・木村勉 1996iF-J1J'123円-12月8日

/ブータン「ブータンの!民火的建造物 ・

集落の保存のための現地調査:J(文部省科
学研究費)

・小野健吉 ・加藤兵二 ・小i撃 毅 ・品問

敏男 1996年12月9日-12月221'1/中国

「ア ジア における古代古11域jfi跡の研究と

保存に|英lする研究ItL!JJ(祭文研特別研

究)

・杉山洋 1996:1ド 11J~25 I:1 -12月 1 1:1 

/カンボジア「アンコール文化巡;産保護

に|民lする共同附先J (文化庁特別研究)

/ ドイツ 「ドイツにおける新石総l時代の ・沢田正昭 1996;1'.12月81'1-12月151:1

/中国「ι1'国古1M.!1亙lに|期する総合的調

査 1:.(呆ィ字法にl刻する共同研究J(文部省科

学研究資)

・猪1!~ ~剣勝 1996:11'.12月181:1-12月22日

/斡国「斡国における長鼓形7仕上貨の研究J

・高瀬姿ー 1996il~ 12 )'1 221こ1-12月30日、

1997年 2fl25日-3月 8日/べトナム

「ホイアン 円本人墓地修復に|刻する調査」

(文部行科学研究'LV

+猪熊兼JJ券 ・ ~~ì半-t!11 ・ 村岡地ー ・ 森本

普 1997'F 1 月7日-1月20日/ ミヤン

マー「市アジ、ア仏教泣跡の保有4を備にIY<I

する器能的調査研究J (奈文研特別研究)

・ 西村 康 1997$1~ 2月17E1-2月28B

/カンボジア「アン コーノレ文化i立産保ー設

に|刻する ~ '，問研究J (文化庁特別研究)

・沢III正1Ii:l.巽i￥-fll¥.肥塚隆保 1997 

dド2月24日-3J-IIR/アメリカ合衆国

rli旬織部文化の交流に|品lする共同研究」

(文部省科学研究m
・花谷清 19971.1'.3月4日一 3月17EI 

/カンボジア 「アン コールj遺跡の調査研

究J (文部省科学研究費)

・緒1m兼)勝 19971F-3月10[1 -3 Jil5日

/韓国 r1有アジア仏教逃跡の保存整備に

|民lする法俗的調査研究J (奈文句f特別研

究 ・匡liO変州博物館)

.æ ~l' 琢;・PIT田 章・毛利光俊彦 1997 

年 3Jこ1101:1-3JH6I:1/中国「アジア に

おけるi':;代都城追跡、の研究t保存にl民iす

る研究協力J (奈文研特別研究)

・小林誠一 199711主3月10日-3 J"I23日

/同_I-.

・村上隆 199711三3月10日-3 J=1131:1 

/向上

.111J 幹雄 ・消野孝之 1997 :1 1~ 3月10日

-3 f129L1 /1司上

・寺崎保広 1997年 3J'II0日-3月16日

/中国 r1.1'国古境壁画に|刻す る総令的調

査と保{.7-d;に|県lする共同研究J(文部省科

学研究守政)

・金田l明大 199N'.3 J-I lOEI-3月29日

/向上

・西村 康 19971ド3月16日-3月22EI 

/アメ リカ合衆国 「陶磁君主文化の交流に

|刻する科学的研究J (文部省科学研究費)

本( )付き特記のないものは私資渡航
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在外研修の成果

酉ヨーロッパにおけるガラス生産遺跡の遺物の研究

川越俊一/平減宮跡発掘調査部

上記の研究題目のもとに平成8年10月から平成8年12

月にかけて、ローマ、ヴェオ、ツィア、ノfリ、ケンブリッ

ジ、ロンドンの関係機関を訪れる。この研究は、日本と

西ヨーロッパにおけるカラス生産遺跡、カBらの出土造物の

比較研究を目的と したものである。ローマではまず、古

代遺跡のスケーノレの大きさと逃存状態の良好きに驚かさ

れる。ローマでは古代のローマングラスに関する資料、

ウ。ェオ、ツィアて、は ~Ili止のヴェオ、ツアングラスに関する資

料の調査をおこなった。また、フランスては主に近世以

降のガラスについて調査した。今回の研修の主要滞在国

であるイギリスでは、ケンブリッジ大学考古博物館と大

英博物館で英国内出土資料のみならず各国の出土品を調

査 し、世界各地の方、ラスおよびガラス製品の生産に関し

て理解剖祭めた。なかでも興味深かったのは、ノレツボ‘の

形態である 。 古代の日本では、砲~iji.形をしたガラスノレツ

ボが用いられるのに対して、ヨーロッパ ・中近東ては平

底ノレツボが主流となること、ノレツポの容量;も日本が400cc

以下であるのに対して、ヨーロッパ ・r.ll近東ではその10

倍以上になることな Eである。また、製品にしても、日本

が玉類などの小型の装飾品が中心になるのに対して、一

方は容部類が中心になるなど対照的な相爽点があきらか

になった。各機関の研究展示 も芸術品的な容器中心とな

っていた ことへの物足りなさは残るが、今回の研修では

各地のカヲス製品にふれることができ、有意義で‘あった。

ローマンダラスの展示(大英鱒物館)

50 否、文研 !Iミ報/1997-[

中国前・中期旧石器文化の研究

佐川正敏/飛鳥藤原宮跡発鋸調査部

日本学術振興会の推薦で、 1:1"国科学院古脊維動物古人

類研究所(賞慰文教授受け入れ)において、 1996年9月

1日から12月15日まで3)j年前以前の前・中期旧石器文化

の研究をおこなった。目下、列島最古の上高森遺跡の年

代は、 60万年前に迫ろうとしている。原人が列島に渡来

できるチャンスは、 60万年前のミンテツレ氷期か、 100万年

前のギュンツ氷期である。 もし後者て.あれば、列島では

さらに古い逃跡、が将来見つかることになる。中国のご掌s北

地方には、東谷:t'î:;遺跡やi=!.~田原人出土の公王嶺の ように、

古地磁気法て'100):;年前を若干越える造跡、があるので、不

思議ではない。 しかし、世界の多くの人類学者はそれに

懐疑的である。それは、原人が東アフリカで180万年前に

出現し、140万年前に中東経由てユーラシアへ拡散し始め

たとする仮説に矛盾する事態を、受け入れられないから

である。

賞二仁の標準地層のあるi各川に近い西安市にある中国科

学院黄土 ・第四紀地質国家重点実験室は、年代iWJ定機器

を含む最新の設備をもっ共同利用施設で、中圏内はもち

ろん欧米を中心とする国外の研究者も各種のプロジ.エク

トに参加している。中国の第四紀地質学の成果は、国際

的に認められてい るので、 年代への懐疑は第四紀地質学

への懐疑につながる。!京人起源拡散仮説は、年代とノνー

卜、 道具の内容を含めて近い将来修正されるだろ う。97

年度から文部省重点領域研究「日本人および日本文化の

起源J (代表 :尾本恵市教授)がスター 卜するので、成果

の詳細はそこでご披露申し上げ‘ょう。

古脅椎動物白人類研究所で研究発表する筆者(佐)11)



公開講演会

第78回公開講演会「薬師寺は移築したか」

1996年 B月1日

平城京の薬師寺が藤原京の本薬師寺舎移築したものか

否かという問題は長L、IllJの論争が続L、ており、未だに決

着をみていな L、。近年、奈文liJfては、同寺の発掘調査ぞ

継続しており、いくつかの女11兄を得ている。そこで、 こ

れまでの論争を整理して11日題点をあ ちらかにし、発品:1;の

j災*からど こまでIlij題解決がはかれるかを論じた。

・寺簡保広:薬師寺移築縞争と平城京の

薬師寺の発掘調査

研究史のうち、芸術史 ・挫築史・考古学の?千分!J!fの{lk

近の論考を検討した。とく に一部の移挫 ・新j立説が近年

j主目をあつめているが、それに対して疑IlIJを足した。平

減薬師寺の発掘では、 とくに講堂の成果をもとにして、

伽慌が建築途中で設計変Jl!をする こととなり 、そのため

@師が111.廊として完成するliiiに伎廊に変更された、 とす

るニれまで、の成果の凡自主しを主張した。結論としては、

平以薬師寺は、本薬師寺を?移築したものではなく、新た

に造営されたとする説に妥当性があることを述べた。

・花谷浩:掴った/出た/わかった?

本薬師寺の発掘調査

本薬師寺の最近の発掘調査成果から、 1)本薬師寺の'-1'

1“1は三間門で回廊は判i/iIIIだった、2)木梨r.lliマi'xWd山Fll1ま

平以薬師寺のそれと述う、 3)本薬師寺のkl!設は必原京粂

坊設置より遅れる、ことなどを指摘した。小I"J.回廊の

構造が平城薬師寺とiiEうので移主主は不可能。""，土した瓦

も7世紀後半の削挫瓦が大半を占め、これも移!&を否定

する。同様の状況は東燃の瓦にも あてはまる。耳10'誌も移

!&きれなかった。本来師寺削越新:瓦が判lリ!したことによ

り、平総薬師寺ては1肝丸瓦l;t木薬師寺川を流JlJ、軒平瓦

は紋様を似せて新たに作箔しt.:1:.考えた。二つの薬Mi寺

IIIJの瓦の供給関係l.:t複雑で¥同宿瓦の""，土を '11.純に移控

とおうびつけるのは危険。水薬師寺のj立j汚カ九、つIlfJ!ttiされ

たか、 これまでは‘f'-城薬師寺東塔線銘の解釈によって天

武判と持統朝との二説があった。本来r.lli寺金':;t.fttI主l!粁瓦

の紋様は藤原宮軒瓦との関係からは天武i;リ!とみたほうが

よ L 、 。 となると、総JJ~tJ?:粂防の設置H寺期が天武朝の古い

段附にまで遡ることとなる。本薬師寺の先制調官は薬師

寺論争だけで.なく古代者IIJJ.ぷ制のIl:J題ともi楽<1県jわる。

第79回公開講演会「原始・古代の実年代にせまる」

1996年11月4日

奈文1i)fては、かねてより年始年代法によ る考，'i泣物 ・

木造組造物等の年代測定をおこなってきているが、 1996

"1~ 4 )-J に大阪府池上 ・??桜追跡""，土の拘;!EII制やI'J~J後半

とみてよい柱松が5211~ B .C. に伐保 さ れたものである こ

とが判明し、弥生時代から古墳時代へかけて、来年代を

どうあてはめるかが|住11:]の話題 tなった。 そこで、 rJ点

始.~I代の築年代にせまる」というテー?を設けて、光

谷tTi:J.fが「年輪で歴史をよむ」、工楽普泌が「考古資料か

ら年代をよむ」 というj!iH凶でJlltuirをした。

・光省拓実年輪で歴史をよむ

，'I'， Jょした木材や古木のイ!と代を~ìWJ る こ t によ って、 Æい

過去の来年代を知り得るのか、という年輪年代jよ-の原理

をやさしく解説するとともに、}仔年標準パターンの作成

手JI~iなどを述べた。その研究!良県か ら 、 199611~ ll Jl現在、

スギ材は 131311~B.C まで、 ヒ ノキ材は91211~ B.C. までìl判

定カtIIfIiEになった。 そして、コウヤマキML、まもな く

紀元liij1千年代に述するだろうことを解説した。また、

"1~給年代法は、過去の年代を知るだけでなく、製作年代

のちがう贋物をみぬL、たり、占材の産地を同定しうる場

介もある ことを説明した。以J'について、多く のスライ

ドぞ11央与してその実{ダIJを制介した。

・工楽普通:考古資料から年代をよむ

相対的な古さしかわからない先掘資料に、;i;f年代に近

い他念与えるにはどのようなプj法があるのか。 とくに弥

ll::_内墳時代の造物に対して、年代のわかる大陸からの

搬入品、および土総の掠式編1Fからの年代のWIJり出しを

解説した。池Je--E;?根追跡以外にも、年輪王Ht法で弥生時

代の来年代が古くなりそうな，'I'，-l材があるが、いまのと

ころはまだ、考，'i資料の交差年代をもっとつめたうえで

"1~輪年代を応川すべきことと、良好な 11~倫年代の測定但i

をさらに多〈入手する必裂を述べた。コウヤマキ桁材て

の紀元liij後頃の実年代カf(I'{Ii定すれば、弥生-tiIl1l時代の

実像をJfiパのに大きく寄与するfごろ う。年輪カ・ら東北，U

j鉱山の11ft火年代が466:1ドB.C.であると判明したのは、東

"本の純文l脱却jの年代を考えるうえでJ1t要な定点と なる。
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研究集会

奈文研主催の研究集会を開催した。ごらんのと

おり、多纏多彩 J

-日本古代律令国家における末端支配

機構の研究 1996年12月5-6日

この研究は、郡以下の末端支配のありブi

を探る ことを目的 とした ものである。考

古 ・文献史学の研究者46人の参加を得て

研究集会を開催し、郷の編成t村手妥結令、

郷長や雑任などの人的組織、郷レベルの

官術(郷街)の有無、1111街と郷との木簡

授受|刻係、君fI術出先施設、 といった論点

を中心に研究報告と討識をおこなった。

とした。閃辺氏は古代の進仰のうち旧者I1 理性をもつようである。

の寺院が大挙して移ったのは平城選制It.:' ③展開 :伶移fl原宮の内手I1が内装 とすると、

けであり 、平JJJX京手)'院として大安寺のJfi 宮のl苅りにあるのは内廷機構で、後の八

要性とそれを主導した道誌の役割を指摘 省にあたる外廷機構はやや離れた場所に

した。 (花谷浩) 点在する。外廷機構を宮城内部に取り込

・書跡資料議査保存の現状と課題 むのは方1キロの宮域が成立する藤原宮

1997年3月29日 段階である。ただし、選者I1当初の姿は不

古文書、経典、 ~l~絡などの間交や保管の 詳で、 比較的強うのは大安令以後であろ

現場において、各|民l係者の立場により 、 う 。後期藤原宮の官街!;t.平城宮に!;~響を

澗査や保管についての認識が若干の異な 及lますが、官衝を含め、宮城全体の1也容IJ

るところがあったt忠われる。たとえば、 り方法は長岡宮段階で一変 し、平安富に

文書の調査法、関担:の形式、ラベノレ貼付、 移行する。この段階で、平安富の?rti司厨

使用刑諮の不統一、目録の体裁、保管の IsT (冶・外官街)の祖型が成立するのであ

方法等 の々|問題である。ニの研究会IJ:、 ろう。 このよう に前 ・後期の藤原'81:.長

啓跡資料関係者IllJてはできるt.:'けそれら INiJgが、官術展開の大きな画期となる。

にl剥して共通の認識をもつようになる こ なお、報告集 r古代都城におけ る行政機

とをな凶 した ものである。今年度は、① 椛の成立と股間』をご参!mいただければ

郷の役所については、国儒 ・郡街t並ぶ 奈文liJFの舎跡資料の状況と諒!題、②滋賀 ヨ;礼、である。(金子裕之)

官衡の存在を考える見解と、 il日街施設の mでの古文型!:調査の実態、③制査成果 !:. .遺跡の建造物復原方法の研究

分訟などIlsflH諸純設の多様な在り方を示 その情報処理にI剥しての報告、をおこな 1997年3月14日

すものとみる意見とに分かれ、結論!J:~持 った。初回で、現状報告 t そ こで.の il~l題 近年、発掘された建築造材よから主主造物が

られなかったが、?刊行舟以下の支配の実態 の提起が主であったため、参加者の共通 復原される例が明えている。建造物復!京

をめ十る研究の現状と|問題点が繋耳IIされ、 認識の形成までにはいた らなかった。し は遺跡を理解する方法として有効な手段

今後共に取り組trべ、き課題を明確にする かし、調査現場て1まI別立化しきれないi主 であるが、まだ歴史が浅い こともあって、

ことができた。また、末端支配の拠点と いをお互いにはっきりと認識する ことに 安易な復原や、意義 ・目的意識が明確で

村務あるいは集落群tの係わりも議論さ より、今後より議論が深化するiiij徒には ないものが少なくない。本研究iま、建造

れ、末端官街逃跡、論と古代集落追跡研究 なったと考えられる。(綾村宏) 物の迂i跡、の主主備はεうあるべき かを、こ
との終点ぞ浮かび上がらせたことも大き +古代都械における行政機備の れまでの4:L~例調査等をお こ なうことによ

な成糸といえよう。 (山中敏史) 成立と展開 1997~手 2 月22-23日 って、問題点を務理し、 今後の復mi整備

・薬師寺移建論に意見あり 第1回目の富j成l十1枢怖の諸問題について、 事業のあり方の方法をさぐるものである。

1997年3月四-3D日 今年は官衡の;l'lil日l組守検討した。官街(VJJ 本中共(文化庁)、江而嗣人(文化庁)、

報告と務i貨は、寺崎{呆広 「薬師寺移建論 司)の意味はひろく多織である。 吉岡泰英 (初予iτW!立朝食氏追跡、資料館)

争の概要と問題点」、花谷清「本薬師寺の ①椛j在・ 8世紀の姿をもとに、曹司を官 の諸氏にも研究に参加していただいた。

発畑調査」、藤弁恵介(京大)r主主築~から 人の事務および生活空1mとすると、官tffI 本年度 lま 3 カ年計画の~2 年次で、 全国

みた薬師寺」、問辺f正夫(東|導)r平j成京~ I立政庁、 附!民会、倉、宿所、府な どの諸 の逃跡における建造物復l京事業実態調査

者I1と寺院移建」。寺崎は近年の薬師苛=論争 施設をもっ。検出逃桃と官術を結びつけ を者11逃府県教育委員会の協力を得ながら

の方向U問題点をさぐった。薬師像に|刻 るには泣物、史料を含めた総合的な検討 実鈍した。研究集会においては、復原本

して岩永省三、京俗については宮上茂隆 が必要で、プランから直ちに官衡を推定 業の基本計画から復原笑施までのプロセ

の論考を紹介。 .Ifl-城薬師寺回腕の複廊へ する ことは縦しいよ うである。 スの'1'に内在する問題点について意見交

の「設計変更」が 「改築」に近いかと推 ②起源 :岸俊男は、初l堂院がもっ羽i参(挨 換をおこなった。 (村田健一)

ill1Jした。花谷は本薬師寺跡発掘調査の成 拶)、羽後 (儀式)、朝政 (実務)の3機 ・日本の住まいの起源と系譜に関するシ

果を述べ、 3段階の造営似を指摘。西地 能うち、朝政の機能力1)肥大化したと考え ンポジウムnr平地住居と高床建物J

以外は移主l!を否定。 西地ーは;創建が遅れ、 る 。 í~i司の起淑 lまJ;OJ堂院の成立 t ともに 1996年10月18-19日

文武2年|時点ての完成を疑問視した。藤 あり、J;"!fJ堂院の荻退に反比例して発展し 199511三l立の 「竪穴住居の系議」に引 き続

井氏は薬f:i!i寺論争における建築史の発言 たというのである。これに対し、 古川兵 き、何年度は表記のシンポジウ ムを ImH~

を研究史的に論述。:rn:n;¥:問@の解決には 司は、羽l堂1:.í~l司の政務は機能的に JW防 した。近年、日本各地で続々 t出土して

解体修理しか道はなく、薬問j寺a建築様式 であり、 当初より併存したと報告した。 いる純文 ・弥生時代の抑立柱建物を対象

の特殊性と!苦の主主祭との|県l係探求む諜!辺 諸富の調査:?:J~例からみる L 吉川説が合 に、以下の3セッションをおこなった。

52 衆文研年割V 1997-1



r平地住居と高床建物」シンポジウム

1.縦文集務とi.1H立柱辿物

報告:石井克 大工原~，~~ "点本長二[!II

コメント :大11l'i1>夫小山修三

II.弥生時代の大型掘立柱ム!!物

報告:武末純一 般瀬和A!E

コメント:'jjlll.l:'.比呂志浅川滋:yj

III.南方と北方のクラ

報告:i美川滋勢 佐藤浩司 太問邦夫

コメント 宮本長二郎植木久

搬立柱雄物の場合、通常、仕l生活而が削

平されているため、機tìl~ .構造とも不l切

な l~が多〈、議論全体に消化不良の感が

いなめなかった。今後、報告書:合作成す

るなかて、考療をi菜めていきたい。

(浅川滋男)

-遺跡土壊の微細生物、生化学物質

の研究 1997年E月四日-3月l臼

1)脂質分析の成果と問題点、2)DNAによ

るイヌとブタの系統、の 2つの問題をめ

やって研究集会をおこ なった。参加者ーは

約30名であった。1)脂質分析については、

R.エバーシェッド(プリストル大学)に

よる、オ:~"1-の様墜に染み込ん t:.'植物に起

因するワックス分からキャベツなどを煮

込んfごことがわかる例などの報告に続い

て、中野故郷(格広畜産大学)の脂質分

析t免鋭抗体反応、による故近の泣跡ての

成巣につレて報告があった。コメンテー

タ-/:.して、小林正史(北陸女子短期大

学)から、種々の脂肪酸がこ1'.1.1-'て相対的

な比率ぞ守りながら分解していくとは考

えにくく 、特定の脂肪阪が他に比べて分

解されやすいのではという窓凡、初内品

子(国際キリスト教大学)より こL慌に服

者させた11旨質の分解の進行と回収i.t，lとに
ついて笑験的な方法からのコメントを併

i産大学)から、在米ブ夕、ニホンイノシ に立地したためか、 j也に遊水池的な役得IJ、

シ、西洋プタなどのill伝子データーベー あるいは築山によ皇的な役~lilJ をもたせる

スを柿築し、:ilt跡1.1'1こ1:のプタ/イノシシ など、武将居f1í'i としての機(ì~(I'-)安部によ

の手，J'からitllLBした試料とを比較した結果、 る:¥Ii:1Kが認め bれることもあき らかにな

弥生追跡出土のブタ/イノシシのなかに った。 (小野健吉)

は:(E:lI~ ブタに尖 j泊するミト コ ンドリア ・保存科学における色の諸問題

DNA~ もつものが存花する こ t があき 1997年2月初日

bかになった。イヌについては、人為的 埋蔵文化財センター主Il!iによる保存科学

交維がすすんでいるためか、 DJレープ、 研究集会を、 王1<城宮跡資事1. f1í'~識 さをにおい

Cytbについてもクラスタ ーに ばらつき

が大きく、古代家六の品右fiJ!IJ分類は|村部ff

であるとの ~I'1m報告を緋た。(松井 章)
・文化的景観の研究 1997年 l月四日

1992;1~の第16回世界逃j産委員会において

文化逃産の範囲ヰに文化的表観Cultural

Landscapeの概念が将人され、囲内ても

関心が高まった。 LI本では明治以米、法

lI，lJJ支(1'-)にi呆イ干されてきた 「名勝Jがこの

概念に包括されるが、その成立の際史的

背封、保存帝IJJ交の特徴、保存政策のあり

方など研究~*JWは少なくない。 そこで第

1 1m研究会では「文化(1(11止観とは何か」

という点にがjを絞ってjJ釘命した。44if長li

以下のとおり。丸山宏 (京大)r近代にお

ける京都の名勝保護政策についてJ、小!H・

佐和子(千葉大)rイギリス湖水地方と比

絞 した月 ヶ瀬村正林の近代における変容に

ついて」、赤坂信(千楽大) r膝史的環境

保存の問題点」 、 'ム:llit~干示(文化庁) r名

勝の指定および強制tの現況について」、本

中兵(文化庁)rll1:Wi11産と文化的1-;t"鋭に

ついて」、内[f:I;fuWr;な跡に.ili:なる文化的

安観についてJo (内田和伸1

・戦国時代の庭園遺跡 1997年3月21日

近年、発掘調査による情報が明大してい

る戦国時代の地方武将のJJi館の峰|事|につ

いて、研究集会そ|持1m;した。大内氏fi"ii跡

(山口県)、江馬氏館跡(岐阜県)、 ー釆谷

判fr氏遺跡(柄引: !U)、 7H~院跡 (JJ;.f."j

県)、長氏館跡 W"f.!ら!¥Dの各庭民I1迫梢に

ついて、発術担当者等の報告をうり、催

地lの定':llL的特色を'1 1心に討言~をした。 こ

れらli役国l時代の武将居附の嵯l議11ムム!!秒j

からの制'且-を主IlJiとしたw縦式の峰l事|て、
あり、池li浅く波山の石組を会1¥'11にまわ

す室111]・時代の庭|占|一般のJJ:匠的特色を備

えている。tころが、必ずしも出極|築造

てIlト11l!;した。今回の研究集会は、文化財

における色のIlil姐をテー?とし、顔料・

染料 ・考古・泣物 ・f云1)1:品あるいは壁|事|・

壁1みといった綿々な観点から、 8名の講

演者による口頭発表ぞおこなった。また、

情報交換のI坊をできる限り多〈設定する

ことを閥的として、ポスターによる発表

も企画したところ、赤色顔料にi刻する 5

件の展示がなされた。総合討議でlふと

くに赤色顔料のl草地 ・製法に|具lする問題

について市発な議論がおこなわれ、新た

な見解やj:lH也点がク ロースーアップされた。

また、 i'.J'(U江戸ilの復!京や強fnITに|対:iiliして、

顔料1(E定における従来の分析法の限界と

それを打破するための新たなアプローチ

についてもも巴言があった。 (Jf控室隆保}

+遺跡地図情報システムの研究

1997年2月14日

奈文研では、追跡の調査研究において現

況地形図、粂f)H反l京図、調査区1.，i1出|、泣

柿実iWJ凶といった地図の情報の監理を手

作業でおこなっており、効率的システム

の必要性を前if&¥している。そこで、国土

地理院を111心と する空Il¥Jデータ基盤盤的

事業について理解を深めるとともに、文

化財研究への応J'I1を進めつつある機|剥の

IJ}例を検討するため、 i立跡地図情報シス

テム研究会(ti);1回)をIJfl(lliした。まず

国土地司l.院の111籾義郎氏が、空間データ

基終戦術とGIS(地理情報システム)につ

いて、GIS研究会やGIS関係省庁連絡会議

の報告を小心に紹介した。ついて畑、太宰

府市、点打Il rJ j・ 、奈文TiJf カ q:~'j:例を報告した 。

過去のデータぞ活用するため、データ型

式などのM:i準化の必~性守強〈認識した。

今後li者111.成への応用を統一的l二議論する

とIfrlll寺l二、lfIl以外地域についてもデータ

の扱い}jぞ検討する必裂があり、継続的

た。DNAについては、石然記L隆(帯広帯 に適した場所tはいえなレ防衛上の拠点 な研究が;-J<められる。 (森本音)
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文部省
科学研究費助成研究

国際学術研究E件、鍾点領起草E件、基態研究13

件、奨励研究31午、データベース1f'牛の計21件

が採択された。

-中国古漬壁画の総合的調査と保存法の

開発研究

代表者・回中琢国際学術研究新規

中国・侠西約四安市JI~辺に は 、 r.!t(~を中

心とした古tM~i曹lが多祉に現存する 。 古

t!t内部iから争II~'取った多数の壁画が侠西

歴史博物館その他の機関に保管されてい

る。 これらの移設した略画について、壁

体の強化方法、顔料の槌色 ・争11洛防止対

策の研究、ならびに考古学 ・美術史学・

処築火学の総令的な淵査研究をおこなう。

+陶磁器文化の吏流に関する科学的研究

代表者 ・沢田正日目 国際学術研究新規

日本 ・総国 ・'11国 ・東南アジア地域で生

産された陶磁終について、その胎土や幸Ih

薬を分析し、考t.":+.美術史学的調査を

おこ ない、陶磁お文化の交流圏の確認t

交涜の~1i告を究明する 。 わが国では、全

国各地にこれらの陶磁総が大抵に出土し、

あるいはf云l止している。 また、スミ Yニ

アン研究機構l刻辿機関でも数多くの東洋

陶磁25を所蔵 してお り、分析 ・調査に|刻

する共同研究をおこなう。

・二条大路木簡データベース

代表者・町田 霞データベース継続

長屋王家木間データペース作成グループ

は、 j量出王家木簡に引 き続き、 1994年度

以米研究成-*公|持l促進'fr(データベース)

の支給を受け、 7万点余にのぼるこ条大

路木簡のすべてについて、文字的報u直l
i怒とをリンクさせたデータベースを作成

すベ〈、作業ぞ:il主めている。

・遺跡傑査法の総合的開発研究

代表者・西村康 箆点領i或(l)継続

表記研究の総開局f として、研究1H~逃と公

表、千千及を任J先としてきた。平成 4年度

に IJ~I始した本f.Ji域研究lま平成 8 年度ぞ も

って終 fしたが、研究に参加Iした研究者

が111心 となって、ト1*文化財探査学会の

設立、Q12fi11同際i立制:探査学会の日本IIH
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1住な Eに取り去ILtJ"1'定である。

・集落、埋納遺跡の探査

代表者 ・西村康量点領媛臼継続

広域iu跡である!IH在、寺院、官151遺構を

効率良 〈正確に ~!fI定して、遺跡制査とそ

の{呆イ7-1こ役立つ資料を提供する こと、弥

生時，(~を 11 1心とする 7f銅巡物の所在推定

とを目的と する。j也'11レーダ一様笠の方

法を中心に、 ';!i:主l傑査、磁気採資、 屯磁

誘導係査のブJi去を刊HIfすれば、必姿な地
下情報が採取できる ことをlidi認できた。

・トイレ遺摘の総合的研究

代表者・黒崎直基盤研究A 継続

トイレ遺構の認定手法および研究の方法

ぞ考合学を小心に して、 |県1:i1!するよ百分野

t共同研究する。 3{ド継絞の2;ド目。総

合研究会をIIflmiし、 ヲeimされたi立構や造

物について検Hした。lJil1Y地方の一例で

は、水洗式からくみl!l{り式への転換がた

どれ、 それは人!f.SJ肥料の平IIJtJlmWiを暗示

する。 またよ絡にH.j''j'する q，民政塩」の

析出から「しぴん」のイ子花を47え、寄生

以卯を?とむなうT片墳時代の木樋i立構が出

産儀礼と|刻.i!liする可能性などを検討した。

・常時微動測定による古建築の傍造安定

性に閲する研究

代表者 ・内田昭人基盤研究B 継続

伝統的木i1i:!&築物の仮!日j特性を把隠する

ことを目的とし、法隆寺!&物4隙につい

てお時徴illJn1111Aをおこ なった。五重I答は

1.次のflil平i1hiillJJ数0.90Hz(ヘルツ=1秒

1Il1のt!Hi)J数)で水平に航れながら、同時

に2次2.50Hzの振動数で弓形にしなるiJj}J

きをして いた。 減~t定数 lま 4.0%である 。

1次、 2次の間有振動数と減五t定数は、

金堂:1.80Hz' 4.4%、2.07Hz'1. 7%、

中1"1: 1. 56Hz・4.4%、1.80Hz• 2.6%、

大総堂:1. 70Hz， 2.5%、2.10Hz・l.9%

である。

・古代東アジアにおける冠位制度の考古

学的研究

代表者毛利光俊彦基豊富研究C 継続

前年度か ら継続していたH本 ・朝鮮冠の

資料m成についてはほぼ完了し、今年度
1.:t. 11 1 国東北部i ・ ~t，' W~告の資料を多 〈

J収集した。主研究と しては伽耶冠ぞ取 り

あげ、 iお東iI以.ll[の消小凶では新!i!~のi彪

響を受ttて、 6世紀前半に冠位指1Iの原形

が形成されたが、i台東江以西の鴻小国(大

伽耶迎1mでは562$1'-の滅亡時まで未成熟

であったこ!:~~(t諭した。 l従来論文に「朝

鮮古代の冠 -OmIOlj (r堅田直先生古稀

記念論文集J1997$1'-3 J~I )がある。

・北東アジアのツングース系諸民族住居

に関する歴史民族学的研究

代表者・浅川滋男 基盤研究C 継続

2年目の本年度1.:t.、 主と して中国m北地
方におけるツングース ・ il均~+l a否派のf旦い

手たちの住居に|対する資本|含収集した。

また、住宅総令研究財団の助成金により、

m，龍江省の小興安徽ー，ii?で、 エヴェンキ
族およびオロチョン肢の住居を調査した。

その結来、満州抜系の平地位居にみられ

る万二子杭(コ字形の床暖));:胞訟) !:神御!

の配置t関係が、川j{1f形テントの空間構造

を踏襲したものであることなどが、あき

らかになった。

・和鏡の生産と流通 ~出土鏡 ・鋳造遺

跡から見た考古学的考察

代表者 ・杉山 洋基盤研究C 継続

3年にわたる研究によ って、下記のよう

な点がl切らかになった。1)まず研究の第

- 1:して、 金問にわたる拘銭の出土例を

調べ、そのデータベース化をJI'った。こ

れによって、近年の発似調査の進展によ

って、多くの;f1Jj立が発1lliされるとともに、

その出土の別状が把砲されるようになっ

た。1ぷ栄として、全国l怪}.tl時代鋭一覧表

を作成した。2)これらの出土資料の中か

ら、 ~IH 研究上m要である 2 泣跡、三重

県IL羽市や11ねと山崎県南郷村キ111門ヰ111社の

出土鋭守調す.し、:写J".(扮H診を'1'心 とする

調査をおこない、資料を作成 した。3)第

二に全国的に検出例の多く なってきた和

鏡の錦j主遺跡、を報告担:等で抽出すると と

もに、LI.'.土t571の実査をおこなった。その

結果、京r.l1市内における検出例の笠宮さ

から、 11 1 也:}j~lmにおける.fllflìJJlj主力f七・

八粂周辺守小心に活発であったことが判

明すると共に、まか型のtlY~泣などに、|時，(~

による変化のある ことが判明した。

・弥生時代と古績時代の祭租の防車査研究

代表者 ・岩永省三基盤研究C 継続

古代同家形成JUjであった弥生-t." t!tll寺代

における社会のillIJ態のーIliIを、 然記の分

析からあきらかにし、と〈にm団然犯の



出現 ・展開 ・ii'i減の様相と、首長権継*

儀礼の出現 ・展開の級相との有機的i1!聞

を追究した。集団祭犯の動向 lま 、 j'H~1!1

の政治的権力者としての成長と?制妾に|刻

述するが、 iik終的消滅は各集団内部て‘の

自律的契機によるので、なく 、西日本の広

域にわたる首長肘のえg合の結成にともな

う疑似的集団然記としての集団再生折阪!

儀礼の成立をiiij扱とする。

+古代の地方末端における宮街遺跡の

研究 代表者・ 山中敏史 基盤研究C 継続

-ml街以下の「官衡がj逃跡J を縫製する と、

いずれも、国1m街から相対的自体性をも

った郷街とは見なしがたく、郷土えや郷雑

任らがll11司の指揮下に"llIi街機構の機能の

一部を分'J'f.した場であり、郷雑任や郷1~

らの活動の拠点l主 、 ~三米自{J には1m司のü'i:

般的な管事'!i-I;'にfllかれた1m術出先施設や

居宅などに併設された官術補完施設で、あ

ったと考えられる。

・郷筒、郷長宅に関する考古学的研究

代表者 ・松村恵司基盤研究C 新規

律令制下地方行政組織の11k末端に{立出す

る郷に、 「主!Ii術」とよぶべき行政の拠!.'XJj¥Ii

設が存在したか否か、その論争の再検討

を目的とする。「郷長J r _ill_ 1是」 ZIMF-仁日号、

主IJ書紡錘111などを手がかり に、郷長の居

宅の構造をあきらかにし、i1i代集必追跡

の'1'にみえる官lffr的要素をf摘出し、その

性絡を考ー究する。初年度lま郷長|民h主文字

資料と 13追跡の構造分析をおこなったが、

郷土毛の経済的優位性は認められず、郷1~

居宅にやl随するような官術的施設もれ110'1'，

できなかった。 これらのτF尖は、郷長が

白丁から任問され、律令官人機構の'1'に

組込まれなかった-/_J ~実と符令する 。

・製作技法と同箔関係からみた中世Eの

本格的研究

代表者 ・山崎信二基盤研究C 新規

全国の~I"止TL¥t-'製作技j去を中心として 8

JYIに*UI分した。近畿では点目11系・大|坂(fJf

i-I!・利l氷)系 ・大和l系の三.}'i-が独自性を

もち、係j訟・紀伊 ・iiiJ内ではこの三-r.の

系統が地域によって交錯した状況を示す。

|刻京も同級て¥主Hi(I"Jなも のをのぞ.くと 、

武蔵系 ・ 上ff'下町-系 ・ '，~i';陀系に分かれ、

それぞれは近畿の大阪系 ・点目11系 ・大和

系に対J;j5するが、l時JUjによっては他系統

へ移るものがある。

・古代におけるガラス及びガラス製昂製

作に関する塞髄研究

代表者 ・川越俊一 基盤研究C 新規

H本における Ilj-ftの方、ラス及びガラス製

品~1: 1}i'iの1M史的{立世イ・j'f t をあきらかにす

るために、 fi包';Iìl}~ガーラスノレツボとノJ '_:I~_ nl

jJH，2の，'1'，::1二資料を小心に分析をおこなう。

う〉初?を jjjj して、 ji包~!IりfJガラスノレツボ.' 1i 7 

|止紀後半{こ山到し、 tll庁長lHJl鮮半ねに認

められること、 j)J型li3世紀から 81止紀

まで変化のない ことが判明した。 そのが;

来、 H本でのガラスWi立・製品生産は、

7111:紀後半に変革JUlが認められ、その技

術は0]1国大陸や朝鮮半ねをj凶して導入さ

れたとの見通 しをむった。

・歴史的建造物保存修復技術の考え方と

方法 ~地方文化財修復指針案の作成

代表者 ・木村勉基健研究C 新規

建造物保存修復技術の基本的な考rえ}Jと

ブ}沼;について、 ili1'l文化財のJ幼子?と比較

検討しながら、外地のI也jj':文化J!オの状況

営実地調査して分析する。地方文化財に

ふさわしい保存 ・ 修復のあり方を 、 ZJ~~

の{本lIJll、当初jの;n・jllil.修復11寺の調査、調
}t~;i~主の分析と修復方針の検討、実施日l '

同u多坦11工lJC、Aじi;kの作成などのrY-i1=1に
よって検討のうえ、 指針案 fJ也ブj文化財

保イ子修復技術の考 えブJ!:.方法』を作成す

る了-定。調子tをlリIifi以降のi午j瓜主1t築にし

(fり、1996年度li北海道 ・米北地域を淵

資した。

・日本古代の湧泉、;荒れ遺構の研究

代表者・高瀬要一 基盤研究C 新規

近年、奈良県を0]1心とする地域において

発見された 7ケ所の4-81止紀代のゆ水

胞B没と、そニ力か.c， i首玩uれ1.1.山jハ1るy水ドを将いfたよ:_/ド
路のi迂込l占j

I地也、水i&;(、石机み、然記~ìïi:物などを分析

し、泣跡の特色、性絡をあきら かにする

ニとを 1=1(I ~J としている。初年度は 7ケ刈

のiii:跡について現地調査と資料収集、務

理11作業ぞおニなった。

・中近世期における金工材料と製作妓法

の歴史的変遷に関する研究

代表者・村上隆基盤研究C 新規

'1'近|止JUlの泣跡、から11'，土する合」二品を対

象とする材料科学的な兄I也からの澗交に

より、 当11#，の金工製作に用いられた材料

とその技法を採る ことを試みている。た

とえば、武銅タイプの合金が、イ小、柄など

の刀装」共Lやキセノルレな Eに対してすてで‘にl凶6 

1世l!

てで、きた。f云l止資料を'1'心 としたfii，米の美

術工芸史的視点に、本研究の成果を加え

ることで、 日本における金工技術史を体

系イヒする ことを目(1りとしている。

・飛鳥奈良時代における畿内と東固との

受流の研究

代表者・ ;欠山淳奨励研究A 新規

律令同家による地方支配の実態を解明す

るうえで、京国経常の形態、 とくに蝦夷

とl呼ばれた人々との相互の交渉のありか

たを分析する ことは主要な-tJLr.'Xのひとつ

である。本研究ては、飛13石1-'1'泣跡、lこ京

国からもたらされた内而m色土師誌や
「夷」 二μ!』:た・刻:占ー上限等の考古資料を'1'
心に|民Jj主す る資料の集成と分析を?おこな

った。また、 この成栄により飛IL資料館

特別展示 r斉明紀』の一昔11を構成した。

・太政官公文録中の建築{土機密からみた

明治初期木造洋風建築の設計寸法に関す

る研究 代表者 ・長尾充奨励研究A 新規

本研究li、洋風主主祭とともに 日本に紹介

されたメ ー トノレ法、ヤード ・ポンド法な

どの洋式尺!支の建築設計寸法への探用状

況と、伝統的な設，tl寸'法への影響ーを、官

庁|県l述の，建築仕線、~::を通して解明する こ

とを自的と し た。対象 とした木造~築の

仕織~l:: 136jjjj には、洋式尺伎を記す仕，p~~!:=

は皆無で、 羽1 i\ )~J支への換算侃もみいだ

せなt、。iリli台初JUl官庁営繕ては、洋風建

築も羽l式尺j支で設計され、伝統建築への

);診響もきわめて小きかった ことがあきら

かになった。

・近世中期における江戸の緑地学的研究

代表者・平湾毅奨励研究A 新規

本研究の凪 (I~Jは、近世 0]1 )tJlの江戸を対象

として、者11ïIíの緑地的~HlJ利川のあり方

を主に文化史 ・制!支払:の面からあきらか

にすることである。 とくに、半保JUlの江

戸におけ る公|事|的空Ii¥lの成立は注目にあ

たいする。 これらの空IlIJは、火除地広場

や公共のI¥¥IJ也に代衣されるものであり 、

卓保改革の地域政策と絞接なl対述舎も っ

て発展する過程をあきらかにした。
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学会・研究会等の活動

奈文研を会話言にして、下記の学会 ・研究会等が

開催された。

-木簡学会

木簡学会は、 1996年12月7-8日の両日、

第18回研究集会を平滅宮跡資料館で開催

した(参加者約170名)。今回は韓国出土

の木簡をテーマとし、問中俊明(滋賀県

立大学)r韓国木簡出土の現状」、李成市

(早稲田大学)r特園出土の木1liiについて」

の報告があった。 また、 ll.i近の国内出土

事例の報告は以下のとおり。山下信-i!11

fI996年金園出土木簡概要」、山田兵宏 u.~

取市埋蔵文化財調査センター)r.r.~取市岩

吉遺跡出土の木簡」、加賀見省一(兵庫県

日市町教育委員会)r祢キliケ森遺跡t出土

木1liiJ、汗j"7ドみき (向日市教育委只会)r公

開7江東一坊大路西側消出土の木前)。な

お、大会に合わせ r木術研究J18号を発

刊した。 (書官野和己)

+畏屋王家木簡検討会

平J成宮跡発掘調査部史料開査室では、

1990~ló度以来、長届王家木flîi検討会をも

ち、大量に出土した長屈王家木fffi・二粂

大鈴木簡の釈読にあたるととも に、年に

2回の研究会をおこなっている。96年度

は2度の釈読検討会と、以下の研究会を

ひらいた。12月13EI : 1"1脇村l二(京都板i

女子大学) r長屋王家の 『家産』経営」 ・

古尾谷知治 「一長屋王家のì~官Jo 3月26

日:和困惑(京都教育大学)r南山の九頭

竜」・佐藤宗詳(奈良女子大学)r長屋王

家木簡小考_rjifrJ 1::その機(j~J。 なお所

外研究者I;t.、狽池森山幸(京大寺)・岩本次

郎(申子鴎短期大学) ・鬼~lih'fl明(東洋大

学:)・東野治之(大阪大学)各氏が釈読検

討会と研究会に、直木容:次郎 (1下子凶短

期大学)・門脇禎二・狩野久(岡山大学)・

l対根Jll盗 ・佐藤宗誌の各氏が研究会に毎

回参加されている。 (a:!野和己)

'条里制研究会

粂1tUr，ljに|刻わる学際的な研究会で、現在

会只数は考古学 ・地理学・文献史学の研

究者など約350入。毎年1回の研究大会を

などを収めた会誌 『粂m.lnlj研究』を刊行

している。97年3月8-9日には「粂旦

とnn?むをテーマに節目回大会を奈文研
で|湖Hl1した。今後lま者I1市の11日組も秘極的

に取り上げる研究会tして発展させよう

とする:j)'g~ もなされている。(山中敏史)

φ官営工房研究会

12月24日に研究会を1mき、櫛木減周(京

都府立大学) r首都におり る手工業の展

Bf.lJの報告後、質疑 ・討論をおこなった。

櫛木氏は、官営工房に限定せず、者I1城の

手工業の問題を、手工業生産の首都への

集約tいう観点から、首都としての特質

を見据えつつ、平安時fにまで展望した。

この報告をめ守って、長鹿王家木簡にみ

える工人たちが長屋王家専属なのか、工

人たちの活動痕跡、を遺，HHして確認でき

るのか、官営工房の専属労働者i'1::雇用労

働者の賃金支給方法の迷いはなぜ生じる

のかなどの点を議論した。今後も考古学

と文献史学の共同による11~I>jljの事例研究

を重ねていく予定である。なお、昨年度

の研究会の成果を r官営工房研究会会報

4 J として刊行した。

・中国建築史研究会

(渡遁晃宏)

問中i炎氏(京大人文研)を，"心とする中

国主l!築史研究会を 4回開催した。発表は

以下のtおり。7月22日 :何倍紙(香港

中文大学)r唐代仏寺 ー 『献l剖寺図経』

と数値縫匝|“浄土変相"小考ー」、 11月18

日:i;}鴻iめ(中国社会科学院考古研究所)

「足dえ安大i別宮合元般の考古発UH復原

研究の新収穫一平械宮第1次大極殿と

の相同点一」、 3月6日:揚志11f(黒部江

作文物管理局)r湖海上京龍jj!l~f遺跡・の発

掘と整備J、 3月11日 :架原仲治(総合研

究大学院大学博士号ぷ程)r宮市lの再分類お

よび国有性」 ・坂悶昌平(京都大学大学院

人IIH ・環境学研究科修士i~程) rmftu江朝
鮮族の*務と住ま t、Jo (浅川滋男)

'建築史談話会

~築史談話会l立関西の建築史研究者 ・ 修

理技術者等の研鈴と交流の場である。以

下の研究発表および見学会をおこなった。

6月1日:金剛峰寺不自'J:監修理工事現場
見学会。 7月13日 :i筒井一光(大阪市立

博物命η「尾張式社殿配置の研究」 ・黒田

講演する栂鴻助先生(中国建築史研究会)

の解体凋査Jo 10月18日 :冨ね義幸(京都

大学大学院)r法成寺の慌について」 ・藤

岡県児(名古屋造形芸術大学)r，日l山市成

の近世寺主1:大工の階府性についてJo11月

8日:本願寺飛議開修理工事現場凡学会。

12月7日:滞日正人(名古屋市立大学)

「中世日II{立式t平安宮大極殿」・光井渉

(神戸芸術工科大学) r山岸常入者 『日本

建築の方法論』を斬る」。

・古代の土器研究会

{箱崎和久)

歴史時代の土器の機相の解明を目的とし

て活動をおこなっており、 1991年からは

(.f年 l回のl，1ilj合でシンポジウムを聞いて

きている。今年度は9月24・25日に第5

回シンポジウムを開催し、土問i器の者:炊

具に|測して各地域の事例を検討した。都

械で使用する煮炊具lま「者II~成型」と I呼べ

る定型化したもので、その生産す;集団は

者11織の移動にともなって移住し生産をお

こなう こと や、地方との交流が明確とな

るなど多くの成巣を待た。(玉田芳英)

-東アジア旧石器研究会

1997~F-3月23日、奈文liJfて.5誌協会「京ア

ジ、アll!.:古の人類文化を求めて」をunいた。
税演者l主、'P'l慰文教授(古脊椎動物 ・古

人類研究所) 1::謝飛所長(河北省文物研

究所) o ~布教授は広西百色遺跡U't州大j岡

遺跡での11ft.新の発掘成果を報告し、謝所

長は、 i尼河湾地区で実践しつつある旧石

器研究の方法論と前・中Jtllの|日石総逃跡、

の調査状況を諮った。いずれも故新の中

国旧石器研究の成果t問題意識の日さを?

示した。 {加E富良二)

・埋蔵文化財写真技術研究会

7月5-6臼の両日、第8回研究会をお

こなった。参加者約100名。研究会のH寺Jtll

にあわせ、西安碑林博物館の繰忠、民氏を

招刊し、講演していただいた。r型文写兵

{持I<とともに、研究報告や発掘事例報告 龍二 (神戸大学)r神戸市北区前中家住宅 研究J¥'01. 7ぞ刊行。 {佃 幸宇緩)
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調査研究葉報

この 1:年、以下のような調査 ・研究・箆備事業

にもかかわってきた。

+桂離宮の発掘調査 結街並宮庭問整備基

本工事にともなう発掘調査を、 7吉;内庁か

らの委嘱含うけて平成 6年度から実施し

ている。平成 8年度li、修理対象 となっ

た池の乱抗議j手付近に 7ケ所の小トレン

チを設定して、おもに断而観察により護

岸の築成状況等の調査をおこなった。 こ

の結果、各調査区とも護岸石の抜取り穴

等がないこ tから、それらの部分の護保
はもともと百L杭ないしは革止め等のyフ

卜な材料を用いていたことが判明した。

また、大部分の調査区て、当初jの;護岸よ

り池側に渡り出すかたちての改修がおニ

なわれている状況があ きらかになった。

ニのこと から、池は全f本的に築造|時より

も、わずかではあるが、狭まっている t

推定できる。迭物としては、「千代原 半

右衛門」 の刻印のある刺ー平瓦が出土し、

江戸時代後半のものとみなされるから、

桂山荘への瓦の供給業者についての匁l見

を得る ことができた。 (小野健吉)

+鳥取県の近代化遺産調査 鳥取県の近

代化i立政調査は、平成 8年から 2ヶ年すl'

匝|て、はじまった。近代化泣産とは産業 ・

交通 ・土木に|剥わる幕末一戦jjijの逃産で

あり、平成 2年度から文化庁の国庫補助

事業と して、各県で調査を進めている。

奈文日f1:しては、秋岡県につぐ‘2!I県悶の

調査になる。初年度はまず、県内市町村

全校で悉皆調査をおニ ない、 39市町村カ・

ら610itlーの対象物件を リストア ップした。

これをもとに平成9年 1JJ 311:1に調査委

員会を聞き、約100i~:の詳車111調査候補を選

びだした。第 l回の詳細調査は、 3月11

日一15日、県西部の米子市を"1'心におこ

なった。 このうち、江府IIITのIIJ江尾発電

所は、ノレスティカJlRの石墜と木造トラス

架構の屋根をも っ堂々と した外観の建物

である。 ところが調査の給巣、 この石壁

は意匠材ではなく構造体であり、大正 7

18江尾発mp)f(鳥取県江府町)

年に主主造されたことがあきらかになった。

発屯|品l係の備品は撤去されている bのの、

純石J主主主造物として"l't重な近代化泣i並で

ある。平成 911'.1主は 21主の詳細制交を実

施し、宇H告:i!!:{t>刊行する予定である。

(箱倒和久)

・中国黒鷲江省におけるオロチョン族と

エヴェンキ族の住居調査 住宅総合研究

J!オ団の助成研究「北京アジアのツングー

ス系諸民族住居ーに|刻する聡史民肱学(I ~)研

究」の第 3 次制究として、 "1' 国~.I:\龍江省

の小典型~:捻i一帯ぞおとずれ、オロチョ ン

族とエウJエンキ肢の住賠を調査した。小

興安倍iのツングースは、もとも と rI111人

柱」と よばれるVJj!f;形テント舎もって遊

出jする狩猟民Tごったが、 1950年代末から

の定住化政策によ って、近年はi前州族 ・

~族系の平屋建物に住むようになってい

る。そこで、各地の平屋建物を実iJ!iJ制究

するとともに、 1';dJi¥U;)・において今なお似

われている rillJ人止しを作ってもら い、

その製作ifM"lilを百己主主にとった。lJil:1*i楽L、

のは、平・屋建物の西の"あIUJに作られる コ

字形の万字灯LとネII'JlUJ"?ノνの位置|刈係が、

テント内におけるコ字形の座と和1
'
似のそ

れに対応している よとである。制査の詳

細は、 r住宅総令研究J!;J団研究年報J23号

て報告した。 (浅川滋男)

・ベトナムにおける日本人墓の発姻調査

と保存整備 ベトナムのホイアン市には、

17世紀中J切の IJ本人墓カザえっている。そ

の現状ぞ杷援するため、まず実illiJ制査と

写真撒!j(j~ おこなレ、さら に裟を発抑制

査 した。 その結袋、 Ki本体力Tシックイで

つくられた3段構造て.ある こと、以下段

が~室て現地表下80cm もの深さにおよぶ

こと、第 2段までは本米、 円形のJ

に忍放iわれていfたJこと、現状の第 3段lま当

初jのものではなく、 |λl部に当初のものと

考えられる勉"'1状の第 3段が埋め込まれ
ている こと、墓石iiij而には 2段のテラス

カfあった こと 、などカfあきらかになった。

これらの成裂をふまえて、以下のような

保存戦術立|・闘を立案 し、ホイアンi'!1の|日l

立を得た。

1)砂精製の墓石およびシックイ製の墓

本体を合成樹脂で~.ill化したうえで、

第2段目までのこ:l.肢りを復原する。

2)J{iJ凶に墓の保護を兼ねた見学路を新

殺する。

3)越 ・旬、 ・英 ・日4ヶ国訟の説明板を

設置する。 (高瀬要一)

・中ノ圧遺跡の整備 奈良県字陀11日大宇

陀IIITに所往する中ノ庄治跡li、柿本人麻

呂が経皇子の伴をして安島高野'に猟をし、

「かぎろひ」含みた頃の建物逃椛.i也状追

構などが確認された追跡で.ある。泣跡地

は当初、 IIIT民プール建設のニi'乏で.あった

が、追跡公1;:(1として整備するこ tになり、

建物復原 ・i也状迂I構準備などとあわせて、

放rl'山画伯の壁画「安騎野のj:ijJJ の騎馬

人麻呂1集金原寸の石像彫刻として設置す

ることになった。石像製作の慨田谷手順は、

次のとおりである。寸法計nlJ→1/6計画図

1/6粘土紋型→1/6樹脂模型→原寸粘土

模型→型取り→石狩絞lli!→石像彫刻。石

材I.:t.LLJ東省肢の県芸母の少ない花!企i岩と

し、原寸絞型以降は中国J'，海ili内で製作

した。IUIl逝l主、壁画のイメ ージを打!なわ

ず、.!I&f本・装釘li物などをどこまで7世紀

後来=に近づけられるか、一石の彫刻の荷

重ど!ちの4本)Eていかに支えるかであっ

た。半年あまりの短期間てあったが、然

事竣工をみた。(加麓允彦)

・名勝 rl日大黍院庭園Jの整備 3年目

となる旧大来院経悶の1剖;;戸J~業は、合計

約60Qm'を引き続き発射し(年報!日参

mo、あわせて雨 39' .r.~j の経備を実施し

た。 小品の挺備は、3f.~の景観を残しつ

つ水際線ては 1.r.hとする考えもあったが、

江戸H奇代の形状をできる|浪り尊重する整

備方針にしたがって、現状どおり 3ぬと

して主主備することにした。H

〈仁、 キ料粘t占1上n"き綿締.め、 杭丸太打ち込み、 ~ 

き石によるi骨|浜状化粧をlAiした。中品の

地裁はサルスベリを伐して、その他は伐

採 しJ也被に貯芝を張った。なお、:;;{-石lま

現代の表土l向に据えられているが、当分

の|日l存'ft，'することとした。 (加藤允彦)
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11 -2.研修・指導と教育

埋蔵文化財センターの研修と指導

1996年度は、 主 に地方公共団体の埋蔵文化 財行政担当

者ぞ対象にして、下記一覧表の研修を実施した。また、

右段の泣跡 '1&造物令sについて、調査もしくは躍的 ・!It;

復の指場 ・協力 をお こな った。 (沢田正昭)

Il!:令 際 F量 内 容 担当怠 実B革期日 ‘官."，tA・.・E ，E 

一般 冶f.Ifの5~1bi;羽宝Eに聞す
7 n 1611-

研修
一般.軍位 る1'"飽的な)11:&，技術 研究指導釦 8J1911 25130 の研修

型[~童文化財の写真級影
8/12011-文化財写拠点位 等に閃Lτ必要なl引"J情報資科:n 9 n 1111 23121 的知事H技術の研修

4事 遺跡の測批にl測して必
1~ Ibi 技術 9 n 1811-遺跡制批点、f'.l"1:な時1"1が))11::&，技術
研究室 10n 1611 291 6 の研修

遺物の係資に関して必
10Tl2211 -遺跡J寝食仏軍fl"1:な導1"1((.)泊iliH技術 測鼠研究室
10n3111 101 8 1"1 の研修

遺物の似合ぺこl測する I~
遺物処J!r.11n 7 11-i民(H・ド'(:.1¥r'~ (i-科"1=的なWI"Itt.)匁1銭; 15118 

t 技術の研修 研究室 11112111 

研 j1i{司1立III服飾究のため
考古前 l市l11J12711-環境智内.'I!f'.lに必要な専1"1的見1:&と 15120 

技術の研修 研究 室 12n 1111 

fJ仰関連冶跨 -1)古'''f.から;;:教をH!阪す -1)合計雨 1 Tl2311-
，~ 調 fi .'1¥ f..! 

るために必要な専門知議
研究室 2 n 6 11 15135 ， "þ問的下~を研修

遺 跡 依存 遺跡の.t1備にl刻して必 i早仔工予 2J11311-
.t1 f首ぷ位 1lな導I"Jが:))11諸t，H:持i研究室 31161J 22110 の研修

埋ii文化財行政を担1当
埋 厳文化財 する 1:で必要なi量鈴 ・ f:t. (?工 学 711 3 11 - 8134 J.~ ~ .'1¥ f'.l 退物に閲する2基礎的拘I研究家 7 n 1011 

1年 滋の研修

~E [，叫遺 跡 m剥遺"の湖査研究に 集 議遺 跡 12111711-
調11. .'世 α関して必要なWI"J的担I研~ 室 12112011 4134 

品l lilH 技術の研修

読みやす〈 他いやすい
..IJ 7，-itt!I'II 1/1811-軒H!，~ ，lfn:"邑浪f'~ 制11'i-.'H:fI".ltするノウ 10140 

日f ハウを研修 研究家 1 IJ 1711 

遺跡からml:した人竹
1el1il1主梓I3111211-人1"1"w~1F. .'I¥f'.l の剣先にl則して必要な
研究主 3 n 1911 8121 

修 1，"礎的知1鉱の研修

11本の文化財t11本の
6 n 6 11-外 111人研 修 特色めるii'!J1i.'研究方 研究指導部 5112 

訟の拘1総の研修 6 J110 11 
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官11所ffi宜跡(岩手)、大戸古窯昨<lI'U~). 上総|了lIr.Hft定I也(千栄). U;: 

遺跡m;山上位飯大塚古ttl ・ 江島氏減跡下町{跡{岐r.~)、内野二本ヶ谷

石原古ttl・ケイ 七イ遺跡 ・勝II¥IIU械跡{俗阿久三i可問分守(愛知1)、凶

純平下遺跡(九\~I・)、滋之悠遺跡 ・ 3百円跡 ・ 長打111敷遺跡(三\1'0. ~臣 i ll

ìf，Jlll~遺跡 ・ 大nlLi ï5t貴(ì!ìm 、:l~岡 Ji\跡 ・ 鍛砕流iFf跡 ・ I"J 11l八「遺跡 ・

住友布ヲ1;'1剖Olm)、池上件十n遺跡・野々」二冶跡{大阪}、 {/tjj!米必城(奈

良}、武w庄遺跡・上脇遺跡 ・大，Ii山近跡(兵"10. 1:1主浜口I草・:Ci比鋲
11 1遺跡 ・ 加lïUiP.遺跡 ・ 三山谷遺跡 ・古八附H.i!L遺跡(!.~Hl). Mlil寺

|期主n:駕跡 ・万ir.;t!大寺瓦祭f.If. 1"111]只I車{問111)、近遺跡(/ぷ!.b)、JI:笠
剣山~ ・ 常徳寺縫l剖跡(山口).弘悩寺領讃岐同山1lJr.tIlUI宮1 ・ 川iI!-ノ

X遺跡(奇)11).3書{主i也古I責.I1門・問分存跡(愛~). ru村遺銚l:f.(.:':j知1).
鴻脳血T跡 ・筑紫観音寺所蔵物{福岡)、 If.lのi1:遺f.If(長崎)、 両日1俗移芯

j也.'t;市貝原{鹿児向上内"isilliru""， .ほ際遺跡 .，1崎遺跡('::r6:i).H-

.~ I;;[ HJ家 (j'I'Il1l)

遺跡登備指導 ・保 存処理

九i山城(北海道)、 御所野遺跡 ・主主附減f.If・ぷI皮以跡(i'i乎).払IUI弱跡

(秋 111 ) 、f.~ A;'f-跡 ・ 上人i盟li~寺跡(悩向上半沢'1:1舟遺跡(淡減)、飛山

総跡・法~;寺跡(栃木)、滝沢遺跡<nr..!!~ )、 ~tf\.":遺跡 ('(;';111) 、七)(:)1進路 ・

イ i笠山大 'Bt)j跡・山代再興九谷:紫跡(石川)、 d士ßU大I翠古JtI ・杉崎li~=N

ill尚:・.ii:lil数陶総窯初:(岐阜).R査機山台I貫 ・三1也i]~;lïttl . 備なil~減f1f .

J主iJ(.城跡(的問)、制ii氏遺跡(tI，ïJド}、 ð[凡1J~\'l' ・ 2か木城跡 ・ I I Pfl子峠

1111場跡 ・ 徳川1・米務所 ・ 上野総跡(三lf() 、 安土城跡 ・ 大~'itl.l 占JtI ・ 戸iílì

似rrr守 ・木村合ttll洋・近江国}j'U.(滋賀)、丹波ITI分尼寺 ・大Q;'f-御所
跡 .I(FJI・大塚IJI古I食・滝向IIIi5ttl()j¥fflll、心介寺山台tn.千平減問.. 
h首木繊跡 ・赤阪総跡{大阪)、 ，h'.e_!域 ・感:jX)Juf.lf(兵/，10.大変;'t・'1'之
11:近跡 ・平成)j(朱彼大路 ・藤ノ木合1負・大泉院隠l剖・ナヵ・ν111占JtI. 
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建造物・庭園の修復と整備

犬神，If(秋l干I) 、 加I j:.志波神社(tI~Jt-). J主主l'川1:1¥]1叫(1鋒1'0.lJli従-=!j:峰

|叫・ 1滴~I対(京都)、|日ト ーマ ス11:主面tí.'t対策 ・ 明石公!対石川災~~l担旧

{兵1・10‘養4~1剖{和歌山)、 J\!知市公合解体 (.r.~JI{)



京都大学大学院
人間・環境学研究科

文化財に|到する ~'I'j等教育は、 こ れまで考計学 ' 1&築史

学 ・文献史学 ・庭由|史学・美術史学、あるいは攻科系の

関連分野など、大学における各教育部門によって例別に

おこなわれてきた。 しかし、文化財の調査研究者を宵成

するためには、各~ï-I"J分野の枠を超えた学際的な研究、

文化財の実物にじかに接した調査 ・観察や分析を tもな

う教育がますます必要になっている。文化財学の類の大

学教育課程が新設され始めたのは、そうした動向を反映

しているが、文化財に|刻する教育の場としてはまだ一昔11

に限られており不十分である、 という現状にある。

そうしたなかで、当研究所も、文化財行政に資する研

究機関として埋蔵文化財、建造物、文献}k料、嵯|虫!など

の調査研究を推進しながら、その成よ~を学生らに宵併さ

せる活動を一部でおこな っ てきた。 しかし、文化財の '~:J

等教育に対する近年の社会(I{j~請の山まりに!応じ、教育

機能を充実させることもな、務の課題tなっていた。そこ

で1994年、京都大学に大学院人間 ・環境学研究科が設置

されるのを機会に、 文化 ・地域環境学#攻の環境保全発

展論説座の客員分肝を京都|主l立博物館とともに担当する

ことになったので.ある。1997年4月JJUr:、奈文liJfからは

6名が客員教授 ・助教授に1)1イ壬され、千ijl;'lJJl保全論(111 

rl'敏史 ・浅川滋lj})、考古環境学:論(llIfEEli:O、文化財保

存科学論(沢田正11m、文化財保存調査)j法論(光谷桁実・
松井草)、 の科講義・ j資料 ・実習を担当している。

講:i'itやt寅1Plの内鮮は次のとおりである。111'" : 11木時

火考古学の分ff.から、 n本古代の泣跡の分析を;，j且じて、

w令凶家の歴史的特質や各地域の諸環境と IJ¥I家による地
方支配tのl刻わりについて考祭する。i却11:民絞・考古-

!&築史学の分野から、 11本およびアジア諸地域の歴史的

居住環境の現状を把iJi1し、その保全の実態と )jli'l性を論

じる。町田:rl'l1l考古っきの分野から、 iれ陥ノk本寺の発抑

制ヨ旬報告告をi紋り」一:げ、中国における先制 ・j立跡の保存

について検討する。以111:文化財保存科学・の分好から、

文化財資料の理化学(I{j分析 ・保存修似にl則する研究のあ

り方を論じる。光谷:木材組織学 ・年給年代中の分町・か

ら、""，-仁木材の樹程同定、年始年代測定作業を通じて、

考古学との共同研究を般逃するとともに、古環境似元を

おこなう。松井 :環境t'i1j:学の分肝から、動物泣1本・ニ|二

~l分析に l刻する研究:J?の Jt'lt ~，'éや資料分析により、人間の

~ti訴 ・ 環境を復元する 。 講義lま、各自 J点JIIJ として迎-@I

京大て.おこない、他都!恒の学生 も受講している。出現・

実利などは主に当研究所・などでおこなっている。実i切と

しては、 平城宮 ・!制点下fなどの発掘調査や泣物の務.flJ!.、

アジア少数民政住居などの現地制査、全|王|各地の文化財

資料の理化学分析や保存修似、樹種同定や年輪ullJ定、自

然泣物などの採取や磁の|日l定作菜ーなどをナおこなっている。

入学希望者はあらかじめ志望する指導教wを決めて、
liijJUJまたは後JUJの試験そ受ける )j式となっている。奈文

併存H分貯の:手A:定数は?十三戸F.2名であり、毎年数名が

入学 している。1997王子4日現在の学生数は、 "1'1':修士

課程2ij'. 1入、浅)11 :研究生 l人、町田:t~j.士課程 l 年

l人、修士諜程1・2年作I人、研究生 1入、沢悶;博

イて諜政2年l人、 修士課私11・2"1三各 l人、松jl:: IW士

課税2年l入、修士司i私¥2年2人、修士訓i程 1.1r 1人、
である。研究生はいずれも間学生である。修士論文の作

成などにおいては、現状ては科教1きJが自分の所に志望し

てきたこ，;t生そそれぞれ{I占I}]IJに指導するシステムになって
いる。そのため、担当授業科1=11'， 1:実際の佼業内容との

隔たりや教官の専門分野のiiいなEによ って学生にとま

どいが生じないように、できるだけ受験以前あるいは入

学以前に志望学生と教'1¥・との芯;志疎通念凶るよう心がけ

ている。今後ちそうした坊を設けることが必要であろう。

この大学院教育が始ま って3年を過ぎ、 t半・生数も.lV'1え、

条文liJfにおける文化財教育の役:1，iI]Iま増大している。そし

て、 実際の資料に接した教子?の必要上、 ヲ詩文初f治:fl分野

のやL I~ Iま修学JUIII\Jの大半を 当研究所内で過ごすことにな

る。そうした実態を踏まえ、教育効果をifJjめるためには、

今後、学生を快〈 受け入れる体制が研究所全体としてハ

ード聞でもソフト而でも|・分務怖されることが盟まれる。

また、 ヲ詩文砂fの?キ研究ilが、 学生のニーズに応え、作自

の-¥'i-!"J分野を活力、しキII]J.に拘Ii完 しあいながら数千了にあた

れると すれば、 当 (!)f究所で文化J!fの '~:J等教育営実処する

大きなメリ ットと なる と思われ、 そうした体制づく りも

必要であろう。 (山中敏史)
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11 -2.研修・指導と教育

埋蔵文化財センターの研修と指導

1996年度は、 主 に地方公共団体の埋蔵文化 財行政担当

者ぞ対象にして、下記一覧表の研修を実施した。また、

右段の泣跡 '1&造物令sについて、調査もしくは躍的 ・!It;

復の指場 ・協力 をお こな った。 (沢田正昭)

Il!:令 際 F量 内 容 担当怠 実B革期日 ‘官."，tA・.・E ，E 

一般 冶f.Ifの5~1bi;羽宝Eに聞す
7 n 1611-

研修
一般.軍位 る1'"飽的な)11:&，技術 研究指導釦 8J1911 25130 の研修

型[~童文化財の写真級影
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1~ Ibi 技術 9 n 1811-遺跡制批点、f'.l"1:な時1"1が))11::&，技術
研究室 10n 1611 291 6 の研修

遺物の係資に関して必
10Tl2211 -遺跡J寝食仏軍fl"1:な導1"1((.)泊iliH技術 測鼠研究室
10n3111 101 8 1"1 の研修

遺物の似合ぺこl測する I~
遺物処J!r.11n 7 11-i民(H・ド'(:.1¥r'~ (i-科"1=的なWI"Itt.)匁1銭; 15118 

t 技術の研修 研究室 11112111 

研 j1i{司1立III服飾究のため
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技術の研修 研究 室 12n 1111 

fJ仰関連冶跨 -1)古'''f.から;;:教をH!阪す -1)合計雨 1 Tl2311-
，~ 調 fi .'1¥ f..! 

るために必要な専門知議
研究室 2 n 6 11 15135 ， "þ問的下~を研修

遺 跡 依存 遺跡の.t1備にl刻して必 i早仔工予 2J11311-
.t1 f首ぷ位 1lな導I"Jが:))11諸t，H:持i研究室 31161J 22110 の研修

埋ii文化財行政を担1当
埋 厳文化財 する 1:で必要なi量鈴 ・ f:t. (?工 学 711 3 11 - 8134 J.~ ~ .'1¥ f'.l 退物に閲する2基礎的拘I研究家 7 n 1011 

1年 滋の研修

~E [，叫遺 跡 m剥遺"の湖査研究に 集 議遺 跡 12111711-
調11. .'世 α関して必要なWI"J的担I研~ 室 12112011 4134 

品l lilH 技術の研修

読みやす〈 他いやすい
..IJ 7，-itt!I'II 1/1811-軒H!，~ ，lfn:"邑浪f'~ 制11'i-.'H:fI".ltするノウ 10140 

日f ハウを研修 研究家 1 IJ 1711 

遺跡からml:した人竹
1el1il1主梓I3111211-人1"1"w~1F. .'I¥f'.l の剣先にl則して必要な
研究主 3 n 1911 8121 

修 1，"礎的知1鉱の研修

11本の文化財t11本の
6 n 6 11-外 111人研 修 特色めるii'!J1i.'研究方 研究指導部 5112 

訟の拘1総の研修 6 J110 11 
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111 ・ IIlf.島町遺跡(flllill) 、奥阿武'Þ'f.Il勘助~(lll n)、布1!l]ï'ïJtl l: t . )L(s 

k世阿:・石汗1Jt:山古t.nr.r.(奇}II)、 下手Uf.b械 .)L((1械跡(愛切に川村遺跡

l:t<.:':j匁1)、大野誠跡太宰府口城1"1'nn以前J_n・!日i1i:lili文化財E霊能(偏

|品J).-r.:聖脳級跡{佐賀)、大村縦穴sf..つつじヶl主償火ltt-<熊本)、元田f

1i仏 ・ 石造文化財 ・ (ß塚古ttl(大分)、 h'i*I~1i1 仏 (1Jli'~向上 fflí域 "j :'"

-I~;n物(宮崎). フノレスト広t;n跡 ・斎場官II!必・IMLfJt.. 草原遺跡(i'l'純)

建造物・庭園の修復と整備

犬神，If(秋l干I) 、 加I j:.志波神社(tI~Jt-). J主主l'川1:1¥]1叫(1鋒1'0.lJli従-=!j:峰

|叫・ 1滴~I対(京都)、|日ト ーマ ス11:主面tí.'t対策 ・ 明石公!対石川災~~l担旧

{兵1・10‘養4~1剖{和歌山)、 J\!知市公合解体 (.r.~JI{)



11 -3.遺跡整備・復原事業と展示

平城宮跡・藤原宮跡等の整備

平減宮内では、 4年度目をtrかえた朱雀門と束院庭園

の復原iJ~業が佳境に入った。 また、宮内省の築地 t 南門

の復原が完了したほか、若干の施設整備をおこなった。

1.朱雀門の復原事業

昨年度までに、二重の組物まで組立が完了した。本王子

度は引き就き二重の組立をおこなった。 まず隅木、 J也霊

木、飛柏垂木を取りやj.け、事F廻りの組立をおえた。次に

軒の垂下を防<-ための桔木をすえ、その上に小屋組を組

み上げた。年度末までに野垂木を打ち上げ、野地板を打

ちおえた。塗装工事として、初11m:の組物廻りの丹・土塗り

をおこ なった。屋根工事として、平瓦、丸瓦、粁先平瓦、

軒先メL瓦等を必要拡焼きおえ、現場に搬入した。索屋根

の北IlllJにある仮設作業場において、鴎尾や降棟、隅棟の
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朱雀門復原工事{二軍尾領下地まで組立完了)

納まりを検討するために、二重の安部分の実大屋根模型

を作成した。この結果、 |咋棟の先端の鬼瓦は中世以降は

平瓦の筋に据えられるが、発掘鬼瓦の形状から丸瓦筋の

可能性が強いことが判明し、次年度の施工時においても

これを実施する こととするなど、いくつかの新知見を待

た。また、構造補強工事として、初重の酎良壁廻りの鉄

骨、小屋組の筋かい廻りの金物の製作をおこなった。こ

のほか、研究所の方で鴎尾、風鐸、附木木口等金物の模

平織宮
盤備位置図

型を作成し、形

状などについて

検討をおこなっ

て実施案をかた

め、次年度発注

に自白えた。なお、

復原工事現場の

一般公開を春

( 5月3-5日)

と秋(10月 8

-llFl)の2図

案絡し、いずれ

もl万人をこえ

る訪問客でにま

わった。

(村田健一)



東院庭園全体図 1 : 4000 

正IIIi十三
一ー一一十一一十一一一一ー

南北輝立柱塀平函図 1: 800 

主 凶回出回目団自白山山長l

東側の編立柱塀東立面図 1・800

2.東院庭回の復原事業

庭園の整備 固池を中心とする庭閏の復原整備をおこな

った。復原するのは後期束院庭闘で、建物を含めた庭闘

空間全体の似原を目指す。基木的方針はつぎのとおりで

ある。まず、 l主|池部分では北築山や各出品.I~I I Iの景石を

現状のままの露出展示とし、 f也の闘池者11分は上層(後期

束院庭園)の造椛而+10cmを仕上げ而とした実物大復聞

とする。それにともない、計画水而高は泣椛闘池の推定

水而i:::j+ 10cmの標高61.25 m とする。長石補充!.t.、あきら

かに景石の抜取穴と判断できる穴にのみおこなう。闘池

周縁音11や陸部な E、上!骨造構而が削平されていた部分に

ついては、地形を推定復原し造成する。植栽は、樹種を

出土植物追体や文献史料等から選定し、位fUを樹木抜取

穴と惟定できる穴および庭園の景観上適切な場所とする。

上記の復原主主的方針にもとづき、本年度は、以下の具

体的な手法で復原整備工事を実胞した。

①泣構而保護 :固池追構而には全而に透水性土木シート

を敷〈。②地形造成:発搬調査で下j百まで侃り下げてい

た部分は上層進構而のレベルまで.12上げ造成。遺構が削

山山山山田l
反橋平面図 1・200

反僑断面図 1・200

霊E
r 

平橋断面図 1: 300 

平矯平面図 1: 300 

平された悶池周縁部や陸音11は、復原建物のレベルと調挫

しながら推定復原造成。③園池仕上げ :原則として上府

逃構而+10cmが仕上がり市となるよう喋敷もこのさい、

泣構で確認できるi州浜の勾配や礁の寸法に基づいた施工

につとめる。 ④fif石の取級 :北築山をはじめ各出向 ・山111

等に残存する景石は、 令成樹脂による保存処理をおこな

ったうえ鉱山展示。 景石布Ii充l立、残存する景石の石賀や

形状を参考に、石を選定し据え付ける。⑤国池給排水 :

給水は地下水汲上げ (宇奈多理神社西方の井戸) と循環

の併用。給水量1.t.750'I~/分。給水口は泣構図池本来の北

東部からの給水のほか、滞水がないよう凶池内に給水管

を9簡所埋設。排水はF将来昔日の本来の排水路のみとし、

ポンプによる-iJill:B:'iとオーノfーフ ロウに よるb文水を1:JF用。

東院庭園の復原建物 1996年度は中央建物が竣工し、平

橋 ・反橋 ・南北繍立柱塀 ・西建物の復原をすすめた。西

建物の復原検討については別項 (24-25頁) とし、復原

主主物の概要を記す。なお、 これらの復原造営基準尺は南

北板塀てl尺=30目Ocm、それ以外はl尺=29.6cmて.ある。

①平橋:第99次調査で検出したSC8465である (r年報
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1977J)。桁行4問、梁間 11mの掘立柱による東西橋て¥

柱間寸法は梁1m8尺、桁行12尺等間て末端問のみ10尺と

なってい る。11l央建物露台とその*而山1I1をつなぐ平橋で

ある。柱は中央建物縁束の出土柱根にならい八角形断而

tし、径は 8寸ーとした。橋の偏心止めのため火打梁をい

れた。床板l.tr信11t山縁起絵巻』に描かれた椛にならい

商取りを胞した。高欄は東大寺法華堂 ・薬師寺東応、親

柱は平等院凪j思堂にな らい、?錠宝珠は第32次調査出土の

瓦製擬宝珠にならい瓦製とした。基礎はRC造で柱穴掘形

を利用した~!l!立基礎とし、基礎相互はステンレス綱て緊

結した。柱脚との按統はアンカーポノレト によった。

②反橋 :第99次調査で検出したSX8453である。桁行5

問、染防J1 1mの掘立柱による南北橋で、柱間寸法は桁行・

中央および両脇rm9尺、両端11IJ8.5尺で、梁Im9.5尺であ

る。これを北京建物の南に南北に架かる反橋と考えた。

反橋とする根拠は、平椅と桁行総長はほぼ同じだが、桁

行を 51mに分割lし柱聞を狭くする柱配置が、反橋の曲折

点を反映する可能性があると解釈したためである。古代

の反橋は現存例がないが、正倉院御物 r黒給山水箇JJに

拙かれており、奈良時代にも反橋が存在したこと がわか

る。柱は八角形断面で径は6寸、橋の反りはR=30mと

した。基礎は柱穴掘形に挫設したRC造の独立基礎とし、

基礎相互は梁1m方向は枕て¥桁行方向は見え隠れとなる

ことからステンレスプνー トを用いて緊結した。柱脚と

の接続は柱脚根元に1'tを通し、それを柱両側の基礎に緊

結してあるキ先にとり つけた。

③南北掘立柱塀 :第120次調査で検出 したSA9289、SA

9320Bである (r年報1980J)。両掘立柱塀は庭闘の西を区

宮内省全策(西南よりみる)

匝lする施設であり、南端は南而大垣にとりつく。全長は

束の塀SA9289て'16問(48.15m)、西の塀SA9320Bで13問

(39 .15m)、柱1m寸法lまL、ずれも10尺等聞で、柱径は出土

佐根から 1尺とした。構造形式は伊勢神宮内宮板垣にな

らい、頭立上に笠木をのせた形式の板塀とする。柱間に

は中東をいれ、壁{本は横板務込み式とした。棟詰iは10尺

である。扉口は庭回内遊歩者の動線や視線などを考慮し

て、東のj扉では南端から21l日目と 11間目、聞の塀て.は同

じく 8nrJ目と10na目とした。 (小野健吉 ・西山和宏)

3.宮内省築地塀および南門の復原事業

H 

築I地也塀の届根部分t南門の施工をおこない、両端部をの

ぞいて南而部分を完成させた。南門復原にあたっての建

築的な考祭と盤備方針は、前年度に述べたとおりである。

門、築地塀ともに施工の仕様はさきに復原した北而にな

らったが、 築地塀の版築については、新たな実験的要素

を加えている。ひとつは、地下からあがる水分に対して

適度な遮混性をもたせるため、 一部をのぞいて築地底部

の両{J!iJへ師0.5mにアスフアルト舗装用遮水層のシール

コー トをほど こしたことである。 もう一点は、 版築の施

工性、仕上がり、耐久性な どを探るために、築土の配合

を築地塀の各間によって変えたことである。今後、長期

にわたって観察してい く予定である。(木村勉)

ハ ー フタ イム M E M 0 

-おめでとうございます/

-山中敏史さん(埋蔵文化JUセンター)
は、「古代官街に|虫lする考古学的研究」
により、第9回浜田TT陵貨を受'此され
ましt:.。
-光谷拓実さん(埋蔵文化財センター)

は、「樹木年輪による年代測定法」の完

成により、第31回吉川英治文化rtを受
賞されました。

・告ml"f和己さん(平城宮跡発J臨調査部)
は、論文 rEl本古代の交通t社会」に
よって、京都大学から博士(文学)の
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学イ立を授与されました。

. !I巴塚i盗{呆さん(埋蔵文化財センター)

l立、論文「日本て'W二七した古代ガラス

の!漆史的変遷に!刻する科学的研究」に

より、東京芸術大学からtw:士 (美術)
の学位を授与されました。

・所員の出版物アラカル ト

主文堂の「日本の美術」シリ ースーか

ら、金子絡之rまじないの世界 1J、~1l

淳-!tllrまじないの也-界IIJ、岩永省三
『弥生JI~'.代の装身具』、 ~IT田章 rj"!î境l時

代の装身具』なε、所見の著作が続々

と刊行されています。そのほか、以下

のような著作が刊行・されました。

・金子裕之F木簡.は諮る l法史発抑12J
総談社、1996年5月
・岩永省三『金属総登場 !港史発掘7J
司~i r.夫社、 1997.11'-1月
. J!IT回i:I:(編)r考;t;学によ る日本歴史
5 政治』雄山|詳し 1996年11月
・問中琢(編)rj"S者11発撮』岩波新当、
1996il三11月

-田中琢(共編i)r新j坂角川日本9::5刊I!J
角川書l.!i 、 1996~三 11 月



4.第 l次大極殿の基本設計と構造実験

基本設計と構造実験 前年度の成果をふまえて基本設計

全体計画の見直しをはかり、設計最終年となる木年度に

おこなうべき調査検討項目を定めた。今後、具・体的な'よ

純計画をすすめるにあたっての検討材料となる市場市，';J1i:、

仮設計ii!.fl1:防災計@jの検討、原案に基づく構造実験、原

案の構造チェックと問題点の指摘、補強案の検討ーなどで

ある(表参照) 。 設計及び構造実験を腕文化財主~造物{恭介

技術協会に委託し、実験は農林水産省森林総合研究所、

側)日本住宅 ・木材技術センターの協力を紺[，t:.。

基本設計における原案検討の成果と課題 とくに耐民対

策而から、実胞の柵造 ・工法にふたつの方向が考え られ

た。ひとつは従米の耐民工法である。吹き放ちとなって

いる 正而の主要な独立柱を鉄骨に世き換え、伐る三而の

抵は金属板付j"}j-Jの干j't)百耐長壁とし、さらに全体的に重度

の補強が必要とされた。 もうひとつは基礎部分に免震装

置を係用する方法である。この場合はおおむね原案の木

構造が保たれ、補強む iiij者に比べて軽度化が可能との結

論に至った。大極殿似J11の根本方針・IJ.当時の建築そのも

のの再現含めざすものである。本米の構造形式による古

代建築を計画し、そのうえで、避けでは通れない現代建

築としての安全対策を、基礎の免以装置によってかなり

の部分を負わせる ことができる後者ーの方向で今後の設計ー

をすすめることとした。

ただし、)点楽には制昔Ilに構造や納まりの問題点、カ学:

」てからの弱点などもあることが同H寺に指摘された。尾垂

表 平成日:年度第l次大僅殿基本設計成果織票

項 自 目 的 検 証 結 果

市湯調査 イ i材 ・ 木材 ・ Jì.~r;;の tlP，品~~llí'Ji' ，~:11t 作組合、林ffJi'ηにH:t¥ 、介わせ。 -イi材:脱栴外の1-':イ，1立多数の入手が
し材料入手の"f能性、状況をき「る。 IfI難。

-木材:f.íf171 ，tはあるが、 ~.i矧に大抗

入手は耳、"f自Ito;u-mfl賜入が必
5ω~! o 

仮設計画 l川姐点のあらい :P. し。①JI・I，'i，の~.H曜 t:'liにと bなう，11"1利。 '，''11主力!~:先〈、，l';kl線工法の験討が:必姿。
資料の作成 ②冶怖のi民イf.M妓 知人il'ijoの検Jto環境調交が必姿。

防災計画 日Aに片する司'¥的・検，ito IJUEのj¥!J!日のみでは)lJj主が特定さ 1'11:("'1;11同が必要。
れないので.法的拘束11必要なし。今後、 i舌JIIにともなう検討が必要。

情造実験 実大実E重体による耐力実験 伝統的木剥lがもっている耐)Jの測定。夫人:..t験(~，によ っ て画げJ 実験を11" JUI侍していた耐)Jの依認。ねlより強い
い、~，I;í睦データを 1~~ る 。 j¥bCJJをもっている。はじめてこの苛!

の情j主の)Jのf丘述等のデータも得た。
新工法の開発 綾子干剖iのポノレトによる|析而欠mi'i成 実験によって正座決1kul.や耐)J吟の ;巴，~ ~i:耐)J を i阜、木材のm俗 b 少な〈で

らすためのカーボン繊維によるliIi強。デ、ータ ~f~~ る 。 きる。イT苦:)J和1111力Z百ffili。
材料試験 材料を逃択するニ t によ っ て k~林組 実験によってP'ui:.i.:なデータを得る。;fJ.~ ~E している f会』イがもっている 面f)Jは、

絡を_I-.!1I 1 る耐 )J 合 j~~れ 111:1，川したい 。 農林，¥lI.ff，より，:':i(、その11ftの1:1<川を検

J九
地盤のi辰動調査 J~ J，'.i JYIの桜ω11*.\'11:1: i来Mffll分のJ也t!t 地下100mでのj也l}~;H の設;z，:。 ，11前11'1'0

hYli1'lの解HII• 1E1lf.o 

原案の備造チェック・t荷造計画の検討 117年度の設;11にJ，I;づ〈桃i;'l(，"11:11泌 全体のノどランス{がJ'..概略(，(jhYi泣解 . IJ;[ ~告の弱点. )j針の倹討と1iIi~rt;~

(情jli診断・風誠実験等のデータの追加) 点.M応策をさ(.る。 析。 -免草fr淡;z，:の有効性

架憎の実大実験による耐力試駿 同左頂部組物部分 組物のみ全体の実大実験

俗文研年報/1997-1 63 



木の断而不足により軒が垂れる、母屋と庇の柱項を繋〈。

組物形式や柱位置にずれのある上・ 下用の軸組はカの伝

達が著しく不安定、屋根荷重が小屋梁や虹梁にかかり変

形が生じやすいな どの点である。今後、 これらを建築歴

史的な構造技法面から再検討することにした。

(木村勉)

5.施設整備その他

平城宮跡通信傭改修工車 平城宮跡におけ る通信 (防

災・防犯 ・情報)システムは老朽化による通信|卑害が頻

発しており、緊急時に支障を?及ぱす恐れがあるため改修

をおこなった。平械宮跡通信システムは宮跡内の施設拠

点となる資料館地区 ・寝屋地区と今回整備をおこなった

来院地区を地中埋設線にて本庁舎へ後続し集中管理する

計画である。朱雀門地区については、鉄道線が|邸害tな

るため、 JJIJ途屯話回線を介して本庁舎に接続する。本工

事においては、 i立構保護と配線保護の両而からセラミッ

ク製多孔陶管を敷設し、このなかに通信システム配線と

電力供給配線を集約設置した。

本庁舎漏水防止等工事 本庁舎は昭和39年に建設され、

その後昭和53年に改修工事が施されているが、その改修

から17年が経過しており、経年劣化による損傷は建物全

体におよんでいる。と くに建物南面斜路部分外壁の唄傷

がいちじるしく、漏水による内装材剥離等を生じている。

これは、タM笠仕上げl次付材の劣化およ びそノレタノレ府のひ

び割れ ・浮きに起因しているものであり、本工事におい

て、外壁の漏水防止および内装改修をおこなった。改修

工法は、周辺研究 ・研修施設への騒音 ・塵壊等の影響を

考慮し決定した。

外壁:モルタル府のひびi明lれ剖l改修〔ひぴWI]t1.釘iカット工法;)

Uカッ ト、シリコン系シーリング材充成

外壁:モルタル屑の浮き剖l改修 {浮き部アンカーピンニング工法〕

ステンレスアンカーピン エポキシ樹sl1i主入

外壁:仕上げ材 〔外壁塗仔え工法〕

高圧i先i争、可とう形}専塗材(抑f.七リシン)
内装 :!末 ピニノレ床シー トノンスリップ形

自主天井 合成樹脂エマノレションペイント

飛鳥資料館第E展示室改修工事 第2展示室は山田寺田

廊再現展示室として計画したが、 ドーム状曲面天井のた

め残響過多による音響障害が生じていたので、 天井 ・壁

仕上げを改修し吸音処置を施した。空室の状態で2.5-3 

秒程度であった残響時間を、 l.9秒程度に抑制した。

天井:ロヅクウールP.&ff.tl1 l!.t・ロッククーノレ吸音板
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板敷
収蔵版(11

坐盟E

飛鳥藤原宮跡発錨調査部第E収蔵庫平面図

H皆平面図 (下) 2階平面図 (よ)

飛鳥藤原宮蹄発掘調査部第E収蔵庫新営工事 発掘調査

の進展にともない出土泣物がいち じるし く増加 したため

収蔵庫を増築した(上図参照)。平成7年度現在において

出土造物量は、 32，600箱に及んでいる。全体計画では、

延べ床而制2，430m'、収蔵面積2，218m'(収蔵盆26，600箱)

を計画していたが、平成 7年度の補正予算によって、全

体計画の約半分にあたる延べ床而斬1，101m'、収蔵面積

938m' (収蔵盆11，300箱)が竣工した。 これにより、現在

来収蔵の4，760箱をおさめるだけでなく、今後約3年分の

収蔵が可能とな る。建物外観・形状・仕上は、周辺既存建

物との景観調和を基本に、また、 平商配置・手IJf:f:J動線 ・

内部仕上仕様等は、効率的運用を考慮した。

-工窃観要

鉄筋コンクリ ート造2m建 延べ床面積 :1.101 m'lli築面積 :564m' 

m造形式 ラーメン総j孟・直後基礎
・外部仕上

屋相 :瓦I手き 外壁:1j"1~4flf出成形七メン ト版外装薄塗材E

せっ器'Etタイル100M&り Et型・梁型コンクリ ー ト打欣

外装湾海材E.アルミ ニウム製主II共

・内部主要路室仕上

板敷収蔵1il::1来天然水化粧合板 壁コンクリート打歓喜重水m
天井軽抵1'1'材吹1.1

特殊保管室 ・床・奴杉板張り 7~1 1 特殊合板狼り

撚入ホール ・ 肝?段.床磁器質タイル200111~混り

~せっ器質タイル100fll被り モルタノレ塗内装1再建材E

平絹宮跡第3・4収蔵庫屋根政修工事 第3収蔵庫は昭

和50年に建設され20年が、第4収蔵庫は18年が経過して

おり、鉄骨造鉄板葺であることから劣化が進んでいる。

tくに屋根の損傷がいちじるしく、漏水により収蔵に支

障を きたしているため、平成 7年度補正予算で改修をお

こなった。工法はカバー工法とし、既設屋担鋼板のうえ

に屋根用折板 (フッ素樹脂塗装鋼板)葺きとした。

(今西康益 ・栗林貞弘・上垣内茂樹)



飛鳥資料館特別展と
山田寺回廊再現

-春期特別展示「山田寺東回廊再現にむけて」

展示は1996年4月16日-5月26日の則11:1に実施した。

山田寺の継続的調査は1976"1三に始まり、焼跡、から金堂、

講堂跡と進行、 1982年来回廊部を発掘したところ、回廊

の建物本体が、横倒しに地中に埋もれた状態で姿をあら

わした。巨IlDEは東から西にむかつて倒れ、そのまま粘土

と砂の府に封印されて、奇跡的に1000年以上も地中に保

存されたもので、最初期の日本仏教寺院のllt重な実物資

料ーとなる。 その後の数次にわたる発掘作業の結果、 1000

点以上の建築部材が出土 したが、すべての部材は長い年

月のあいだに、脆弱になり多量の水分を合んで¥このま

ま乾燥すれば、収縮、変形して原形を失う状態になって

いた。it重な資料を後世・に伝え、研究資料 tして活用す
るためには、科学的保存処置が必要tされた。 PEGを合

浸する処理には10年以上の歳月が費やされ、主要な部材

の保存処置は1995年になって、ょうやく完成する。保存

処理の終わった部材は、飛鳥資料館で組立て、地上に，建

っていた姿を再現する計画があり、その準備作業も含め

て、発掘から10余年ぶりに全貌をあらわした山田寺東回

廊の部材を、地面に;慌たわった出土時の状態にならべ、

細部の観察が可能なかたちで一般の観覧に供するととも

に、四郎発掘調査の経緯を振 り返る展示をおこなった。

・秋期特別展示「斉明紀」

展示は1996i!三10月8日-11月24日の期IUiで実施した。

斉明天皇の治世は、大化の改新 (乙巴の変)後の飛鳥の

政治制度の大きな変換点 となるl時代だった。同時に国内

的には阿倍比羅夫の遠征の記録が示すよ うに、東北地方

の経営が梢力的に進められて L、〈 。国際情勢も、 !昔、新

f11:の勢力に対抗して百済を救援しようとする動きなどに

みられるような、理k到jのさなかにあった。

飛，13の地には、板蓋宮、饗宴の広場とみられる石和11追

跡、わが国最初の水時計の遺構 ・水落追跡、両槻宮との

関連が注目されるi商船石周辺追跡など、斉lリi天皇にゆか

りが深い追跡が数多〈伐されている。 この展示では、 こ

フいった飛鳥の泣跡のいく つかを取り上げ、その意味す

るところを考えるとともに、追跡や出土地物を通して、

この変動と改革のH寺代の芥囲気を再現する展示を試みた。

・山田寺東回廊再現

回廊1;1:.、資料館第 2展示室の常設展示として再現され

た。会長で87m、23問あった来回廊の うち、部材の残り

が最も良好だった、北から数えて13・14・1511:1目の31m

分を再現展示している。この部分では、柱・迷子窓 ・頭

貨なEの4iill書111;1:.、音11材がよく残っていて、展示は当初の

形式をほぼ完全に復原している(口絵参mo。虹梁から上
の架t幹部については、部分的に残された資料から、 想定

1&原をおこなってまifr材におきかえている。PEGをしみこ

ませた部材は非常に重〈、本来の強度も失われている。

一点一点の古|刷は鋼鉄の枠からのばした腕でささえ、上

古11の加1m:をうけない形にする必要があり、:iili子側柱筋内

fWJに設けた支持枠はかなり大きなものとせざるを得なか

った。柱や束の一部など、まだ科学的な保存処理のすん

で‘いない苦11位については、将米、処置の完了含ま ってこ

の展示に組み込んで¥ 展示の充実をはかつていきたいと

考えている。

・特別講演会その他

特別展示にあわせ、以下の特別講演会を開催した。

・1996年 5月11日 工総圭草 「山田寺の姥築と保存」

・19961.1三10月26日 猪熊兼勝「斉n月朝の飛鳥」

. 1996iF11月2円 今泉隆雄 「斉lり1朝の東北」

また、特別展示の図録として、 rlll凹寺J r斉u月紀』の2

1111の図録を刊行した。 ニのほか、 陳列品として「綴石」

を購入した。

今年度の総入館者数は85.161人て、その内訳は下表を

参!!型されたし、。なお、飛鳥資料館では、インフォメーシ

ョン・ノレームにおいて、観覧者の質問に応じている。

(岩本圭輔)

入館者数(1996.4.1-1997.3.31 開館回数314日)

区分 個人観覧 団体観覧 有 料 書草 料 4E0コh 計

般 27.012 9.441 

~-:j ・ 大生 3.230 8.934 
79.047 6.114 85.161 

'J、.，ドヨミ 5.891 24.539 

元| 36.133 42.914 
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-ほんの紹介・

『古都発掘 一 藤原京と平城京一』
田中 琢編 (岩波新r，!!:468、 1996~ 11月刊、 242孔 680P J)

il;相i編集者の・らこの著作前i介の紋司);!l'.'f!1をう

けた tきには、戸惑い会主主じ't!トなかった. しか

し、かつて永年の1111.1止を食んでいた者tして

l.i. ~張感の一緒にでもなみうかという こと ふ

年報の3CU伎に鑑みて、研究所以のみの執筆に

よる刊行物を~è してお〈ニ!:. l.i. ff.筏がある こ

!: !:..IJ えた. そ ζ で喜~mをひきうけたしだいで

ある.まず、本t'Fの情成に触れておこう.テー

マに鋭いてui弧内に内等の"1l.I~I:c執f医者名とを
示す.

-第 I部藤原京
I I:1l11ïの時代がはじまる(藤fi~)i(l.t大宝令の

制定、-I'I1I，i)l則的の先行、 ifWt(i必の復活が行われ

た 11 本位初の本初{ドJlll'~lil1:11 ili !日崎直) 2 

.1il設はいつからか(694，{1;のi塁側の約10年前から

!!.¥崎 ilI) 3自の{立i置をめ(-る論争(大宮土

岐=必h;t'，';_i;大h臣殿説への;iL1i 上1Ji.J'{人) 4 

大きさはまだ決まらない (1;1俊引説と「大藤日i

J1'，説J 大総淑) 5郎市私はなかった?(r日

本~'f紀』に r必Jj~! Jj(J のおもJなし 備本義則) 6 

mえたr.J.n(償火磁をI策して jã~.. ':; 次山 i芋)

7 造'è::川材の~J!ji主(近江の川Llllから水路主主111

上原氏人) 8メインストリート=朱雀大路(鈴

蘭幅17.7m、JI!凶両側海似7.lm.側溝'1"心r.UiJ!
雌24.8m i菜滞うちー樹) 9宅地のありさま{右京

7粂 l)'}jの町終邸宅 深海ヲ5・世f) 10 r打lまーか

所か、 こか1¥庁か(五fの北側の米)11治いにこか所

凶IltoHI:) 11 トイレlitうしていたか((み

JI(り式と水洗式川崎直) 12 Ji.引きの宮殿

(日本'1!凶lの山殿f削JJ 佐川正敏) 13瓦工場

の転変(持川県~滋 l~J¥!の 6地域10か所以上

1E谷治) 14 ';.司令聞む嚇=大垣{おき5.5m、

総主主j主約3.7kmの一本位上旬 !日崎 直) 15 

木簡が教える 1"1 りー(・':;:;JJ6.十二1"1の名lÌíî~藍定 J!!j 

11誇生) 16 I脅迫がわかった二つの役所跡(西

方-白o'!.町.~.)}'A !:. :J!!1i官衡の遺|帯主計-t!.!!.百]) 17 

Eんな役所があったか(六日・ 時総なEから八

千1へ till!:谷知治) 18医僚を担当する役所

(薬物木ffîi!:. 内務百l ・ 典~'fÆ :日崎 直) 19論

争に決，lí'をつけた木簡(~.~から HJIへ 官官野事i己)

20 f，t了・の邸主(天武夫LlのalH礼子の冶:M- !1ft!!; 

.1ft勝) 21投入の務 (J，(のItiから Ifi簡に自己低

金子総之) 22 火~が始ま っ たj_lP- lll (f壬J也から

の'11.1.;11 J'.IJUL人) 23 初めての I~幣(無文銀

fJl-・.fI1I'ill時1I~; • a1HJl-. .fu l，iJ 1>>lJl;・鋒l銭大脇

潔) 24 L従除 11 ・抑制の主主 I~ (rí~;本J 銭のff.，*

金子総之) 25 Mr.の人形(剣製人形li天武の
術会l治従i祈~i 金子協之) 26まじない札の発

見(陰陽ilIのルーツぞ示寸 鈴村忠白J) 27藤
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岩本次郎

'~tJ;\はなぜ綬命だったか (i立I，'H必の-JäfJin'l械を

tR川!日崎前[) 28 i!Wt伎と1mのill設(70411三

州事iの~1Ilj'{.人の以後 1長川正敏) 29新織の

1:11の場合(山誠に凶まれた段州 千日l剛道) 30 

t草原点焼亡JJ/.(r扶~.品2èJ が(~える佼亡のu;生跡

li未検出川崎直) 31二つの業倒i寺(平域

J;(への移illはなかった 佐谷治) 32水LU緋

地 t化 Lt:1m (J世'11(こi生した侃i1iJ十例iJ也知l上

限県人). 

+jlfSll剖l平城京
1 jj¥l.或の'!!llf.l(J也ぷに遺イfする自niliJhilllJ也仰l

町ru i;'t) 2 f'll減」の呼び名 (fナラJのff.，*

!:.fi]Z減Jの犯行 111 FI，1-JlII) 3古iIl!:. r.llの

メインストリート(路l而~i67.5m 、:J![jJljl尚(J!q消

幅約7.0m、下ツiIli'3f汗に鉱大小河殺) 4 

iliれにIIIl、t:)-i.J広{大N.'1尺=35，5cm!:小J-i.

29.6cmの能川 )1・

上初人) 5 ';:¥械

十二1"1をめ〈・って

(来院前1"1の検出

で門\}~~主力・ n 
l己光) 6儀式

t 執務の』晶= .~JJ ::ï~

院(行mの車IJ笠;は
十二堂金子総

之) 7 f移転Jか

ff井イ7-Jか (1λ'lzlHi

lIiJ定、大係員2は移

転.1m y~ はfJt- ((. 

Li水行三) 8大

賞五の発見(大賞

会の問主主は三l主力・

五l生か 111崎 1，1

ニ) 9件'lzl!'W 

司 ，Jlt院{天l;t!:.i主人の執務のJ品の変化と皇太

子のかi処金子総之) 10建築資材のリサイク

ノレ{性・レンガ.RのilHIJIIJ h~ 1Il敏ljl) 11瓦

からみた'1'央!:.J也Ji(lfl分与に.lf!減・白・式の事f瓦

{必JII 佐川疋敏) 12 瓦の~W，!:. 納品(3カ円

以内に30，000伐の瓦納入佐川正敏) 13 fJ'j/ 

I斑J.LJ!:. f'T¥';:i J (施紬の瓦tνンガが来院から

が:J300.'.'.~ 1;利光俊彦) 14技巧にi前ちた雄副

(11木健闘の0'1げ"el.':~~!院にみる 小野健古)

15 n肢とl庶民の11:・七(身分の差で宅地1.i60.000
m'から500m'まで小林議ー) 16 JAlil烹邸の

人びと(必子・.tJW，.j$t人 ・技術者がl，iJ/，'; 釘f

'ff.fll己) 17 ニつの家政俊I~I (1Uti.:Eとその父

，.百oti'礼子の飢餓か 1"-F(J-JlII) 18 Jilをj悠上

する本側(f~tは~狩の鷹の側 傑公m 19 

板に~Hiかれた IlIHI!lJ水図 ('1'笹lの山lill部の健志

か山荘 i~川滋ljl) 20 Iliのありさま (東西両

市の賑わい 川経俊一) 21 J二法が教える人ぴ

tの生i;ri(J也1Jから主張 ・溢 ・鰹の:.1'，し汁を迷ぷ

玉附う庁茶) 22焼金工劫跡か-r.llの'1'の手工業

(鈎物 ・鍛i台工場ははにも がにも (f..(f 杉山

洋) 23 ';:0;のなかで働t、たね人たち(1 H 500J，在

製作の行7jJ1~の仕上げ以令綴本 m 24 0'1'， 
土品からみた同際交泌(大'!i~~j:LI'.よの腕枕liJ庁

からi度米 千ru岡1);且l 25 なぜ鋭 I~ を』盟めるの

か(子供の成12.主E物の安楽を願う土地神への

供え物金子総之l 26併をめ(-るJIi(701.iJ'-に

干支から1F.~}へ 'ð/~谷拘i治) 27納税方法を

解説する(郷llll;rで徴悦品{tとり まtめ、C1i!:. 

国を絞て術lへ 寺崎i忠広l 28役人たちの勤務

:平定(木簡で判る下級役人のHー級 統野和己)
29 1t芥のはじまり(木賢官にみるこi泊りの封 渡

溢晃:a;l 30 平域Ji~の街路風対(街路樹li柳 ・

備 ・エンジュ、側溝li下ホilI 小野健吉l.

乎:政の 1l!1係で、~点のま t め1íが;c:tJ:(I"J、か

っ的外れになったかt懸念するが、お日午しいた

だきたl'o ~守テーマ名から奴し λ る t おり.叙

述lま平Mであるが、 l付絡を(1"J61iにJ1Jl解するには、

相当の寸f'(lil知10mを援するように，Il!.われる. ぞう

した意味から‘できれば平械が粂坊の全体図、

天ji1J来 ・務ff，(氏 ・及Iil王家の家

系凶などがi該当開所の余白にあ

り、天武~JJ ..tミ11; -8世紀にaる
略年-&し符fiiJ:Jに|剣わる参考

資料{概判i ・洞l~作のnn な E

が~・米 lこ 1・f似してあればよかっ

たと考える. まt:，些細なこと

では、平総jj~の 5 で r紋日本紀a

にみえるがJI“lについて2及がな
いこと、同じ(22で.贋金工場

跡かとするこ tがれにかかった.

こ t に 1$l~可はその制，II)J は量佐しい

ものの、 ，'0也からして官位も〈
li公認のJ:lJJであった可能性も

あろう.

以上.内容の要点、そして粁

干のコメントぞ述べてきたが.

本??が必n;lJj(!:. 平総JI¥の今日的

課l!i!:.その解釈の従示において、おい水準をf!i'<

ち'.t.がら.啓浪.Ift しての使命令十分によ~たし

ている こ!:.Ii論をまたな l'.編者・ならびに執筆

者谷(tの'liを多tするものである.

1952年のflll立、そして195911'に平城・白・跡、1970

!I!に藤111広跡、それぞれの本飾的発J磁調査の1111

~があり.ぞれ以降、 rrλ: に llJix'なJJX.ょl!:をあげ

てきた奈良|司iL文化財研究所が.200211ミには自IJ

立印刷年を迎える ニととなる.先制 ・研究調査

以外にも.同防災iñl ・ 資料館}J~ぷ . Û!跡繋N，í ・

研修桁将など多彩な分野において、業務11今後

ますます多忙になるニとと忠われるが.所以外

{也のますますのご治協と研究所のさらなる発泌

を刻II寺して'荘をお〈ニ!:.!:.する.

(IP-(-I剖短期大学}
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奈良国立

文化財研究所

要綱

組織規定

文部省組総令 (抜粋)

昭和59年 6月28U 政令第227号

第2]注文化庁

第3fiij 施，没令;機!日!

(MBI宣等祖韓関)

第108粂 文化庁長官の所轄の下に、文化庁に国立国語研究所を

i泣く 。

2 前項に定めるもののほか、文化庁に次の胞設等機l刻を椛〈。

(中略)

凶立文化ltt研究所

(国立文化財研究所)

第114粂 国立文化財研究所は、文化財に|刻する凋託研究、資料

2 

3 

の作成及びその公ぷを行う機関とする。

固な文化財研究所には、支所を世くことができる。

園、工文化財研究所及びその支所の名称、 {立t泣及び内部組織

11文部省令で定める。

文部省段置法施行規則 (抹粋)

IIE{羽128&1三1月1311

ti15活文化庁の施設令;機|刻

第4釘i 国注文化財研究所

mUJ¥ 名称及び位置
(名称及び位置)

文部干?令!:i'E2号

第116粂の9 国立文化財研究所の名称及び位前は、次のぷに掲

げるとおりとする。

名 称 位 世

東京国立文化財研究所 東京者11台米区

奈良国立文化財研究所 奈良県条呉市

第2ぷ; 奈良国立文化財研究所

{所畏)

第123粂 奈良国立文化財研究所に、所長をii5:<。

2 所長l主、所務?喰理する。

{内部組鎗)

第124粂 奈良国立文化財研究所に、庶務部、雄造物研究室及び

歴史研究室並びに平城宮跡発Jlll調査部及び飛鳥藤原宮跡発効i

調査部を世く 。

2 liij頃に定めるもののほか、奈良国立文化財研究所にヲfHゐ資

料館及ぴ埋成文化財センターをii5:<。

(庶務部の分錬及ぴ事務)

第125粂 庶務部に、次の二課を泣く 。

庶務課

二会計課

2 庶務課においては、次の事務をつかさどる。

3 

一一
ー一
四

丘

戦Hの人事に!刻する事務を処理する こと。
機Hの祈利).l/.生に闘する事務を処理I!する こと。

公文、!::Niの接受及び公印の管守その他庶務に関する こと。

この研究所の所本事務に|刻し、連絡調挺する こと。

この研究所の所水に係る遺構及び造物の保全のための警

備に|測する こと。

六 前科号に掲げるもののほか、他の所掌に属しない事務を

処理する こt。

会~I・i*においては、次の事務をつかさどる 。

予算に l刻する )l~務を処理すること 。

経理及び収入の決算その{也会~I'(こ l刻する事務を処理する

こと。

三 行政財産及び物品の待攻に閲する'IC務を処理する こと。

四 庁舎及び設備の維持、符号I!に関する事務を処理する こし

五 庁内の取締りに!刻する こと。

第126粂 削除

{建造物研究室等の'務}

第127粂 総造物研究室においては、~造物及び伝統的姥造物君宇

にl測する調査研究を行い、並びにその結果の公表を行う。

2 歴史研究塗・においては、考古及ぴ史跡、並びに歴史資料にl刻

する調資研究を行い、並びにその結果の公表を行う。

(平総宮跡発錨鴎査部の六室及び事務)

第128粂 予城宮跡発掘凋査部に、考古第一調査室、考古第二調

究室、考古第三調査.室、泣榊調査室、計測11_i:安調査室及び史

料調査室をtn<。
2 

3 

4 

5 

6 

前ttiの各室においては、平級官跡にl剣し、次項から第6項

までに定める'1S-務を処理するほか、その発Jlllを行う。

考r!1第一調査室、考古第二調査室及び考古第三調査室にお

いては、別に定めると ころにより分刻して、造物(木簡を除<.) 

の依存主主理及び調査研宮町tびにこれらの結果の公表ぞ行う。

逃榔調査主主においては、遺構の保存整理及び調査研究並び

にこれらの結果の公表を行う。

百|・測修対調査室においては、遺構の立|羽IJ及び修殺並びに こ

れらに!刻する，1，再資研究並びに これらの結果の公表を行う。

史料調査室においては、木附ーの保存型在理&.ぴ調査研究、史

料の収集及び凋Tt研究並びに これらの結果の公表を行う。

(飛鳥藤原宮跡発鋸随筆却の四室及び司E務)

第129粂 飛鳥泌原氏跡発織調査部に考古第一調査室、考古第二

祭文研 11'明1/1997-1 67 



調査室、遺構凋査室及び史料調査室を置〈 。

2 前1f(の各室においては、藤原宮跡及び飛鳥地域における;奇

跡その他の遺跡;に I~ し、次項から第 5 項までに定める 'IQ告を

処理するほか、その発織を?行う。

3 考古第一調公室及び考古第二i調査室においては、 }!IJに定め

るとニろにより分抱して、遺物(木簡を除(0)の保存務理及

び調査研究並びにこれらの結果の公滋を行う。

4 遺構調査室においては、遺構の保存整理E及び調査研究、遺

構の計淑11&ぴfli=)j(AJi.びにこれらに関する調究研究並びにこれ
らの結果の公表ぞ行う。

5 史料調査室においては、木簡の保存整理及び調査研究、史

料の収集及び調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

(飛鳥資料館)

第130粂 飛，lb資料館においては、飛鳥地域の歴史的意義及び文

化財に|則し、国民の理解を深めるため、この地域に関する考

古資料、歴史資料その他の資料を収集し、保管して公衆の鋭

覧に供し、あわせてこれらに関する調査研究及び事業を行う。

(飛鳥資料館の館畏)

第131粂 7良品資料館に、館長をま't(。

2 館長は、館務ぞ乍J!lfする。

(飛鳥資料館の二室及び恵務)

第132粂 7除a向資料館に、庶務室及び学芸室をi托〈 。

2 庶務室においては、飛鳥資料館の庶務、会J十字にl測する'IC

務を処理する。

3 学芸室においては、次の'li務をつかさ Eる。

- 1従fb地域に|刻する考古資料、歴史資料、姥造物、絵l!fI1、

彫刻、典籍、?子文，IFその他の資料の収集、保管、民示、校

写、校ー造、写;J'iの作成、調査研究及び解説を行うこと。

二 飛J.~j也械に|刻する陸l'ð、写兵その他の資料の収集、務理、

保符、展示、閲覧及び調査研究を行う こと。

三 jlU~資料館の 'I~;慢に関する/"1'，版物の編集及びfll行.ilf!.ぴに

普及"1伝そ行うこと。

(埋蔵文化財センター)

第133粂 埼j緩文化財センターにおいては、次の'IQ告をつかさど

る。

一 狸J紘文化財にl測し、調査研究及びその結巣の公表を行う

こと。

二 埋蔵文化財の凋査及び保存監理に関し、地}J公共団体の

埋蔵文化財調査関係聡.uその他の関係者に対して、噂門的、

技術的に研修を行うこし

三 埋蔵文化財の，羽子E及び保存整理に闘し、地}j公共同体の

機関その他|剥係の機関及び間体等の求めに応、じ、.!Jj.門的、

技術的な指導及びωIJ，;{を行うこと。

四 四l後文化財に附する情報資料の作成、収集、強型、保特

及び訓資研究を行い、並びに地方公共団体の機関その他関

係、の機関及び開1本学の求めに応じ、その利fIIに供するこし

(煙車E文化財センターの畏)

第134条 型蔵文化財センターに長会遣し

68 !r:文研平線 19971 

2 前項の長l主、埋蔵文化財センターの'ICf.告を掌理する。

(埋磁文化財センターの内部組鎗)

第135粂 埋蔵文化財センターに、教務室、研究指導部及び情報

資料室を笹〈 。

(教務室の事務)

第136粂 教務室においては、研修の実施に|対する事務ぞ処理す

るほか、捜蔵文化財センターの庶務に関する事務をつかさ E

る。

(研究指海部の六室及び事務)

第137粂 研究指導部に、考古江1-匝l研究室、集落遺跡研究室、発

fiIl技術研究室、遺物処理研究室、滋11扶研究室及び保存工学研

究室を前〈。

2 t' ，1;" ，tI"匝l研究室においては、第133条第 l号から第3号まで

にぬげる事務(他の室の所常に脱するものを除(0)をつかさ

Eる。

3 lU喜遺跡研究室においては、集務遺跡に|測し、第133粂第l

号から第 3 号までに掲げる 'l~綴(発姉i技術研究室、造物処理

研究室、調11誌研究室及びi呆作工学研究宅の所掌lこ!瓜するもの

を除く。)をつかさどる。

4 発J紙技術研究釜においては、遺跡の発似技術にI~ し、第 133

粂~l 号から第 3 号までに掲げる 'IQ売をつかさどる 。

5 造物処理研究室においては、造物の処理に|測し、第133粂第

1 号から第 3 号までに掲げる 'l~務をつかさ E る 。

6 調11立研究室においては、埋蔵文化財の測量に闘し、第133粂

第 1~まから第 3 号まで仁掲げる，~務をつかさ E る 。

7 保存工学研究室においては、遺跡の保イF整備に凶し、第133

粂第 1 号から第 3 号までに拘げる 'l~務をつかさ E る 。

(情報資料室の事務)

第138粂 情報資料室においては、第133粂第4号に掲げる事務

をつかさ Eる。

(客員研究員)

実~139粂 奈良国立文化財研究所に客.u研究Hを世く ことがで

きる。

2 客.u研究Hは、所長の命を受け、奈良間立文化Jlオ研究所に

おいて行う調査研究に参画する。

3 客H研究w主、非常勤とする。
改正

昭和43年6月15日 文部符令第20号/昭和45~4 月 17 日 文

部省令第11号/昭和48年4月12日 文部行令第6号/昭和49

1ド4丹11日 文部省令第10号/昭和50年4月2臼 文部省令

第13号/昭和51年5月10R 文部省令第16号/昭和52年4月

1811 文節約令第10号/昭和53年4)1 5 n 文部行令第19

¥} /lIf{和53年9丹9日 文部行令第33サ/lIg和55年4月5日

文部約令第14号/1昭和55年6月25日 文部行令第23号/lIg羽l

58年10月11:1 文部省令第25号/1昭和59年6丹30FI 文部省

令第37号/昭和63年4月8U 文部行令第12号



II 職 員

定 員

区分 指定職行政戦{ー)行政職白研究1袋 詰|

1996年度

1997年度 l 

22 

22 

1 

1 

61 

61 

85 

85 

現在の様員一覧 (1997.7 . 1現在)

所長

m中琢

I庶務謀長 外IIWJ刊与一一一一庶務係長

| 卜，泉氏補佐野木正1再 」ヒ任

I '--碍1"山 商問飽三

大川村狗一一一一一納佐II

八木'dI降

(t.'i聖111まJ責任 ・f井任)

大商4抱一r IflJlIかよ許 中尼崎美
fn量久尖普賢・4当?息子 総本良十

t持谷子千英 中風呂後{¥': ィi川千恵子
庶務部長 原 克己→ 奥村功

~_，ll'謀長 制局制:It-一一一一「経J1ll係JA

トぷj毛布nf.t 私.iJド秀IJIi I L主(f
ト.!Iwwn佐渡進康弘! f-JflI.食係長
ト主事1"1戦fl今凶成談 」主汀:

'--~'，lI"1股II 慢J~稚樹

河野忠則一一一一納{位以

林秀之

中f(J仙 ・l士一一一補佐u

小野教一一一-lll).ll.lA

(今西成縫)一一寸nf.t以
来林貞弘 l-)il内必樹

i岳↑託子 *rflfrIl:子 中元紛失チ

i二村敏子本則!.¥.tlll{-

飯Rllti!JJ

永:J~初代山n由佳中倦 i専

生1itl物研究室長木村勉一一主任研究'，'f 村IJI健一 {小野飽台) (i長川滋リJ) al!岡敏!JH {反応充)

歴史研究管長総村 宏 (ì~ì事Ji樹) (与崎保広) (忠永約三) (様本 "1'1.) {i甘沼谷掬li告}

考古~一以l究室長 小林込~-一同校1ï 加li華民二 (f 1村~間) (向Ji洋成)

考古第二測すを議長 川銭俊一一一4.支'j'f 金111明大 {也木 修) {主日l芳英)

守合第三調子E室長 山崎川二一一世 ifm野与と (Jド i舟l人) (お水行三)
進t曲~ Ii潟1FiHえ取4品 (田flll i:tト執行 年目i*-'f和久内山和a:温iis麻衣子 (出11滋引J)

織符跡発御調f叶ーJI測修五同資家I毛 布瀬要一~1・f 内111羽11111 平i事 級 (小野健子宮)
部長町8:1釆 トー史料調査室長 官官野利己一一寸支1・f 古)(:谷知治山下{庁一郎 (j波注:¥1/:*)

飛.r.~. t草原白跡発
J磁調査部長

8行熊，l1f勝

主任研究官井上布l人立木修小野'純音 白水省三 i克川滋!JJ臼件 日間 r.ffl1i・英波注y/:宏

~Jq奇総指 {商問飽三) 補佐H (奥村功)
碍I"W sU 併総

専1"1恥W :JI・ヒ直犬牛的災

考古第-Ji.I究室長 !日曲者 i(i一一-(i?lii時樹) ({E谷 治) (J~ J:iflほ )

JJ古第二議.11t盗J~ 必村)'¥'(，;1一一ーー(千間関I]j!i) (商 口ぷ~I: ) (村k 険)

退榔I~班長 官時淳一郎→支官民尾充{おf[f制J)

史料調査宅長 1:利光俊彦ーー(寺崎保広) (佐川正敏) {小i事 殺)

主任研究'，'r千悶悶l道内口ぷ生 i祭河7']樹村1'. 険守的保広俊川正敏 lE谷治小t事絞
&11悶敏!Jl

事務総t.5(得Mlt樹) 紛{症以古l面l佐和子松本J9.水量w志
白川ff-子 伊勝敏太郎羽.r.~~j­

J!<戸部究w鈴木忠介

庶務室長 )e:tifU池一一一一一一一主 任 中国主主夫一一椛位以大谷照子乾 (f<雄総本?ii

eb資料館長一一→ 官民JI').¥!.三 f- -*:111まち子

取彼 (問中 琢) ト学芸室長 行本業純一一一一一一寸支n・次111 i事
」一主任研究rf 杉山 洋

日明"~:!It.-一補佐u 宍戸雅子

補佐Ll お水J息子

~) 

沢問 JElJg 

加藤允彦一一{内fllI収入)

主任研究11' 内日111召人伝Jt- J宮森本 'f:. 品7i必洋成

“報資料室長 伊Jlt太作一----i幻Y 奥村小行合{先本~:.)
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III 施設 (1997.3.31現在)

土地

奈良岡立文化財研究所所管

本庁合

飛鳥藤原7Lf跡発似調査部

7除.LL資料館

1m山宿合同

飛鳥

文化庁所管(関係分)

平城宮跡地区

藤原宮跡地区

飛鳥稲i悶IPJ殿跡地医

建物

庁舎

区分 本fr合 平域 藤原

ヲl~務主主 646 176 197 

研究 ・整地主主: 1.417 2，465 1.205 

資料 .~n作家 1，021 383 

会議室 338 129 

講堂 538 210 

展示室 864 254 

写:1*室 411 149 

復原建物 834 

遺構展示室 1，563 

主li W 84 608 352 

P，Tlf'収綴jJli 133 7，409 2.979 

研修練 1，416 

その他 1，666 2，052 1，669 

;11・ 6.721 16，920 7.527 

宿舎等 if('~文化財川米谷家住宅

飛.r.~ft料flíS宿合

飛鳥
資料館

108 

125 

131 

49 

132 

1.361 

78 

94 

696 

1，606 

4.380 

47，890m' 

8，860m' 

20，515m' 

17，092m' 

80m' 

1. 343m' 

1，451，058m' 

1，085，675m' 

360，342m' 

藤原
'P;監事

36 

36 

5.041m' 

35，584m' 

1.127 

5.212 

1，535 

516 

880 

2，479 

638 

834 

1，563 

1，138 

11，217 

1，416 

7，029 

35.584 

213m' 

225m' 

IV これまでの刊行物 (指弧内は刊行年度)

奈良国立文化財研究所学報

安q冊仏師連峰の研究 (1954)

第2f冊 修学院離宮の復原的研究 (1954)

第3冊文化史論滋(1955)

第4f府 奈良時代1("nAの研究 (1956)

第5ilft 飛鳥寺発制調究報告 (1957)

第6flft '11世庭協|文化史 (1958)

第7Ifn- 興縞寺食常発~i調官報告(1958)

第8愉文化史論銭 1(1959) 

第9fst 川l点寺先制調究報告(1959)

~10冊 ~11.減;奇跡第一次 . f式飛鳥板議官跡発有国，J1;!育報ftJ

(1960) 

70 衆文研年限 1997 I 

m11冊院の御所t御堂一院家建築の研究ー(1961)

第12冊巧匠阿弥陀仏快俊 (1962)

第13冊寝殿造系嵯闘のす'[J也的考察(1962)

第14冊府招提寺蔵「レースJ 1: r令f色合利熔」に|掬する研

究 (1962)

第151冊 干城宮発掘調査報告Il 'C¥街地峡の羽子i(1962) 

第16附 平減宮発掘調査報告日l 内現地域の調査 (1963)

第17ist平級官発仮調資報告IV 官街地域の調究 (1965)

第18冊小沼遠州の(-p1IC(1965) 

第19冊藤原氏の氏寺tその院家(1967)

第20冊名物裂の成立(1969)

第21冊研究論集 1(1971) 

第22冊研究論集Il(1973) 

第23冊 平総宮発布i調査報告Vl 'f-滅京lEJ;く一条三幼・の調査

(1974) 

第24冊高山一町並調査報告一(1974)

第25冊 平城京左京三粂二肪(1975)

第26冊平成宮発J制調査報告別1(1975) 

?i127附 飛烏 ・藤原宮発t臨調交報告 I(1975) 

第28fsト研究論集凹 (1975)

第29f1ft本台奈良井一町並調査桜台一 (1975)

第30-fHt五隙一町並調査のJe録ー(1976)
m31冊飛鳥 ・藤原宮発制調査報fi"Il (1977) 

第32冊研究論集rv(1977) 

第33冊 イタリアオ1郊の-UI岳集落における民家調査報告

(1977) 

第34冊 平域宮発仮調査報告以 (1977)

第35冊研究論集V (1978) 

第36ilft f-域宮室長備調査報告 1(1978) 

第37附飛鳥 ・ 藤原宮発~i調査総合111 (1979) 

第38f1ft研究論集VI(1979) 

第39f1ft 平城宮発掘調究報告X (1980) 

第40i附平城宮発掘調究報告XI(1981) 

第41術研究論集Vll(1984) 

第42f1ft平織宮発掘調査報告Xll(1984) 

第43冊 目本における近世民家(農家)の系統的発桜 (1984)

第44冊 平城京左京三粂二J方六Tf先制調資報符(1985)
第45sn- 薬師寺発掘調査報告(1986)

第46冊 平織京右京八条一坊十三・ト問会内ê~調査報告-tF

(1988) 

第47111t 研究論集VlI1(1988) 

第48111t 年拾に歴史を説む一日本における I'i年姶学の成立一

(1990) 

m49111ト研究論集IX(1990) 

第50111ト 干城宵跡発掘調子f報告XIIl(1990) 

第51111t 王子城宮跡発掘調布報告XI¥'(1992) 

m52f府間隆寺発掘調究報告，'::(1992) 

第53fst 平城宮朱it.:門の1反原的研究(1993)



第54冊 平滅京左京二粂二坊 ・三条二幼一長屋王邸.!l藤原麻

呂j5l1一発掘調査報告(1994)

第55"1I~ 飛J.~・藤原骨;発J羽凋査報告IVーヲIU17j(m泣跡の調査

一(1994)

奈良国立文化財研究所史料

第li府 南無阿弥陀仏作普・集(複製)(1954) 

第2.，1仕商大寺叡尊伝記*成 (1955)

第3冊仁和寺史料寺誌編1(1963) 

第H骨 俊采幼重淑史料集成 (1964)

第5冊 -'p;減宮木簡 1 ~I版 (1966)

第6冊仁和寺史科寺誌編2(1967) 

第5冊平城宮木簡 1 解説{別冊) (1969) 

第7冊脂綿提寺史料1(1970) 

第8-III~ 平城宮木簡2 ~IJ仮 ・ 解説(1974)

第9冊 目本美術院彫刻等修理記録 1(1974) 

第10-110- n本美術院彫刻等修理記録II(1975) 
第11冊 目本美術院彫刻符修理記録!日 (1976)

第12冊藤原宮木簡1 図版・解説(1977)

第13冊 n本美術院彫刻等修理記録IV(1977) 

第14冊 日本美術院彫刻努修理記録v(1978) 
第15冊東大寺文古自鉢第 l巻 (1978)

第16冊 目本美術院彬五IJ~修理E記録VI (1979) 

第17冊平城宮木簡3 ~I版 ・ 解説 (1979)

第18冊藤原宮木簡2 I:i!I版 ・解説 (1979)

第19冊東大寺文書目鈷第2巻(1979)

第20冊 目本美術院彫刻l符修理記録VII(1980) 

第2HI0- 京大寺文投目録第3巻 (1980)

第22冊七大寺巡礼私記(1981)

第23冊京大寺文書目鈷第4巻(1981)

第24W 京大寺文件目録~5 巻 (1982)

第25~1~ 平・j成常.':1'，土品川:土器集成 1(1982) 

第26-110- 東大寺文書伺録第6巻(1983)

第27冊木2詩集成図鉢一近畿肯代筋一(1984)

第28冊平減宮木簡4 図版 ・解説(1985)

第29冊 ~稿寺典籍文111・闘鉢第 1 巻 (1985)

第30冊山内部男考古資料1 (1988) 

第3H府 平械宮出上鍛JF上~m成 Il (1988) 

第32冊山内h'f男考7片資料2 (1989) 

第33 "'~ 山内h'f男考jlj資料3 (1991) 

第34崎山内市男考古資料4 (1991) 

第35冊山内消男考合資料5 (1991) 

第36冊木総集成図録ー近畿原始知一 (1992)

第37 "'~ 党鈍実atll図;!lMぷ(上)(1992) 

第38冊党鋪i実浪1I図~成(下) (1993) 

第39冊 山内村i男考古資料6 (1993) 

第40冊 1.1 1 回寺出土建築部材~Iぷ (1994)

第41"'~平総点木簡 1 D言|版 ・解説(1994)

第42冊平域宮木簡5 図版・解説 (1995)

第43""~ 111内治労考jl;.資料7(1995) 

第44"'~ JH!福寺:!JI~1ì詩文作目録第 2 巻 (1995)

奈良国立文化財研究所基猶資料

第1III~ 瓦編 I 解説 (1973)

第2III~ 瓦編 2 解説(1974)

~3 冊瓦編 3 (1975) 

第4附瓦編4 (1976) 

第5-IIIJ・瓦編5(1976) 

第6.，1骨瓦編6(1978) 

第7III~ 瓦編7 (1979) 

第8冊瓦編8 (1980) 

第9伽瓦編9 (1983) 

飛鳥資料館因縁

第1111~ 飛IL白瓜の在銘金銅仏(1976)

第21111 飛鳥白瓜の在銘金銅仏銘文姉(1976)

第3III~ u本t;.代の必詑 (1977)
第4冊日本古代の墓誌銘文Ani(1978) 

~ 5111~ 古代の誕生仏 (1978)

第6"'~ 飛鳥時代の1i噴一高松塚tその周辺一 (1979)

第 7 刊I~ 日本台代の鴎尾 (1980)

第8.111ト 山田寺展 (1981)

第9冊高松塚捻年(1982)

第l0m~ i.度来人の寺ー検隙寺と坂田寺一(1983)

第lHII~ 11U~の水l時計・(1983)

第 12骨I~ 小姥築の世界一地姶から瓦賂.まで一 (1983)

第13官I~ 藤原宮一半世紀にわたる調査と研究一 (1984)

第14111ト IJ本と緯国の塑像(1985)

第15""~ jlU~寺(1985)

第16.，10- 飛鳥の石造物 (1986)

第17111~ 瓜禁乃衣食住(1987)

第18冊 1:申の乱(1987)

第19冊 ，1，境を科学する (1988)

第20""~ 聖徳太子の世W (1988) 

第21冊仏舎利埋納(1989)

第22""~ 法隆寺金堂盛岡飛天 (1989)

第23附 II本f!?紀を抑，る (1990)

第241111.j郎以降代の埋蔵文化財に|測する一考察(1991)

第251冊飛ILのi原涜 (1991)

第26冊 lIU~の工)}} (1992) 

第27.，1骨古代の形(1994)

第28骨I~ 必我三代 ( 1995)
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V 1996年度の動向

予 算 (千円)

人件費 730，375 

遼~;政 1，200，319 

事業管理 11，146 

一般研究 63，900 

特別研究 286，280 

発持11;凋資 563，301 

'点・跡主主備1~聖堂 73，736 

飛alb資料館運営 52，252 

埋蔵文化財センタ一連営 73，257 

本庁舎維持管理等経'J!i 52，970 

飛鳥藤原白跡発制J司究部速銘・ 23，477 

施設費 1，562.028 

lJ1.械宮跡得費在備't11 1，550，130 

作所修純資 11，898 

官AT -B、n 3，492，722 

主要仁 'J~

(1)平減宙跡地等専を備'J!i

米省i門~. .!J京平成 8 年度工、J~

来院嵯闘~1原工 'J~

~[院Æ殿~WJ~平成 8 年度工事

宮内行築地等御原'v:成8年度工'J}

泌{J線改修勺正予J~

(千円)

660，400 

516，600 

14.111 

60，461 

22，660 

(2)胞i没艶備'Vl

*藤原富・収蔵J;II新築 PI~

本平械京収蔵庫F量級改修工'J~

361，365 

71，070 

(3)その他(各所修繕政、 l事l有文化Jtオ保存型在備費)

特別史跡IIIHI寺跡戦術平成 8年度工事

60，358 

本庁舎漏水防止符.L'J~ 7，725 

*印l主総設千?支出委任工事

憶力.J能等
文化庁では、 1971年度から特別史跡藤原宮跡の国有化を進め

ており、 1972年度から当研究所が文化庁から支出委任を受けて

n収・I~務を狽吋している 。

1996年度の状況はドjじのとおりである。

区分

1996年度

同省地合al'

面積(m')

5.297.98 

360，557.99 

2
1

-
n
U
 

-
q
u
-
an-

-'-nv
-司
r

円

-
3
一4

，a
、-
n内
》

一

Fnv

額
一

J

一
F
J

-
R
u
-
《

B

-
nwu

一'
E
&

金

-
2
-
3。。

72 型詩文研 年鰍 199i 1 

q
J
 

q
J
 
M

任

任

問

任

昇

升

~

昇

に

に

1

に

佐

長

い

長

補

係

ぺ

室

長

務

Mm

務
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館

務

務

勘
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庶

庶

異

日

資

部

部

.，
l

h

M

務

務

人

月

曲

川

庶

庶

aa
・

左治問進

野木正博

大川智和

庶務部会計~-W-I ， rl職只 tこ井任 今西成益

庶務部会計課用度係用度主任に非任 小野 教

庶務部会iil・謀長に転任 合総陸雄

苧城宮跡発掘調査部主任研究官に転任 弁よ和入

手織寓跡発掘調査部考古第二調査室長に自己椛換 川越 俊一

飛ね藤原宮跡発掘調査部史料調査室長に自己i武換 毛利光俊彦

7ぬ.f.~J!草原宮跡発掘調査部主任研究官に配流換 小滞 毅

文節技官(平城宮跡発揮，調査部考11;第二凋究室)に採用

金田明大

文部i技官(平総宮町、発掘調子E部考古第三調子t室) (こ採用

村f野孝之

文部技T(.¥'・(平城E言動;発掘調査部治構調査室)に探用

西山和宏

伊藤久美、Iq労相Ii佐H(庶務部庶務ill!Oに採用
研究有Ii位以(飛鳥藤原宮跡発制調究部)に採用 水戸部秀樹

同立板j也研究所事業部事業深長に転任 萩原」手術

大阪教育大学学生部入学主幹に転任 家村 ftlf男

京都大学学生課課長補佐に転任 mlll日出男

大阪大学総務部人事課w.門職員に転任 令野忠司

大阪大学医学部F付属病院管理課施設掛長に転任 終松 {呆

京都大学・超高p.1;l!:i皮研究センタ一事務扮主任に転任

森 昭彦

京都大学文学部教授に転任

文化庁文化財保護部記念物認に転任

7月1R 

平減;広跡;発摘調査部主任研究官に外何

?隠れ藤原発掘調査部主任研究官にff.1で

8 Ji 31日

辞戦

10月1A 

11t烏藤原宮跡発術調査部遺憾調査室にiliei7l換

12月1日

庶務部会，n-諜経理係長にfl・任
京都大学胸部疾忽研究所業務課収入掛長に転任

12丹2611

辞職

1 Ji 1 U 

)J~務補佐ü (庶務部会計課)に係fII

3月31'"

i桂月緩

上限共人

j字本 i責文

内杵 勲

藤川 ~児

藤田 ~児

長尾 充

河野忠男

市原稔三

森本lまぎ子

中元裕美子

荒本浩司

刊行物

学報 第56冊平城京左京ヒ粂-J:}jト五 ・卜六坪発効iJ司査報告



史料第45illt 北liIi定政側係資料

第46情山内h'fY~考1í資料 8

飛お資料館凶録第29冊斉明紀

報告出等 1995年度平城宮跡発掘調査部発持;調査概報

飛.r.~ .藤原官発掘調査概報26

平城YJ(・藤原E支出土軒・瓦型式一覧

平械府発射調査出土木lRi概幸bt32

ヲIH~ . 藤原官発掘調査出よ木簡紙報12

飛鳥資料館カタログ第lllst 山田寺

埋蔵文化財ニュース82

埋蔵文化財ニュース83

埋蔵文化財ニュース84

アンコール文化遺産保税共|日l研究報告件I

平総宮路資料館 ・遺憾展示館見学者

平減宮跡資料館 |遺構展示fis・

61，506 64，645 126，151 

l，479，442 I 1，825，626 I 3，305，068 
資料館は1970年度、泣柿展示館lま1963年度以降の操;(j'

国. ・写真資料

凶占:165.668冊

区分 種別

1996年度 和1英主?

洋占

来 J十 和漢~!!=

洋 :!?

(1997.3.31現在)

購入 寄附

1，465 5，565 

69 37 

58，235 99，471 

6，013 1，949 

:!if.J'! : 601，463 (1996年度末)

百十

7，030 

106 

157，706 

7，962 
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A 
A 

平織宮跡遺構展示館配i托凶
1 .al膏版I~町Il 2 版示館

3 iAl轟版示館 ~ *1'1'1車
5 司置池崎ii湿J~i 6 J車#iJ.~lllí坦阪
7 JI(大湯il!lJ;i 8!車所
9 '、ーゴラ 10 案内広川

Jl 防災詑{崎・'fi

12 "色iJI.J '(j ~tl"l ・ ~地柳徹J~
13 ・':'I'J付行従IJ;[k!¥物 (IH般}

14 'i!J'J勾'fi íl! l(，(処物 Ofi般有~2 量生)

15 宮内'(j{担JJ;¥k!¥物(尚北殿}

16 ・~i l勾'(j í仰が縫物{附Itì殿}

平城山跡資料館配置嗣

1 ・，(松下iK資料館
!u 泌ぷ事 (31

(21 品す (1) 

第l以al'l'
司12以aw
寄13以aJ.l'
\ð~以凝w

可15JIX説10)(

大府.a物処~I~棟

遺物解析l!!;J!ul虫
fJl!I骨
WlI柑llI!
資材I.¥:符bu1 I車
以雌J，j(

佐官II"IK

準備本

'f.J崎

2
3
4
5
6
7
8
9
ω

日
ロ
ロ

本館配;花関

l 本館

lf膏 m:傍節及び('.4，'F資料不
2脈所I主家及び。F織・~l跡沌lId~司1i部

3m 住遺物研究稿、 I1HI!研究家及び哩厳文化財センター

2 I型脱文化財センター研修l車 3 研修悦

~ I世械bI! 5 判~， 6 向転車;即時

7 iEl"l 8 通IfII"! 9 非常口

A 
i、

¥ 
¥ 

1 

_---ーーノ

A 

，指令

会.島市

符~r.w.
1-1\外~ポ鮮鋭'i'i

i晶1111"1

行人111

人uli!i 

飛鳥資料館配ln隊l
2 ¥d2版示室 3 
5 閲覧市・7tJJi 6 
8 光庇 9 

11 1~ .j.Ll苛 12

14 IJ!織宅 15 

17 測船イi 18 

20 lilィi 21 

1 ;'ß I ~示家

4 ロピー

7 f出1骨
10 IF.I"I 
13 ハーゴラ

16 封il'Ml石
19 111m与tl'i心礎

22 i;}，給与熔心髄

飛鳥藤原宵跡;発掬i調査部i配ili凶
l 野{曲研究棟 2 管理棟

3 ~曜，丹市 4 諸~

5 入1I 6 第 l収緩r，)!

7 .a物処n.惚 8 駐車均

9 六~~IIII鈴跡 10 処物例

11 点三t/jtJjlUl路舛 12 tl転車訴場
13 ¥d 2以厳!刷新設}
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